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国内放送番組編集の基本計画
「平成21年度（2009年度）国内放送番組編集の

基本計画」は，放送総局内で議論を重ねたうえ，

編成局で原案を作成した。この原案を理事会で決

定し，12月，中央番組審議会に諮問，答申を得た

うえ経営委員会で決定した。

以下はその原文である。年表示は西暦にし，記

号などは本書の方式にあわせた。

Ⅰ．編集の基本方針

世界規模の金融不安が人々の暮らしを直撃し，

さまざまな局面での社会的な格差が深まるなど，

将来に対する不透明感が強まっています。NHK

には，人々をつなぎ相互理解を深めるために，多

彩な番組や情報を，必要としている人に確実に届

けることが求められています。一方で，デジタル

技術が飛躍的に進歩し，人々はインターネットを

はじめ多種多様なメディアを利用して情報を得て

います。こうした中でNHKは，いつでも，どこ

でも，見たい，知りたいコンテンツを一人ひとり

の手元に届けるため，放送を軸としつつ，パソコ

ンや携帯端末などを通して質の高い番組や情報を

利用形態に最も適した形で提供し，多くの人々が

NHKに接触できるよう努めます。

2008年度前期の視聴好適時間の平均世帯視聴率

では，NHK総合テレビが最もよく見られていま

す。しかし，「信頼」や「社会貢献」への評価が

高い一方で，若い世代ほどNHKに「親しみ」を

感じていないという調査結果も出ています。NH

Kは，公平・公正で信頼される質の高い放送によ

り，社会や文化の発展，安心・安全な生活の確保

につくすとともに，視聴者の視線での報道，番組

作りを進め，人々を勇気づける「明るさ・発見・

感動」を伝えてNHKをもっと身近に感じてもら

うための取り組みを進めます。

09年度国内放送番組の編集にあたっては，こう

した考えのもと，以下の 5 項目を柱にすえ，「い

つでも，どこでも，もっと身近にNHK」「NHK

on 3-Screens」を実現していきます。

〇幅広い視聴者層に向けたニュース・番組作りを

進める

・社会の中核を担う“働き盛り”の世代に向けた

放送の充実を図る

・若い世代に向けた放送の充実をいっそう進める

・NHK全体の“ショーウインドー”としての総

合テレビと各波の連携の推進

〇日本と世界にインパクトを与えるパワーコンテ

ンツを制作・編成する

〇“激変の時代”に必要とされる報道の強化を図

る

〇地域の特性に合わせたサービスの充実を図り，

地域からの情報発信を強化する

〇NHK外部の多様な制作力を積極的に活用する

以上の基本方針を中心に，質の高いコンテンツ

の制作やサービスをより効果的・効率的に行う

ため，NHKの番組・コンテンツ制作の“量か

ら質”への転換に積極的に取り組み，限られた

経営資源を有効に活用していきます。

Ⅱ．編集の重点事項

1 ．信頼に応え，暮らしに役立つ報道の強
化

地球温暖化に加え，世界規模の金融不安や燃料

費高騰，食糧危機が人々の暮らしを直撃し，年金，

医療，税負担などの問題が山積するなど，将来に

対する不透明感が強まっています。NHKは報道

体制を強化し，正確な情報を迅速・的確に伝え，

公共放送としての負託に応えます。緊急災害報道

などで安全・安心を守るとともに，生活情報の取

材・制作体制を強化し，視聴者の暮らしに役立つ

情報を伝えます。さらに，携帯端末に向けた緊急

報道コンテンツも充実するなど，幅広く人々に欠

かせない安心・安全情報を確実に届けます。

2 ．質の高い番組の制作と多彩な展開

NHKは信頼される質の高い放送を通して社会

や文化の発展に尽くします。

日本の課題，地球規模の課題に真正面から向き

合う総合テレビのスペシャル番組のいっそうの強

化を中心に，各波で多様なスペシャル番組を編成

し，複雑化する現代社会や文化の深層を読み解き

ます。さらには，国内のみならず海外にもインパ

クトを与える良質で強力な大型番組を制作し，さ

まざまな展開を図ります。
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また，個々の番組の制作体制を見直して取材・

制作力を強化して，豊かな創造性に裏打ちされた

質の高い番組を制作して視聴者の期待に応えると

ともに，こうしたコンテンツを放送，インターネ

ット，モバイルなどさまざまなメディアを通して，

より幅広い人々に提供していきます。

3 ．幅広い視聴者層に親しまれる多彩な番
組

平日夜間の視聴好適時間に，落ち着いてじっく

りと楽しめ，明日への活力となる番組を提供し，

社会の中核を担う“働き盛り”の世代の期待に応

えます。

若い世代に向けた番組ゾーンでは， 1 枠，年 4

クール制などによってより多くの意欲的な番組を

送り出し，テレビの新しい可能性を追求する場を

広げます。

また，総合テレビの内容をより深く掘り下げる

番組を教育テレビや衛星放送で連動編成する一

方，各波の番組をより幅広い視聴者に見てもらう

ためにそのエッセンスを総合テレビで編成するな

ど，総合テレビと各波の効果的連携を推進します。

さらに，インターネットを活用した双方向演出

や，ワンセグ独自番組との連動など携帯端末での

さまざまなサービスをさらに強化し，パソコンや

携帯端末に親しむ世代がNHKに接する機会を増

やします。

4 ．ワンセグ独自放送やNHKオンデマンド
など多様なメディアに向けたサービス
の展開

デジタル技術の進歩により，さまざまな回路

で番組や情報に接することができるようになりま

した。NHKは，放送の充実とともに，「いつでも，

どこでも，もっと身近に～3-Screens」をめざし

て，確かな情報や番組をテレビ，ラジオ，パソコ

ン，携帯端末などそれぞれのメディアの利用形態

にふさわしい形で提供し，さまざまな人と人，人

と社会を結ぶ“公共の広場”の役割を果たします。

09年度からはワンセグ独自放送を始めます。携

帯端末での視聴にふさわしい番組や情報を提供す

るとともに，映像・音声各波や若者向けケータイ

サイトとの連動も行います。

放送済み番組をインターネットを通じて利用者

に直接提供する「NHKオンデマンド」について

は，内容のいっそうの充実と普及促進に努めます。

字幕放送については，生番組を中心に字幕付与

を拡大するなど長期的な取り組みを通して，障害

者，高齢者に向けたサービスを拡充します。あわ

せて，手話や解説放送についても引き続き取り組

み，“人にやさしい放送”を推進します。

5 ．個性的で存在感のある衛星放送

2011年の完全デジタルハイビジョン化 2波体制

を視野におき，衛星各波のいっそうの個性化と地

上波とは異なる魅力ある番組や編成を追求し，よ

り存在感のある衛星放送を再構築します。「あし

たのテレビがここにある」をコンセプトに掲げて，

通信との連携など新たな演出手法の開発や若い世

代に向けた番組の強化などによってテレビの未来

を切り開きます。また，広く内外の優れた制作者

を起用し，世界に通用する高品質で多様な番組の

制作を推進します。

6 ．地域サービスの充実と全国への情報発
信強化

広がる格差，少子高齢化，雇用，教育，医療，

福祉，農業など，いま地域社会はさまざまな問題

を抱えています。

NHKでは放送局を地域の拠点と位置づけ，地

域を見つめ，地域とともに考える報道を強化する

とともに，総合テレビ金曜夜間の地域向け番組の

充実など，それぞれの地域の特性や要望に応じて

多様な放送サービスを推進します。あわせて，全

国ネットワークを機動的に生かし，課題の解決を

日本全体の視野で考えます。

また，総合テレビ，衛星放送，ラジオ第 1放送

などに地域からの全国発信枠をいっそう拡大する

とともに，地域の意欲的な若手制作者の制作する

放送枠を設け，地域の課題，今に息づく伝統文化，

たくましく生きる人々の暮らしなど“地域の今”

を伝えていきます。

また，地域向けのデータ放送やワンセグデータ

放送についても，地域の実情と特性にあわせ，き

め細かく充実を図ります。

7 ．次代を担う青少年に向けた教育番組の
充実

放送開始50周年を迎えた教育テレビは， 3か年

計画の完成の年として，次の世代を担う子どもた

ちに向けたさまざまな番組の新設や若い世代に向

けた趣味・実用番組の充実を図ります。また，ク

ロスメディア講座番組の充実を進め，放送以外の

さまざまなメディアとの連動による効果的な学習

を追求します。

さらに，ワンセグ独自放送やラジオ第 1 放送，
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FM放送と連携して，開かれたスタジオから多彩

な情報を発信するなど，より幅広い世代に親しま

れる放送をめざします。

8 ．冬季オリンピック・バンクーバー大会
およびパラリンピック放送の実施

冬季オリンピック・バンクーバー大会（10年 2

月12日～28日）では，NHKはそれぞれの波の特

長を生かして全競技の中継をめざします。

第10回の記念大会となるバンクーバー2010パラ

リンピック大会（10年 3 月12日～21日）にあたっ

ては，関連番組を含めて競技のもようを伝えます。

また，データ放送やインターネットで関連情報を

詳しく伝えます。これらの重点項目の実施にあた

っては，以下のような施策を中心に，創造的で活

力に満ちた取材・制作体制を構築します。

○“量から質”への転換に積極的に取り組み，限

られた経営資源の効率的・効果的な活用に努め

ます。

○組織を横断した柔軟な連携を促進するととも

に，企画競争などを通して国内外の優れた制作

者のざん新な発想や手法を取り入れ，多様で豊

かな可能性に挑戦します。

○研修の強化や組織を越えた異動などにより人材

の育成に力を入れ，確かな情報，質の高い番組

を安定して提供します。

Ⅲ．各波の編集方針

1 ．総合テレビジョン

総合テレビジョンは，「基幹的な総合サービス

波」として，国民生活に必要不可欠なニュース･

情報番組や創造的な文化，教養，娯楽番組などの

調和ある編成を行います。各世代に共感される多

彩な番組や，世代を超えて楽しみ，考える“NH

Kだからできる放送”のいっそうの充実を図りま

す。また，地域放送について，全国への発信も含

めていっそうの充実を図ります。

デジタル総合テレビジョンでは，同じ内容の番

組をハイビジョンで同時放送することを基本とし

ます。ワンセグ放送でも同じ内容の番組を同時放

送することを基本とします。

«放送時間〕

○ 1日24時間放送を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，報道番組20％以上，教育番

組10％以上，教養番組20％以上，娯楽番組20％

以上を編成します。

2 ．教育テレビジョン

放送開始から50年を迎えた教育テレビジョン

は，「大きく伸びろ！子どもたち」「ともに生きる

社会」「心豊かな暮らし」を 3本柱に，「人生を豊

かにする波」「文化を育てる波」として，より幅

広い視聴者の期待と要望に応えます。また，NH

K自らが排出するCO2を削減するとともに，環境

問題に対する関心を高めるため，深夜放送休止時

間の拡大を随時行います。

デジタル教育テレビジョンでは，定時マルチ編

成を実施します。ワンセグ放送でも同じ内容の番

組を同時放送することを基本としつつ，一部で独

自放送を実施します。

«放送時間〕

○ 1日21時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組75％以上，教養番

組15％以上，報道番組若干を編成します。

3 ．衛星ハイビジョン

衛星ハイビジョンは「未来への映像遺産―文

化・芸術波」として，次の世代に残すべき一級の

文化・芸術を紹介します。また，「紀行」「自然」

[文化・芸術」「エンターテインメント」といっ

た分野ごとに良質でスケール感のある番組を制作

するとともに，新しい映像技術や演出手法，ダイ

ナミックな編成に挑戦するなど，新しいテレビ文

化創造の先導的な役割を果たします。

«放送時間〕

○ 1日21時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組10％以上，教養番

組30％以上を編成します。

4 ．衛星第 1テレビジョン

衛星第 1 テレビジョンは，“地球の今にダイレ

クトアクセス内外情報＆スポーツ波”として，

[ニュース・情報番組」「ドキュメンタリー」「ス

ポーツ」の 3本柱を中心に編成の充実を図ります。

大学生向け国際情報番組の新設や優れた国際放

送番組の紹介など，より多彩な情報を提供します。

また，ワンセグ独自放送と連携する番組を積極

的に編成するなど，放送と通信の融合を先導する

波として，テレビの新しい可能性を探ります。

アナログ衛星第 1テレビジョンでも，同じ内容

の番組を同時放送します。
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«放送時間〕

○ 1日24時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組10％以上，教養番

組20％以上を編成します。

5 ．衛星第 2テレビジョン

衛星第 2テレビジョンは「楽しさいっぱい，ふ

だん着のBS娯楽＆アーカイブス＆難視聴解消

波」として，多彩な番組を編成します。新たに，

若い世代向け番組の視聴好適時間での編成や，動

画投稿による双方向性の強化など，より幅広い視

聴者層に親しんでもらう番組編成を進めます。

アナログ衛星第 2テレビジョンでも，同じ内容

の番組を同時放送します。

«放送時間〕

○ 1日24時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組30％以上，教養番

組20％以上を編成します。

6 ．ラジオ第 1放送

ラジオ第 1 放送は，“ラジオルネサンス”を打

ち出した08年度改定の進化をめざし，団塊世代を

中心に聴取者層の拡大を図ります。ニュース，報

道番組の充実・強化に取り組むとともに，身近な

[生活情報波」として，生活情報番組を中心にイ

ンターネットや携帯端末による聴取者の声を取り

入れた番組づくりで，双方向化を進めます。

«放送時間〕

○ 1日24時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，報道番組35％以上，教育・

教養番組あわせて25％以上，娯楽番組20％以上

を編成します。

7 ．ラジオ第 2放送

ラジオ第 2放送は「生涯学習波」として，中核

となっている語学講座のさらなる充実を図り，聴

取者の学習意欲に応えるとともに，多メディアを

駆使した魅力的な学習サービスを行います。

«放送時間〕

○ 1日19時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，教育番組65％以上，報道番

組10％以上，教養番組15％以上を編成します。

8 ．FM放送

09年 3 月 1 日に本放送開始40年を迎えるFM放

送は「総合音楽波」として，優れた音質を生かし

た多彩な音楽番組や，幅広い聴取者が楽しめるさ

まざまな分野の長時間特集を編成し，音楽ファン

の期待に応えます。

また，災害など緊急時には，地域情報波として

ラジオ第 1放送と連携して機動的な編成を行うな

ど，きめ細かな情報を提供します。

«放送時間〕

○ 1日24時間を基本とします。

«放送番組の部門別編成比率〕

○定時番組について，報道番組10％以上，教育・

教養番組あわせて40％以上，娯楽番組25％以上

を編成します。

※デジタルラジオの実用化試験放送については，

[デジタルラジオ推進協会」の免許のもと，高音

質放送をはじめ複数の番組を同時に届ける放送

や，文字・静止画といったデータ放送に継続して

取り組みます。また，新しい動画コンテンツなど

の開発も進め，移動体向けサービスの可能性を探

ります。
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放送番組の改定

Ⅰ． 4月の番組改定

1 ．総合テレビジョン

（1）平日夜10時台を，社会的中核層の視聴者
に向けたゾーンとして強化

平日，夜10時～11時30分の90分ゾーンを刷新し，

40～50代女性層に向けた『金曜ドラマ』を新設す

るなど，社会の中核を担う“働き盛り”の世代に

向けた多彩な番組の充実を図った。また，『タビ

うた』や『ザ・ライバル』などの随時特集番組を

編成し，視聴者の多様な関心に応えた。

（2）土曜夜間の編成を一新
激動する社会情勢に機動的に対応できるよう，

NHKの取材力を結集し，視聴者の関心により速

く深く応える情報番組『追跡！A to Z』を土曜夜

8 時台に新設した。また10時台には，衛星放送と

の企画型マルチ展開大型番組『ワンダー×ワンダ

ー』を立ち上げ，人々を勇気づけ明日の活力を生

み出す，親しみやすい番組を目指した。

（3）日本と世界にインパクトを与えるパワー・
コンテンツを制作

・ 3 か年にわたる大型企画『プロジェクトJAPA

N』の始動

近代日本の誕生を世界史的な視点からあらため

て検証する大型プロジェクトを始動した。『スペ

シャルドラマ～坂の上の雲』を柱に，『NHKスペ

シャル』や定時番組が連携し，重層的でうねりの

ある大型企画として展開した。

・大型企画『あすの日本』

09年度，NHK報道の新たな取り組みがスター

トした。『あすの日本』プロジェクトを立ち上げ，

日本・地球規模の課題を多角的に取材し，ニュー

スや番組を通して『あすの日本』像を視聴者に提

言することをめざした。

・『NHKスペシャル』の強化

『NHKスペシャル』を日曜夜 9 時の 1 枠とし，

よりスペシャル性を追求する一方，シリーズ企画

は特別編成を組み，その存在を強くアピールした。

（4）経済番組と地域制作番組枠の改善
激動する世界経済と家庭を直結する本格的でし

かも親しみやすい経済ワイドショー番組『経済ワ

イドビジョンe』を土曜朝 9 時に新設した。日曜

朝10時 5 分からの『地域発！ぐるっと日本』では，

放送枠を拡大，各地の記者やディレクターの出演

も積極的に取り入れ，地域局制作のニュースリポ

ート・番組を紹介した。また，テーマを絞った地

域関連特集を随時編成することで全国ネットワー

クを効果的に生かした。

（5）深夜，若い世代から共感を得る番組の充実
若い世代に向けた番組や，若い世代に役立つ番

組を編成する時間帯“EYESゾーン”をより充実

させるために，短い周期で番組を入れ替え，新し

い番組を多彩に繰り出した。また，通信との連携

による新しい演出の開発，ワンセグ放送と連携し

た編成など，「NHK on 3-Screens」を体現する未

来のテレビの可能性を切り開く試みにも挑んだ。

（6）平日午前の時間帯を主婦・団塊の世代や高
年齢層へ向けたゾーンとして強化

月曜朝10時 5 分から，新たに『時代劇アンコー

ル』枠を，火曜には，主婦，団塊世代に向けて，

紀行と趣味番組を，水曜から金曜にかけては，生

涯学び続けたい人々に向けて教育テレビと連携し

た番組枠を新設した。

2 ．教育テレビジョン

（1）「ETV50 学ぶ冒険」
開局50年にあたり，番組やイベント，また広報

活動を通じて，教育専門チャンネルの魅力と存在

感を視聴者にアピールした。時代を越えて人々の

心に残っているのはどんな番組か。“もう一度見

たい教育テレビ”として08年11月から 1年間，視

聴者からのリクエストを募集し，このリクエスト

の結果を特集番組で放送したとともに，今後，長

い歳月を越えて人々の心に残る良質な番組を制作

するための貴重な資料としていく。

（2）幼児向け番組の充実
現在，『いないいないばぁっ！』（ 1～ 2歳向け），

{おかあさんといっしょ』（ 3 ～ 4 歳向け）など

はよく見られ定着している。この年代に続く，小

学校入学に臨む幼児（ 4～ 5歳）が円滑に就学で

きるように，生活習慣やコミュニケーション力の

醸成に役立つ番組『みいつけた！』を新設した。

番組は，幼児の興味や関心に応え，幼稚園･保育

園での有効利用も図れるものとした。また，食の

安全が強く求められるなか，子どもの食育に対す

る関心を呼び起こすきっかけとなる番組『クッキ

ンアイドル　アイ！マイ！まいん！』を新設した。

（3）ティーンズ世代により親しまれる編成
平日夕方の『天才てれびくんMAX』や土曜午

前，夕方のアニメゾーンを核として小学生以下の

少年少女に親しまれている一方，ティーンズ世代

ヘの視聴者層拡大が課題。この時間帯から引き続
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く平日早い夜間や土曜午前から昼などに，ティー

ンズ世代に向けた番組を編成した。特に「ETV

50」にあたり，09年 1 月開始の『アニメ　獣の奏

者エリン』に加え，09年度後期改定では，人形劇

{新・三銃士』を新設した。

（4）若者向け番組ゾーンの拡充
これまでの土曜夜間だけではなく，平日夜間11

時30分からの時間帯に若者向けの番組を集め，イ

ンターネットと連動して若者たちがリアルな声を

発信する番組を新設するなど，接触機会をさらに

増やすよう努めた。08年度新設した 3か月単位の

[若者向け趣味実用番組」では，継続して新番組

の開発にあたった。

（5）語学番組などのクロスメディア展開
08年度に開始した『リトル･チャロ』によって，

語学学習にとって放送・インターネット・テキス

トを複合的に利用する“クロスメディア”が有効

であることが示された。09年度新設する，ビジネ

スパーソンなどに向けたニュース英語講座では，

携帯端末も活用できるものとした。あわせて，語

学番組のポータルサイトでは“e－ラーニング機

能”を付加するなどの充実を図り，学習の楽しみ

や手応えを実感できるようにして，学習継続を支

援した。また，小・中学生の科学的思考を育てる

インターネット・コンテンツ「クロスメディア理

科」を開発した。

（6）文化・教養番組の充実
IT（情報技術）にかかわる進化が目覚ましく，

身の回りの製品やサービスが次々に“ブラックボ

ックス化”しているなか，パソコン・携帯端末・

インターネットなどの概念と基礎知識を理解する

ための教養番組を新設した。また，『知るを楽し

む』を『知る楽』と改題した上で，ビジネスに関

わる教養を身に付ける新シリーズを開始した。

[ETV50」にあたっては，「プロジェクトJAPA

N」と連携して日本と朝鮮半島の長年のかかわり

をたどり未来を展望する特集番組を，年間を通じ

て編成した。

（7）公共放送キャンペーン「子どもサポートネ
ット」の展開

「ETV50」の一つの柱として，「公共放送キャ

ンペーン・子どもサポートネット」を展開した。

虐待で苦しむ親子，発達障害の子育てに悩む親な

ど，今，子どもを育てていくことに悩んでいる多

くの人たちを，親は，学校は，社会は，そして私

たちひとりひとりは，どうサポートしていけるの

か。福祉番組，子育て番組などを中心に，継続的

にこの問題を取り上げるとともに，ネット上をそ

れぞれの情報発信，情報交換の場として最大限に

活用した。そして，NHKが当事者たちのコミュ

ニティーの核となり，現状を少しでも変えていく

力となるようなキャンペーンを目指した。

3 ．デジタル衛星ハイビジョン

（1）ハイビジョンならではのスケール感，存在
感に富んだジャンル別の定時番組を新設
し，より幅広い視聴者層の開拓

衛星 2波体制を視野に入れ，09年度の改定の柱

として定時の大型番組を 5 枠平日夜間に新設し

た。「自然」「文化・芸術」「紀行」「人物」「エン

ターテインメント」の，それぞれの分野での視聴

者層の拡大を目指した。また，ハイビジョンの高

視聴率時間は土・日曜に集中しているため，平日

の人気ソフトの再放送枠を土・日曜に集中的に配

置し，より多くの視聴者にアピールした。

（2）地上波番組と連携し，多様なスキームの構
築を目指すとともに，多様なコンテンツの
制作に挑戦

限られた経営資源を有効利用するために，地上

波ソフトとの多様な連携スキームを試みた。また，

国際共同制作・番組開発などを積極的に進め，衛

星新時代のキラーコンテンツの開発を目指した。

（3）衛星デジタル 2 波化に向けて，BS2との
効果的なマルチ展開を進め，デジタル放送
のさらなる普及

平日夜間にアニメゾーンを新設するなど，BS2

との連動番組枠を拡大し，今後のデジタル 2波化

に向けてBSソフトの効果的な展開を図った。

（4）地域の特性に合わせたサービスの充実を図
り，地域からの情報発信を強化

全国の放送局が制作した地域番組を積極的に紹

介する『ふるさとから，あなたへ』の放送枠を増

設するとともに，深夜に再放送枠を新設し，地域

局が制作した優れた地域番組を全国に向けて発信

するゾーンを拡充した。

4 ．衛星第 1テレビジョン

（1）若い世代に向けた国際情報番組の新設
各地の大学を巡回し，学生自らが企画や制作に

参加する国際情報番組『＠キャンパス』を新設し

た。この番組を起点に，NHKに接触する若者の

拡大を図った。海外のニュースでは，アメリカ・

CNNの学生向けニュース『CNN Student

News』を新設した。また，『ニューヨークウエ

ーブ』では最新のニューヨーク情報を伝え，『ジ

ェネレーションY～地球未来図』では大学生との

1節　放送番組の編成
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意見交換を番組に取り入れるなど，若い世代の関

心を集める話題を伝えた。

（2）海外取材ドキュメンタリーの充実
制作体制や放送曜日によってタイトルを分けて

いた海外取材のドキュメンタリー番組を『BS世

界のドキュメンタリー』として一本化した。これ

までの月曜から金曜までのシリーズ編成に加え，

平日と週末を合わせたダイナミックな大型シリー

ズを編成し，国際情報波としての特性をさらに際

立たせた。

（3）ワンセグ独自放送との連動
放送と通信の融合を先導する波として，ワンセ

グ独自放送と連携する番組を積極的に編成した。

{にっぽん木造駅舎の旅』と『アジわいキッチ

ン』の 5分番組をワンセグ独自放送とともに新設

したほか，『＠キャンパス』『ニューヨークウエー

ブ』はワンセグ独自放送でも展開した。

（4）スポーツ番組の強化
『スポーツ大陸』をより多くの視聴者が見るこ

とができる日曜夜間の早い時間に移設した。平日

夜 9 時台に編成している『MLBハイライト』を

土曜にも編成し，『Jリーグタイム』『BSベストス

ポーツ』とともに，土・日曜の夜 9時台はスポー

ツゾーンとし，視聴者への定着を図った。

冬季オリンピック・バンクーバー大会では，事

前の関連番組の編成で視聴者の期待や関心に応え

るたとともに，大会期間中は競技のもようをたっ

ぷりと伝えた。また，プロ野球やアメリカ大リー

グをはじめ，Jリーグやイングランド・プレミア

リーグなど一級のプロスポーツを編成し，スポー

ツファンの期待に応えた。

（5）国際放送との連携
テレビ国際放送の大幅改定と連動して，新しい

優れた国際放送番組を国内の視聴者に紹介した。

アジアの声を世界に発信する『ASIAN VOICE

S』や，在日外国人が日本国内を旅する『OUT＆

ABOUT』などを編成し，内外情報波としての多

彩な番組編成を実現した。

（6）日曜夜間編成の刷新
日曜夜間は，若い世代に向けた番組やスポーツ

番組，国際放送番組を新たに編成すると同時に，

編成全体を刷新した。『世界のエコツアー』を新

設したほか，『関口知宏のファ－ストジャパニー

ズ』など既存の番組についても新しい視聴者層へ

の浸透を目指して，その編成を見直した。

5 ．衛星第 2テレビジョン

（1）30代から50代の女性層に向けた放送の充
実

平日夜 8時台に，30代から50代の女性層に向け

て，人気海外ドラマやペット，趣味，流行などの

関心の高いテーマを取り上げる番組群を配置した

とともに，夜11時台に再放送枠を設定し，生活時

間の多様化に応えた。

（2）若者世代に向けた放送の充実の推進
平日夜 8時台に，若者向けアニメ枠を新設する

とともに，最新の音楽情報を伝える番組を移設し

た。さらに，ほかの波に同種の番組がない日曜深

夜帯にもアニメ集中編成ゾーンを設けた。

（3）高齢者層に向けた時間帯の充実
高齢者層の在宅率の高い時間帯のサービスの充

実を図った。これまでの日曜夜間に加えて，平日

午後 6 時台に，NHKが所蔵する豊富なアーカイ

ブス番組を活用した番組を移設したほか，金曜夜

9 時台に，高齢者層に人気のある『ごきげん歌謡

笑劇団』などの公開番組を集中編成した。

（4）総合テレビとの連携の推進
地上波の難視聴解消のための番組を効果的に編

成したことにより，多様な選択肢を提供するよう

努めた。また，総合テレビの若者向け番組『パフ

ォー！』をメディアを超えて展開したことにより，

若者層へのさらなる番組の浸透を目指した。

（5）衛星デジタル放送のハイビジョン2 波化を
見据えた番組の開発

ハイビジョン 2 波化を見据えて，“将来の看板

番組”になる可能性がある番組の開発に努めた。

さらに『猫のしっぽ　カエルの手　～京都大原

ベニシアの手づくり暮らし』『どれみふぁワンダ

ーランド』などの新設番組は，衛星ハイビジョン

とのソフトの共有を進め，デジタル 2波化ヘの誘

導を促進した。

（6）NHK衛星放送開始20周年関連番組の編成
NHK衛星放送開始20周年関連の企画を，通年

にわたって定時番組や特集番組で展開した。この

20年間蓄積してきた名作，話題作を通して，衛星

放送が作り上げてきた世界を振り返る番組を新設

したほか，手韶治虫さんの世界や現代へのメッセ

ージをひもとく番組『週刊　手韶治虫』を編成し

た。
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6 ．ラジオ第 1放送

（1）ラジオルネサンスを継続し，聴取者層を拡
大

火曜午後 9時台に，団塊の世代向けエンターテ

インメント番組『こうせつと仲間たち』『亀渕昭

信のいくつになってもロケンロール！』を新設し

た。

日曜午後 7～ 9時台には，大学生などが携帯端

末で番組に参加する双方向番組『渋マガZ』を新

設し，若い聴取者層にアピールした。週末午前の

{土曜あさいちばん』『日曜あさいちばん』は，

週末の朝にふさわしい内容に刷新した。また，

{ラジオ深夜便』のコーナーを大幅に見直し，新

たな聴取者層の開拓を目指した。

（2）ニュース・報道番組の充実・強化
平日午後10時台の『NHKジャーナル』は，15

分拡充したうえで演出を見直し，基幹報道番組と

しての存在感を高めた。09年度からスタートした

{私も一言！夕方ニュース』は，より深く，わか

りやすくニュースを伝えたとともに，“双方向ニ

ュース番組”として聴取者参加をさらに進めた。

日曜午前の『リレーニュース～郷土の話題』に

替わり，新たに週末の観光情報などを，全国の放

送局をつないで伝えた。

（3）地域発全国放送番組の強化
09年度放送している沖縄局，札幌局，仙台局制

作の地域発全国放送番組に加え，名古屋局制作の

{ゆきねえの名古屋なごやか喫茶』，福岡局制作

の『博多屋台　こまっちゃん』を新設した。それ

ぞれの地域の特色ある文化を紹介し，番組を聴い

た人がその土地を訪れてみたくなるような番組づ

くりを目指した。

（4）デジタルラジオコンテンツの活用
『亀渕昭信のいくつになってもロケンロー

ル！』『クラシックでお茶を』など，実用化試験

放送中のデジタルラジオで放送した番組をマルチ

ユースし，効率的に多彩なソフトを提供した。

7 ．ラジオ第 2放送

（1）継続学習しやすい語学講座番組の拡充
1 日 5 分，365日毎日続けることで，効率よく

スキルアップを目指す新しいタイプの英語番組

{英語 5 分間トレーニング』を新設した。また，

引き続き語学番組の15分化を進めるなど，聴取者

が 1年間学び続けやすい講座番組を目指した。

（2）多メディア展開の促進
ビジネスパーソン向けに，前週のニュースを

基に英語のツボをわかりやすく解説するクロスメ

ディア型番組『ワンポイント・ニュースで英会

話』を月曜から金曜まで放送した。また，聴き逃

したことにより途中であきらめることがないよ

う，音声配信を行う外国語講座を大幅に増やすな

ど，“NHKで学ぶ”手段と機会を増やした。

（3）外国語ニュースの拡充
在日外国人をはじめ，より幅広い聴取者層に向

けて，国際放送と同時放送している英語，スペイ

ン語，ポルトガル語ニュースを拡充したほか，中

国語とハングルで日本の文化や歴史を学ぶ番組

{中文日本百科』『ハングル日本百科』を新設し

た。

8 ．FM放送

（1）ビッグアーティストを起用した音楽番組の
新設

平日午後 9時台に，ビッグアーティストの素顔

に迫る『ミュージックライン』を新設した。月曜

と火曜の午後11時台には，知名度の高い歌手やタ

レントがパーソナリティーを務める音楽トーク番

組『きたやまおさむのレクチャー＆ミュージッ

ク』や，『元春レイディオ・ショー』『大貫妙子

懐かしい未来』を新たに編成し，最新の音楽情報

や深みのあるトークを伝えた。

（2）多彩な分野の音楽番組の編成
平日午前 9時台に，国内外の童謡や叙情歌を紹

介する『にっぽんのうた　世界の歌』を新設した

とともに，平日午前 0時台に，軽音楽を紹介する

{インストルメンタル・ジャーニー』を編成し，

多彩な分野の音楽を紹介した。

（3）若い世代の聴取者層の拡大
09年秋に，青山学院大学にオープンしたサテラ

イトスタジオを，定時番組の収録などに活用した。

（4）ポータルサイトのリニューアル
FMポータルサイトのコンテンツの整理，統合

を進め，聴取者サービスを強化した。

Ⅱ．年度途中の新設番組など

1 ．総合テレビジョン

（1）新設番組
10月の改定では，木曜夜間に，街歩きの達人・

タモリさんとともに都会の街並みをブラブラ散

歩，ふだん何気なく見ている風景の中に意外な歴

史や秘密が見えてくる…，日々激変していく街並

みに過去の痕跡やエピソードを探し，随所で古
いにしえ

の
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風景をCGで再現，歴史番組や旅番組とも一味違

う，新感覚の探検散歩番組『ブラタモリ』（10月

1 日～）と，ミクロ経済学を基本に，最新の[ゲ

ーム理論」や「行動経済学」を取り入れ，これか

ら社会人になる学生やサラリーマンをターゲット

に，社会を生き抜くための“使える経済学”を伝

える『出社が楽しい経済学』（10月 8 日～）を新

設した。日曜夜間に，ドラマでもなく，舞台中継

でもない，ワンシチュエーションのスタジオセッ

トで繰り広げるコメディーで，“マミーズ”とい

うママさんバレーボールチームの部室を中心に巻

き起こる，あるときは恣
し

意的な，あるときはほほ

えましいトラブルなどをコミカルに展開する{マ

マさんバレーでつかまえて』（10月11日～）を新

設した。 1 月からは，『ママさんバレーでつかま

えて』の後続番組として，「女性の本音」をテー

マにした，オムニバス形式のショートコメディー

で，恋愛観・結婚観はもちろん，見栄や嫉
しっ

妬
と

・ビ

ミョーな人間関係などなど，表もあれば裏もある

女たちの日常をユーモアたっぷりに描きだす，現

代に生きる女性が（そして男性も）共感できるさ

まざまなストーリーを，魅力的な女優陣が演じる

{祝女』（ 1 月10日～）を新設した。EYESの新

番組として，“日本のニュースをもっとおもしろ

く”をテーマに，日本のニュースを“海外”目線

で斬ることでより面白く，より深く伝えていく情

報番組で，各テーマに精通した国際派ゲストとの

トークなどを中心に，日本人に今の“ニッポン”

を見つめるもう一つの視点を提示する{TOKYO

ニュース　REMIX』（10月 7 日～）を新設した。

（2）ドラマの新シリーズ
『連続テレビ小説』では「ウェルかめ」（ 9 月

29日～），大河ドラマでは，『龍馬伝』（ 1 月 3 日

～）を放送した。また，司馬骰太郎が10年の歳月

をかけ，日露戦争とその時代を生きた明治の青春

群像をこん身の力で書き上げた「坂の上の雲」を

原作としたスペシャルドラマ『坂の上の雲』全13

回のうち 5本放送した。関連のミニ番組『明治の

夢・歴史の今』（10月11日～）も放送した。海外

連続ドラマでは，『アグリー・ベティ 2 』（10月 4

日～）を放送した。また，『アニメ　タイタニ

ア』の後続として『アニメ　グイン・サーガ』

（10月 2 日～）を放送した。

2 ．教育テレビジョン

人形劇の新シリーズとして，笑いと感動づくり

の名手・三谷幸喜が人形劇に初挑戦。痛快無比の

冒険活劇「三銃士」を脚色した『新・三銃士』

(10月12日～）を新設した。

『フルハウス』の後続として，『突然！サバイ

バル』（ 9 月29日～）を放送した。若者向け趣味

実用番組の新シリーズとして，20代後半から30代

の女性に向けた新しいライフスタイル番組『グラ

ン・ジュテ』を放送した。語学講座番組では，

{コーパス100！で英会話』の後続として，『英語

が伝わる！100のツボ』『Jブンガク』を編成した。

3 ．デジタル衛星ハイビジョン

『週刊　手韶治虫』の終了に伴い，11年度の衛

星放送 2 波体制をにらみながら，“コンテンツ・

プラットホーム”としての役割を具体化していく

端緒として，外部制作番組を放送する枠を月曜の

夜 7時に新設した。清朝末期の中国，落日の大国

を統べる最高権力者・西太后の命運とともに絡め

取られていく 2 人の若者。風雲急を告げる外圧，

地の底からわき起こる内圧。「三国志」に比肩し

うる権謀術数や，人間が持つ情と夢と希望が壮大

なスケールとスピードで展開する歴史エンターテ

インメント・ドラマ『蒼
そう

穹
きゅう

の昴
すばる

』を新設した。ド

ラマ『蒼穹の昴』の新設に伴い『週刊ブックレビ

ュー』を，日曜午前 9時に移設した。

4 ．衛星第 1テレビ

野球のシーズンオフや欧米の冬時間に伴い，年

間を通しての定時性も確保しつつ，一部編成の見

直しを行った。衛星第 1の柱のひとつであるドキ

ュメンタリー枠を視聴好適時間に移設した。また，

{おはよう世界』（月～土）を，午前 8 時台まで

拡大し，海外情報の拡充を図った。視聴者層拡大

を目指し，青山サテライトスタジオを活用した若

者向け番組『ガッチャン！』（10月17日～）を新

設した。また，『大リーグ インサイドリポート』

の後続として『NFLウイークリー』（11月22日

～）を新設した。

5 ．衛星第 2テレビ

海外ドラマの新シリーズとして，70年代にNH

Kで放送し好評だった『刑事コロンボ』（10月 8

日から全69本）や『魔術師　MERLIN』（10月 5

日から13話），『華麗なるペテン師たち 3 』（ 1 月

4 日から 6 話），『アグリー・ベティ 3 』（10月 7

日から24話），『ERⅩⅣ 緊急救命室』（10月 8 日

から19話）を編成した。また，衛星アニメの新シ

リーズとして，『アニメ　こばと。』（10月 6 日か

ら24話）『スター・ウォーズ／クローン・ウォー

ズ』（10月 4 日から22話）を編成した。土曜の夜
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間に放送している『BS20周年ベストコレクショ

ン』を，金曜夜間にも増設した。

6 ．ラジオ第 1放送

プロ野球ナイトゲームの終了に伴い，木・金曜

の午後 8～ 9時台の編成を刷新した。木曜は，さ

まざまな分野のゲストを迎え，人生を語ってもら

う『わが人生に乾杯』を，金曜は 8 時台に，懐

かしい洋楽をゲストの思い出とともに楽しむ『い

としのオールディーズ』を， 9時台に，ヒット曲

の世界をモチーフにした一話完結のラジオドラマ

{歌謡ドラマ』を編成した。

国内放送番組審議会
放送番組審議会は，放送事業者に対して放送法

で設置が義務付けられている法定の審議機関であ

る。NHKは国内放送にかかわる「中央放送番組

審議会」と 8 つの「地方放送番組審議会」，国際

放送にかかわる「国際放送番組審議会」を設置し

ている。

番組審議会は，放送番組の適正を図るための自

律措置として設けられているものであることか

ら，委員の人選にあたっては学識経験者などの中

から，社会動向や属性など全体の調和を考え，視

聴者の意向が的確に反映されるよう，幅広い観点

から委嘱を行っている。

委員数は，10年 3 月現在で中央審議会は16人，

地方審議会は10～13人で組織している。

会議は，毎月 1回の定例開催日に議題を設けて

実施している（ 8 月は休会）。会長の諮問に応じ

て全国向けの「国内放送番組編集の基本計画」と

各地域向けの「地域放送番組編集計画」について

審議し，答申したほか，番組全般について意見交

換を行った。

1 ．中央放送番組審議会

中央放送番組審議会は，09年度中に11回開催し，

会長の諮問により，「平成22年度国内放送番組編

集の基本計画」について審議し答申したほか，広

く国内放送番組全般について活発な意見交換を行

い，放送番組への反映を図った。

09年度中の主な議題は次のとおり。

4月　『ITホワイトボックス　電子メールはな

ぜ正しく届くの？』について

5月　『追跡！A to Z 無届け老人ホームの闇』

について

6月　『大人ドリル　裁判員制度』について

7月　『ワンダー×ワンダー　体感！興奮！こん

ぴら歌舞伎』について

9月　平成21年度後半期の番組編成について

平成22年度国内放送の編集方針について

（意見聴取）

10月　『ブラタモリ』について

11月　「平成22年度国内放送番組編集の基本計

画」（案）について

12月　「平成22年度国内放送番組編集の基本計

画」（案）－諮問－

NHKオンデマンドの取り組みについて

ワンセグ独自サービスの取り組みについて

放送外サービスによる視聴者層拡大の取り

組みについて

1月　「平成22年度国内放送番組編成計画｣につ

いて

2月　『関口知宏のオンリーワン　ニッポンを元

気にする若者たち“広島・尾道”』につい

て

3月　『連続テレビ小説～ゲゲゲの女房』につい

て

番組審議会の活動内容の公開については，各番

組審議会の議事概要を毎月，放送やインターネッ

トなどで公表しているほか，各放送局で議事概要

の備え置きを実施するなど積極的に行っている。

2 ．地方放送番組審議会

全国 8つの地方ごとに「地方放送番組審議会」

が設けられ，各地方の放送番組の基本方針を審議

している。

08年度中に各地方とも11回開催し，会長の諮問

に応じて「平成21年度各地方向け地域放送番組編

集計画」について審議し答申したほか，番組全般

について意見交換し，その適正化を図った。
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報道・スポーツ番組

Ⅰ．取材・制作・放送システム
09年 8 月の衆議院選挙をはじめ，NHKが開発

や整備を進めてきた国内外のさまざまなシステム

や設備が，災害報道や選挙報道を支え，視聴者の

負託に応える大きな力となった。

1 ．ニュース取材・制作設備

ニュースの3-Screens展開を積極的に図るため，

09年にニュース速報表示をインターネットおよび

携帯向けサイトに提供を始めた。 7月の都議会議

員選挙や 8月の衆議院選挙ではインターネットサ

イトのわかりやすさと利便性を高め，一定時間ご

との自動更新，開票速報画面と候補者の経歴等情

報のリンク，最新の当選当確者数，選挙区の複数

表示と整列などの機能を盛り込んだ。多くのアク

セスを得てよく見られた。

海外総支局の設備整備は，各国各地の伝送事情

やデジタル化・ハイビジョン化の進ちょく具合を

考慮しながら整備を進めている。09年度は新たに

ドバイ，シンガポール，ウィーンの 3か所に支局

を開設した。いずれの新支局も業務用ハイビジョ

ン機材とPCを組み合わせたコンパクトな取材・

編集設備とし，インターネット回線等を利用した

ファイル伝送などを積極的に進め，コストの削減

に努めている。09年度末現在，海外22の取材拠点

からハイビジョン伝送が可能である。

またアメリカ総局，アジア総局，中国メディア

センターなどのスタジオ設備・伝送設備の更新整

備を進め，機能の充実を図った。スタジオ演出の

対応幅を広くすることで，国際放送への発信力強

化も行った。

映像・音声伝送が容易でない海外地域取材のた

め，衛星電話回線やインターネット回線を利用し

た伝送機材を機能改善し整備した。IP技術，デー

タ圧縮技術を用いた機材により，生中継や映像，

音声のファイル伝送を行い，10年 1 月のハイチ地

震・津波， 2月のチリ大地震をはじめとする災害

報道や事件・事故の緊急報道に大きく貢献した。

海外からの映像，音声ファイル伝送の機会は増加

しており，08年度末に更新した本部のファイル受

信設備の整備では，多数の伝送に対応できるよう

受信機能の向上およびファイル再生機能の向上な

どの改善を実施した。

2 ．緊急報道設備

10年 5 月末から気象庁が発表を始める市町村気

象警報に対応するため，09年度に気象データベー

スの改修，専用のスーパー文字作画装置の整備や

気象警報が発表された市町村を地図上で表示する

画面の開発を行った。

10年 4 月から気象庁はBCP（事業継続計画）対

応のため東京から緊急地震速報を発表できない場

合に備え大阪からの配信も開始する。このため，

NHKも大阪放送局に専用受信装置を整備し，大

阪からの緊急地震速報を処理可能とした。

首都直下大地震発生などを想定して，東京から

の番組送出ができない場合のバックアップ設備と

して，大阪放送局にBSデジタル副局設備を整備

した。首都圏大規模災害時は大阪放送局からBS

デジタル波で放送を確保し，各放送局はBSデジ

タル放送を地上デジタルに再送信して放送を継続

する。11年の運用開始に向けて災害対策マニュア

ルの見直しも行っている。

3 ．報道情報システム

報道情報システムは，ニュース原稿の作成から

制作，送出までを担うNHKの報道を支える基幹

システムである。

報道情報システムは，多くのホストコンピュー

ターとサーバー群を中核とした大規模なネットワ

ークシステムである。このうち，原稿の作成や予

定提案などを行う原稿取材ホストコンピューター

を 6年半ぶりに更新した。

08年 1 月のインサイダー取引事件以降，報道情

報システムのセキュリティー強化策を実施し，シ

ステム利用者の管理を行うサーバーを更新した。

これによって，パスワードのけた数を増やしたほ

か，一定の期間が来るとパスワードを変更するよ

う自動的に促す機能などを追加した。また，取材

予定や放送項目にもパスワードによる認証鍵をか

けられるようになり，一連のセキュリティーシス

テム改修は一段落した。

これらの改善によって，報道情報システムの情

報セキュリティーの向上が図られた。

Ⅱ．緊急報道

09年度は静岡県で震度 6 弱の地震があったほ

か，南米・チリの地震で17年ぶりに大津波警報が

放送番組の制作2節
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発表され，北海道から沖縄までの広い範囲で津波

が観測された。また，九州北部や中国地方，近畿

地方などで大雨の被害が相次いだ。いずれの災害

に対しても，NHKは公共放送として国民の生

命・財産を守る立場から，被害の軽減や復旧に役

立つ放送に組織をあげて取り組み，「正確」「迅

速」「わかりやすさ」を基本にした緊急報道を展

開した。

1 ．自然災害

（1）地震・津波
09年 8 月11日に駿河湾を震源とするマグニチュ

ード6.5の地震があり，静岡県の伊豆市や焼津市

などで震度 6 弱の揺れを観測。焼津市で60cm，

御前崎市で40cmの津波を観測した。この地震で

1人が死亡，300人以上がけがをした。

NHKは，発生直後にテレビ・ラジオ12のすべ

ての放送波で，地震の強い揺れが来る前に警戒を

呼びかける気象庁の「緊急地震速報」を伝えた。

総合テレビは『おはよう日本』の中で地震につい

て速やかに伝え，震度 6弱が観測されるとともに

全12波で地震のニュースの放送を開始した。総合

テレビでは，午後 1時すぎまで地震関連ニュース

を中心に伝え，その後も高校野球を中断するなど

して随時放送した。気象庁は，震源が東海地震の

想定震源域の内側にあたることから，関連性を調

査するとして，「東海地震観測情報」を初めて発

表。約 4時間後に「東海地震に結びつくものでは

ない」と発表した。

10年 2 月27日には，南米のチリ沿岸でマグニチ

ュード8.8の地震が発生し，翌28日の午前 9 時33

分，青森県・岩手県・宮城県に大津波警報，北海

道から沖縄にいたる沿岸部に津波警報や津波注意

報が出された。大津波警報は奥尻島などが被災し

た北海道南西沖地震以来，17年ぶりだった。

NHKは地震発生直後から，日本への津波の影

響について情報に注意するよう呼びかけ，28日は，

大津波警報・津波警報が発表される 1時間余り前

の午前 8時半前からニュースを特設して警戒を呼

びかけた。大津波警報・津波警報の発表とともに

全12波で緊急警報放送を実施した。

放送では，津波の基本情報に加え，港に津波が

押し寄せる様子を中継で見せたり，気象庁会見や

記者・専門家の解説も入れて，第 1波よりも後か

ら来る波が高くなるおそれがあることなどを呼び

かけた。東京から全国向けの放送を出している中

で，各放送局も独自に放送を出したり，L字画面，

データ放送を使ったりして，津波の到達状況や被

害・影響，避難指示や勧告などの情報を伝えた。

警戒の呼びかけは， 3月 1日午前10時すぎに注意

報が解除されるまで続けた。

津波は，岩手県久慈港や高知県須崎港で1.2m

など，北海道から沖縄に至る広い範囲で観測され，

海沿いの施設の冠水や養殖施設が流されるなどの

被害が出た。人的被害はなかった。この津波では，

避難指示や勧告が出た地域で実際に避難した人が

少なく，NHKが東北の太平洋岸で行った調査で

も，ほぼ半数の人が，「津波は予想よりも低いか

来ない」と思っていたことがわかった。

チリ政府の発表によると， 2月27日の地震でチ

リ国内では約440人の死者・行方不明者が出てい

る。また，10年 1 月12日にはカリブ海のハイチで

マグニチュード7.0の地震が起き，死者20万人以

上，家を失った人は120万人と見られるなど，海

外でも災害が相次いだ。NHKは，発生直後に

[海外緊急展開チーム」を現地に派遣するなどし

て対応。被害の様子や日本の国際緊急援助隊の活

動などを精力的に取材し，現地から数多くの中継

を行うなどして詳しく伝えた。

（2）中国～九州北部で記録的な大雨
7 月19日から26日にかけて西日本で梅雨前線の

活動が活発になった。山口県防府市では19日から

の 3 日間の雨量が332ミリに達する大雨となり，

特別養護老人ホームに裏山から崩れた土砂が流れ

込んで12人が死亡した。このほか，中国地方から

九州北部にかけての各地で， 1 時間雨量が100ミ

リを超えたり，降り始めからの雨量が700ミリを

超えたりして，記録的な大雨となった。この大雨

で，防府市の12人を含めて，あわせて35人が死亡，

気象庁は一連の大雨を「平成21年 7 月中国・九州

北部豪雨」と命名した。

NHKでは連日，全国放送や地域放送で，速報

スーパーやL字画面も使って，最新の大雨情報，

避難の指示や勧告などの情報をいち早く伝えた。

また，現地からの中継を含めて，刻々と変化する

被害の状況をきめ細かく伝えた。さらに気象予報

士の解説では，土砂災害や河川のはんらんに対す

る警戒などを繰り返し呼びかけた。

（3）台風 2年ぶりに上陸
8 月 8 日から11日にかけて紀伊半島の南から東

海，関東の南の海上を進んだ台風 9号に非常に湿

った空気が流れ込んで九州から東北の広い範囲で

大雨となった。兵庫県佐用町では，避難しようと

した人が増水した川に流されたり，浸水した車の

中に取り残されたりして，18人が死亡， 2人が行

方不明になり，避難のあり方が大きな課題となっ
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た。

10月 8 日には，台風18号が愛知県の知多半島付

近に上陸，その後，東海，関東甲信，東北へと北

上した。日本への台風の上陸は 2年ぶりで，強い

勢力を保ったまま上陸したため，広い範囲で暴風，

大雨の被害が相次ぎ，茨城県と千葉県では竜巻が

発生，この台風では全国で 5人が死亡した。

NHKでは台風接近前から終夜態勢で特設ニュ

ース枠を編成し，大雨や暴風，高波，高潮への厳

重な警戒を呼びかけた。また気象予報士の解説で

は，これまで，台風や大雨で用水路への転落や屋

根からの転落などが繰り返されてきたことを踏ま

え，台風接近時の不用意な外出を防ぐため具体的

な注意点をイラストにして解説するなど，減災報

道に努めた。さらに，視聴者が撮影した竜巻の映

像をいち早く入手して竜巻の恐ろしさを伝え，災

害報道におけるテレビの特性を最大限に生かし

た。

2 ．映像取材体制

①航空取材の基地・機体の体制
09年度は，札幌・仙台・東京・静岡・新潟・名

古屋・大阪・広島・福岡・鹿児島・沖縄の11基地

に加え，新たに高松に基地を開設し12基地体制と

し，東京・大阪に機体性能が向上した新しい中型

ヘリを導入した。

これに全国支援と，機体の検査や整備を行うと

きにバックアップをする予備機を加えた12基地14

機体制で全国の事件・事故や災害など，緊急報道

に対応した。

②大地震に備える
東海地震をはじめ東南海・南海地震，宮城県沖

地震など想定される大規模地震に備え，ヘリコプ

ターのHV自動追尾エリアの拡充を図ったほか，

交通網が寸断された遠隔地へ人員や機材を輸送す

る体制の整備を進めた。

Ⅲ．選挙システム

選挙システムは，全国をネットワークで結んで

出口調査や最新の開票データなどを集計し，当選

確実の判定や，放送・インターネットなどの開票

速報画面の作成などを行うものである。

09年の衆議院選挙では，この選挙システムを活

用して，総合テレビで政党の議席予測，当選確実，

得票数，獲得議席といった情報をCGディスプレ

ーなどを駆使して約14時間にわたり放送した。ま

た，BS1，T国際，R1，FM，データ放送，イン

ターネット，携帯コンテンツ等でもシステムと結

んで開票速報を実施。特にインターネットでは，

アニメーション動画表現を取り入れるとともに，

新たに複数選挙区の同時表示や自動更新を可能に

して閲覧性を向上させた。この選挙では，候補者

情報を一元管理する候補者データベースを一部稼

働させ，データの効率的な運用を実現した。

衆議院選挙後も，正確・迅速な当確判定が実施

できるようシステムや判定ソフトの改修を恒常的

に進めるとともに，放送画面のわかりやすさを追

求するため，ディスプレーのデザインや色使い，

顔写真の使い方の改善を続けた。

Ⅳ．国際回線による映像伝送

海外からの中継や映像の伝送は，主に通信衛星

や光ケーブルなどを使って行われている。

NHKでは，世界で起きた紛争や災害，国際情

勢などを伝えるため，膨大な量の映像を24時間体

制で世界中から受信している。

1 ．随時伝送と定時伝送

海外からの映像伝送は，事件事故，国際会議な

どのニュースおよび国際的なスポーツイベントな

どの際，そのつど，海外と回線をつなぐ「随時伝

送」と，海外の放送局が制作したニュース番組を

決まった曜日と時間に受信する「定時伝送」とに

大別される。

NHK海外総支局の取材体制強化やMLBなど，

海外からのスポーツ映像の増加などを背景に，伝

送量は年々増加している。

09年度は「随時伝送」と「定時伝送」をあわせ

た総件数は，08年度とほぼ同じ 3万1,061件。

総伝送時間は， 3 万1,965時間で，08年度に比

べ433時間増えた。

このうち「随時伝送」は，08年度と比べて約

4％増加し， 1万6,641件であった。増加の理由と

しては，09年春の新型インフルエンザ大流行に関

連して，海外から長期間にわたって大量の映像が

送られてきたことに加え，10年 1 月のハイチ大地

震， 3月のチリ大地震と，大規模災害報道が相次

いだことがあげられる。また，アメリカにおける

トヨタ自動車のリコール問題，COP15・気候変

動枠組条約締約国会議など，激動する世界経済や

地球規模の環境問題に関するニュースの発信が多

かったことも理由のひとつである。

「定時伝送」では，アメリカのABCやCNN，

イギリスのBBC，フランスのF2などが制作した
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欧米のニュース番組をはじめ，中国やフィリピン，

ベトナムなど，アジア各国のニュース番組も受信

している。

特に重要な海外番組の受信としては，北朝鮮の

国営放送・朝鮮中央テレビをはじめ，イラク問題

など，中東情勢を伝える上で欠かせない情報源と

して，カタールの放送局「アルジャジーラ」の24

時間受信を行っている。

06年度からは，世界最大のイスラム国家・イン

ドネシアのニュース番組も受信を開始したほか，

07年度からは，南米ブラジルの放送局のニュース

も新たに加わり，NHKの国際回線ネットワーク

で定時伝送している番組は，世界16か国，24の放

送機関となった。

「定時伝送」は， 1 万9,903時間で，総伝送時

間の53％を占めており， 1日当たりの平均受信時

間は54.5時間となっている。

2 ．緊急報道

「随時伝送」の中でも最も重要なのが，緊急報

道への対応である。

NHKの海外特派員や報道局の取材・中継チー

ムは，世界各地で起きる紛争や事件・災害の現場

に展開する。こうした緊急報道では，現場と日本

との間を，どのようにつなぐのかが課題となる。

周辺の放送機関や映像通信社に協力を求めて衛星

の伝送施設を借用したり，複数の衛星を組み合わ

せるなどして，地域の通信事情を考慮しながら，

そのつど，伝送路を確保しなければならない。映

像信号や映像圧縮装置の違いなどが回線接続を困

難にすることが日常的にあり，海外からの映像伝

送を専門とするチームが，24時間体制で，難易度

の高い回線接続にも対応し，現場の記者やカメラ

マンを支援している。

既存の通信基盤がない過疎地域が現場になる時

は「フライ・アウェー」と呼ばれる小型の衛星通

信地球局を航空機で持ち込むことがある。また，

周辺の地域や国から，衛星通信アンテナを積んだ

[SNG（SATELLITE NEWS GATHERING）ト

ラック」と呼ばれる車載型地球局を現地へ走らせ

ることもある。06年に発生したジャワ島中部の地

震，津波被害では，発生直後に，ハイビジョン映

像が伝送できる「フライ・アウェー」を現地へ持

ち込み，迅速に回線を接続して，6,200人もの犠

牲者を出した被災地の状況を鮮明な映像で世界に

伝えた。

また，NHKは，日本のメディアで唯一，イラ

クのバグダッドに記者が常駐して取材に当たって

いる。現地の事務所には，生中継や映像素材がハ

イビジョンで送れる設備が整っており，混迷の続

くイラク情勢を逐一伝えている。

3 ．国際専用ハイビジョン回線

NHKは，膨大な量の映像伝送を円滑かつ確実

に行うため，地球を一周する24時間接続のハイビ

ジョン専用回線を有している。

アメリカと日本を結ぶ光ファイバーの「米日専

用回線」は，総延長およそ約 2万キロ。ハイビジ

ョンの映像が 4本同時に送れるもので，ニューヨ

ークのアメリカ総局，ワシントン支局，ロサンゼ

ルス支局から，どの回線にも接続できる。

回線構成は，米国内，太平洋の海底区間とも異

なる経路で二重化されており，片側の回線が何ら

かの理由で切断されても，瞬時に切断することな

く，もう一方の回線に切り替わる高い機能が備わ

っている。アメリカ総局には，全米各地，中南米

からの映像を24時間体制で中継している「回線セ

ンター」がある。日本人選手が活躍するMLBの

映像も，全米各地の球場からアメリカ総局に集め

られ，米日専用回線で日本へ送られている。

「欧日専用回線」は，インド洋上の衛星を介し，

ユーラシア大陸を横断する形でパリの欧州総局と

放送センターの間が24時間接続されており，同時

に 2回線の伝送が可能となっている。

また，パリとアメリカをハイビジョンで結ぶ

[欧米専用回線」が 1回線あり，パリからの映像

をロサンゼルスで， 4回線ある「米日専用回線」

のどの回線にも接続できるようになっている。

欧州地域の映像は，欧日専用回線の東回りルー

ト，欧米専用線経由の米国縦断，西回りルートの

どちらでも送ることができるようになっており，

高い運用性と安全性を確保している。

さらに，ロンドン，モスクワ，ベルリン，エル

サレムの各支局は，パリとハイビジョン専用回線

で24時間接続されているほか，パリの欧州総局は，

衛星の電波を受信するアンテナ 8基を備えた「テ

レポート」を有しており，欧州・中東・アフリカ

地域からの映像を中継して，欧日専用回線や欧米

専用回線，米日専用回線経由で東京の放送センタ

ーとを結ぶ分岐点，いわゆる「ハブ」の役割を果

たしている。

このほか，アジア地域では，北京の中国総局，

上海支局，バンコクのアジア総局，ソウル支局，

マニラ支局，台北支局，ニューデリー支局，イス

ラマバード支局，シンガポール支局，シドニー支

局からなどからもハイビジョン伝送が可能になっ
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ている。

4 ．海外からのIP伝送
（DNG／Digital News Gathering）

近年，国際映像伝送は，デジタル技術の進展を

背景に新しい時代に入っている。

ブロードバンドサービスの高速化や映像圧縮技

術の発達によって，パソコンに映像を取り込み，

公衆インターネットを利用して，デジタルファイ

ルやストリーミングで映像を送る「DNG」が，

海外からの伝送手段として活用されている。

09年度は，アフガニスタン情勢やイラン大統領

選挙，ソマリア沖海賊対策の自衛艦取材などに活

用され，過去最高の年間2,240件を記録した。こ

のような伝送手段は，紛争地域などの取材現場で，

小型の衛星通信ターミナルのインマルサットBG

ANと組み合わせて使われたのをきっかけに，世

界中の放送メディアで普及が進んだ。現在の高速

インターネットでは，ハイビジョン映像をリアル

タイムに送ることも可能となったほか，市街のあ

ちこちに設置された公衆無線LANスポットから

も容易に映像が送れるようになるなど，ニュース

映像収集の機動力強化に革命をもたらしている。

DNGの普及に伴い，NHKでは，海外から伝送

される，さまざまな映像ファイルフォーマットに

対応する受信専用サーバーを開発・運用するな

ど，増加する海外DNGに対応して，受信環境整

備を進めている。

今後，取材用カメラのテープレス化やサーバー

による収録，ノンリニア編集システムの導入が進

むにつれて，世界の映像伝送ネットワークは，映

像，音声ファイルをIPパケットで運ぶシステムに

変わってゆくと見られている。

5 ．国際間の映像素材交換

NHKは，国際回線を使って内外のニュース映

像を海外の放送機関にも提供している。

このうち「アジアビジョン」は，「ABU・アジ

ア太平洋放送連合」傘下の18か国21放送機関（10

年 3 月現在）が，毎日 2回，衛星を使ったニュー

ス交換に参加しているほか，インターネットを使

ったファイル転送も一部で始まっている。

09年度に交換したニュースは，9,500項目。こ

のうちNHKは1,000項目のニュース映像を発信し

た。09年 3 月，成田空港で発生した貨物機墜落炎

上事故では「フラッシュニュース」として配信し，

優れたニュース映像に贈られるABUの「デニ

ス・アンソニー賞」を受賞した。

アジアビジョンに提供された映像は，ジュネー

ブのEBU（欧州放送連合）本部へも，衛星伝送

とインターネットを経由したファイルで送られ，

欧州域内の放送機関に配信されている。

Ⅴ．ニュース

09年度は，衆議院選挙で民主党が308議席を奪

って圧勝し，政権交代を果たした。子ども手当て

や八ッ場ダムの建設中止，米軍普天間基地の移設

先の見直しなど，公約の実現を目指した政策や，

公開での事業仕分けなどが注目を浴びた。その一

方で，与党・民主党では鳩山総理大臣や小沢幹事

長をはじめ，政治とカネの問題が次々と浮上した

ほか，鳩山総理大臣の指導力を問う声も出始め，

鳩山内閣は次第に支持率を落とした。

経済では，デフレが宣言され，JALの経営破た

ん，失業率の上昇，企業の内定取り消しなど暗い

ニュースが続いた。米国ではトヨタが大規模なリ

コールに追い込まれ，販売の減少が見られた。ま

た世界経済全体にとっては，ドバイショックやギ

リシャの財政不安などが懸念材料となった。

また，新型インフルエンザが世界的に猛威を振

るった。特に子どもが重症となることが判明し，

ワクチンの製造や配分にも課題が残った。

災害では，山口県防府市の水害で土石流の猛威

が改めて指摘されたほか，チリでは巨大地震が発

生。津波は日本沿岸でも記録され，平素の防災意

識が改めて問われた。

スポーツではMLBでヤンキースがワールドシ

リーズを制覇し松井選手がMVPを獲得。イチロ

ーも連続200安打の新記録を樹立した。

冬季五輪では女子フィギュアで銀メダルを獲得

した浅田選手の演技が高視聴率を記録。男子も高

橋選手が初の銅メダルを獲得，スピードスケート

でもメダリストを出して話題をさらった。

09年は平成となって満20年。天皇在位20年など

を通して昭和，平成の時代の変遷を問うムードも

醸成された。世界に目を転じても天安門事件やベ

ルリンの壁崩壊から20年など，激動の時代を改め

て考えるきっかけを与えた。

1 ．主なニュース番組

（1）総合テレビ
日中から夜にかけて主なニュースは『正午ニュ

ース』『お元気ですか　日本列島』『午後 6時ニュ

ース』『NHKニュース 7 』の 4 つ。これ以外に午

後 4時50分からの『ゆうどきネットワーク』の中



2 節　放送番組の制作

91 NHK年鑑’10

で10分間のニュースを伝えている。

『NHKニュース 7 』は夜のメインニュース。

その日，国内や世界で起きたニュースを武田キャ

スターが伝えている。模型などを使ったわかりや

すい解説や国内外の「ニュースな場所」からの中

継に加え，午後 7時直前，場合によっては放送が

始まってから判明した情報も積極的に取り込み，

[情報に厚いニュース 7」を放送している。

また，ニュース速報や特設ニュースも数多く放

送し視聴者への情報提供サービスを行った。09年

度 1年間，午前 9時～午後 9時までの間に伝えた

[ニュース速報」は地震情報や東海道新幹線の不

通など交通情報を含めて計380回。「北朝鮮弾道ミ

サイル発射」や台風などを伝えた「特設ニュー

ス」は計111回，31時間44分。定時ニュースの枠

広げは「全国初の裁判員裁判」など計115回，26

時間15分延長した。特に 2月28日，前日に南米チ

リで起きた巨大地震の影響で，北日本・東日本を

中心に大津波警報が発令された際には，特設と枠

広げで対応し，午前 8時29分から午後 8時55分ま

で計12時間16分にわたり視聴者に大津波警報関連

のニュースを伝え続けた。（大河ドラマ『龍馬

伝』放送中はスーパー対応）

（2）教育テレビ
手話ニュースは，毎日伝える『NHK手話ニュ

ース』と平日夜の『NHK手話ニュース845』，週

末の『週間手話ニュース』，週 1 回子どもにニュ

ースを伝える『こども手話ウイークリー』の 4本

の定時番組を放送。

（3）BS1
『BSニュース』は，平日は毎正時から15分間，

土・日・祝日は毎正時から10分間を基本に国内外

のニュースや各地の話題をコンパクトにまとめて

伝えている。

『BS列島ニュース』は，平日の午後 1 時15分

から 1 時59分までの44分間で，全国各地のNHK

の放送局がその日の昼に伝えたニュースや地域放

送で伝えたリポートをまとめて全国に発信してい

る。

（4）ラジオニュース（R1・FM）
ラジオ第 1のニュースは，30分毎（深夜～未明

は 1時間毎）を基本に，国内外の動きをきめ細か

く伝えた。午前 7時・正午・午後 7時・午後10時

などは，それまでの主なニュースをせき止め，特

に午後 7時の『きょうのニュース』は，地域局が

リレー形式で伝える「列島リレーニュース」を含

む 1時間の枠で，インタビューなどの音声を生か

しながら，一日の出来事や話題をまとめて伝えた。

また，午後10時からの『NHKジャーナル』では，

記者や専門家の解説やインタビューを積極的に取

り入れた。

「列島リレーニュース」は，午前 8時台と午後

1 時台にも設け，ネットワークを生かして地域情

報を全国発信した。深夜から早朝にかけての『ラ

ジオ深夜便』では，気象警報などを速報し，「安

心ラジオ」の役割を果たすよう努めた。

大きな災害や事件などの緊急報道は，「安心ラ

ジオ」の根幹であり，速報性・機動性などラジオ

の特性を生かして最優先で取り組んだ。07年度に

放送に導入された「緊急地震速報」は，09年度も，

自動音声で迅速に放送を行い，詳細な地震関連情

報につなげた。

09年 8 月の衆議院議員選挙は，ラジオ第 1 とF

M放送で，長時間の開票速報を編成し，民主党政

権誕生を迅速に伝えた。政治を巡る大きな動きは，

そのつど特設ニュースで詳細に伝えた。

一方，FM放送は，定時ニュースとして，朝・

昼・夕方・夜の 4回，ラジオ第 1のニュースを同

時放送した。

2 ．報道室

NHKの全国取材網には，各地の放送局のほか

に報道室がある。事件・事故・災害，選挙報道は

もちろん，地域の暮らしに密着した取材の最前線

として活動している。

〔北海道〕 夕張市が財政破たんしてから 3 年。

国の管理下で進められてきた再建は，法律の改正

を受けて09年 9 月に全国でただひとつの「財政再

生団体」という新たな枠組みで進められることが

確定した。夕張市を担当地域に持つ岩見沢報道室

は，市や住民の動向，国・道の支援の動きなどを

継続的に取材し，企画ニュースや解説などできめ

細かく伝えた。

09年12月には苫小牧市の沖合でプレジャーボー

トが転覆し釣り客 6人が死亡した。担当の苫小牧

報道室は室蘭局，札幌局と連携を取りながら取材

にあたり，中継も含め全国ニュースで伝えた。苫

小牧報道室の管内では，09年 4 月に安平町でゴル

フ場のフェアウェーが突然陥没してゴルファーが

死亡する事故も起きた。

10年 1 月，北方領土の国後島の沖合で羅臼漁協

所属の漁船 2隻がロシア国境警備隊から銃撃され

た。 2隻の漁船は船の位置を記録する装置を停止

させたうえ，ロシアと日本が決めた安全操業の区

域外で操業していた。羅臼を担当する根室報道室

は，釧路，札幌両局と連携しながらこの問題を追
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い，船長の逮捕などを全国ニュースで伝えた。

新千歳空港に国際線ターミナルが完成し，10年

3 月から運用を開始した。千歳報道室は，札幌局

との協力の下，夕方のニュース番組で 3回シリー

ズの企画を放送し，国際線ターミナルに寄せられ

る期待や課題を伝えた。

〔東北〕 10月19日，福島県の猪苗代湖で水上オ

ートバイに乗っていた 3人が行方不明になり，翌

日遺体で発見された事故で，福島局・会津若松報

道室の記者は，いち早く現地に駆けつけて一報を

放送。その後も継続取材し，湖の安全対策の課題

を伝えた。

10月30日，秋田県能代市で竜巻が発生。秋田

局・能代報道室の記者は，いち早く被害を把握。

視聴者が撮影した映像を入手し，全国に発信した。

10年 2 月 3 日，大型クラゲの水産業への被害の

状況を青森局・八戸支局の記者が取材，スタジオ

出演して，海外向けにNHKワールドでリポート

した。

10年 2 月28日，南米チリの巨大地震にともない

大津波警報が発表された際，仙台局・石巻報道室

の記者は石巻市役所の災害対策本部の動きを映像

も含めて取材。避難指示・勧告等の情報を迅速に

報道し，住民に注意を喚起した。盛岡局・宮古報

道室の記者も住民の避難開始や避難所の状況，そ

して津波到達後の被害を継続取材。宮古市での津

波の高さが気象庁の観測値をはるかに上回ってい

たという専門機関の調査結果を独自に取材し，全

国に伝えた。青森局・三沢報道室の記者は，津波

の関連で，おいらせ町長選挙の一部の投票と開票

が 1週間延期されたニュースを丹念に取材し，記

者リポートで全国に放送した。

〔関東甲信越〕 09年 4 月，北朝鮮は人工衛星の

打ち上げだとしてミサイルを発射し，日本の上空

を飛び越えて太平洋に落下した。横浜放送局・横

須賀報道室はアメリカ海軍第 7艦隊の動向につい

て取材。第 7艦隊が横須賀基地に停泊している旗

艦から北朝鮮の発射を監視する艦艇への指揮を行

っていることや，複数のイージス艦を日本の近海

に配置して監視を続けていることなどを伝えた。

4 月下旬，WHO＝世界保健機関は新型インフ

ルエンザの警戒レベルを，メキシコ・アメリカな

どでの感染拡大を受け，これまでより 1 段高い

[フェーズ 4」に引き上げた。千葉局・成田報道

室は，アメリカ本土・メキシコからの到着便を対

象に実施される機内検疫の情報を取材。帰国者の

感染が初めて確認されてからは，感染者の容体や

同じ旅客機に乗っていて停留措置の対象になった

アメリカ人などの様子も詳しく伝えた。

10月，成田空港で， 2 本目の滑走路（B滑走

路）が大型機が発着できるよう2,500メートルに

延長されて運用が始まった。成田報道室は，『お

はよう日本』で中継リポートをして，空の国際線

の需要が増える一方で，羽田空港との共存のあり

方が今後の焦点となっている成田空港の現状につ

いて伝えた。

10月下旬，千葉県松戸市で女子大学生が殺害さ

れて，住んでいたマンションの部屋を放火される

事件が起きた。千葉放送局・東葛報道室の記者は

大学などを通じて被害者の人物像を取材するとと

もに，逮捕された男が服役を終えたばかりだった

ことから，刑務所内での更正に向けた取り組みの

課題などについても伝えた。

〔中部〕 09年10月 8 日未明，愛知県知多半島付

近に台風18号が上陸。三河港周辺では 3 m超の高

潮が発生し，コンテナ136個が最大300m押し流さ

れた。名古屋局・豊橋支局の記者は，高潮が押し

寄せる様子をとらえた映像を独自に入手。全国放

送した検証リポートの中で，コンテナが市街地に

流れ込んだ場合，建物に衝突して甚大な被害が出

る恐れがあると指摘し，全国の港に共通の課題だ

として対策の必要性を訴えた。

09年12月 4 日，石川県小松市の小松空港で起き

た航空自衛隊小松基地所属のF15戦闘機の胴体着

陸事故で，金沢局・小松報道室の記者は事故原因

や自衛隊の再発防止の取り組みなどをきめ細かく

伝えた。

95年のナトリウム漏れ事故以来14年間，運転が

停止したままの福井県敦賀市の高速増殖炉「もん

じゅ」は運転再開を目指して準備が進められてい

るが，福井局・嶺南報道室の記者は，県と国との

協議の遅れから，もんじゅを管理運営する日本原

子力研究開発機構が目指す09年度中の再開が10年

度にずれ込む見通しとなったことをいち早く伝え

るなど，再開を巡る地元・国・事業者の動きを追

い続けた。また，国内で運転中の商業用原子力発

電所としては最も古い日本原子力発電の敦賀原発

1 号機が10年 3 月，国内初の40年超えの運転に突

入した動きなどを取材し，高経年化した原発の現

状を継続的に伝えた。

09年 5 月，富山県黒部市で，新潟県佐渡市で自

然に放されたトキ10羽のうち 1羽が確認され，富

山局・魚津報道室の記者は黒部市の田園地帯に定

住したトキの取材を継続的に進めた。トキには黒

部市から特別に住民票が交付され，「トキメキ」

という愛称も付けられ大切にされている様子をリ
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ポートで伝えた。

09年10月，静岡県下田市を出港した 8人乗りの

漁船が消息を絶ち， 4日後，八丈島沖で，転覆し

た漁船の内部から 3人が生存して発見された。静

岡局・下田報道室は発生当初から現地取材拠点と

なり，応援の記者・カメラマンとともに，捜索状

況，生存の 3乗組員の会見などの様子を連日，中

継リポートも含め全国に発信した。

09年12月，伊豆半島東方沖を震源とする地震活

動が活発になり，17～21日までの間に，伊東市な

どで震度 5 弱の揺れ 2 回を含む249回の有感地震

を観測し，負傷者 7 人，全壊を含む302棟の建物

被害が出た。静岡局・伊東報道室の記者は発生直

後の市内の様子を映像取材するとともに，被害状

況を取材して全国に伝えた。また多数の取材班が

現地に入り，被害の詳細や観光客を呼び戻そうと

する動きなどを，中継も含めて詳しく報道した。

09年11月，三重県御浜町沖の熊野灘で，東京か

ら鹿児島に向かっていたフェリー「ありあけ」が

横倒しになって座礁する事故が起きた。津局・尾

鷲報道室の記者は，発生直後，乗客乗員28人の救

出の様子を取材し，全国に発信したほか，船から

流出した重油の影響で漁ができなくなり，苦悩す

る漁業者の姿をリポートした。その後も，船体の

撤去方法を巡って難航した漁協と船会社側との交

渉の行方をフォローしたほか，漁の再開時に，久

しぶりの水揚げにわく漁業者の姿をリポートで伝

えるなど，事故の続報を継続的に伝えた。

09年 9 月11日，北アルプス奥穂高岳で，登山者

の救助に当っていた岐阜県の防災ヘリコプターが

墜落。岐阜局・高山支局の記者は直ちに登山口に

向かい，山岳救助隊の動きを全国に伝えた。その

8 日後の 9 月19日，北アルプスの乗鞍岳バスター

ミナルにツキノワグマが現れ，観光客ら 9人を襲

った。現場に一番乗りした高山支局の記者は，ク

マから身を隠す観光客らの緊迫した様子を克明に

取材し伝えた。

岐阜県可児市の河川敷では10年 1 月，約650個

のほ乳類の足跡化石群が見つかった。岐阜局・多

治見報道室の記者は，事前に専門家に取材して国

内最大級の化石群であることを突き止め，発表と

ともに，その意味合いを分厚く伝えた。

〔近畿〕 09年 4 月，海外で新型インフルエンザ

の感染が拡大し，関西空港では海外から到着した

旅客機の機内で乗客の健康状態の確認が行われる

など，検疫態勢が強化された。09年 9 月，堺市で

政令市移行後初めての市長選挙が行われ，大阪府

の橋下知事が支援した元府部長，竹山修身氏が現

職に圧勝。09年12年，政府の事業仕分けをきっか

けに，関西空港会社の経営を支援するための国か

らの補給金が凍結された。大阪空港を含めた関西

3 空港の役割分担が改めて議論となり，大阪局・

関西空港報道室は空港が抱える課題についてニュ

ースと番組で多角的に伝えた。

10年 3 月31日，赤字経営が続いてむだな箱もの

行政の象徴ともなってきた，京都市南部の関西文

化学術研究都市にある職業体験施設「私のしごと

館」が 6 年余りの営業を終えて閉館した。京都

局・学研都市報道室では，国と地元自治体のやり

とりなどの動きに密着して取材し，リポートなど

で発信した。

09年 8 月 9 日，台風 9号に伴う集中豪雨で兵庫

県西部の佐用町を中心に川がはんらんし，流され

た20人が死亡， 2人が行方不明になる大規模な水

害が起きた。神戸局・姫路支局は，いち早く佐用

町に向かい，中心部のいたるところで住宅が全半

壊し，役場も水につかるという大きな被害を取材

し全国放送で報じた。水害後には，家を失い仮設

住宅で生活する人たちの生活再建や防災対策など

の課題を取り上げ，水害を教訓にした行政の対応

や地域の人たちの取り組みを伝えた。

09年 7 月18日から和歌山と徳島を結ぶ「南海フ

ェリー」は高速道路の割引と不況の影響で，乗用

車 1 台の運賃を一定の条件を満たした場合に限

り，片道1,000円に値下げする苦肉の策に出た。

和歌山局・南紀田辺報道室の記者は，培ってきた

人脈を生かし，地域の足にもなっているフェリー

の存続が危ぶまれている現状や，地道な経費削減

を始めるなどの情報をいち早く入手，存続への道

を模索する取り組みをリポートなどで全国に発信

した。

10年 3 月 3 日，奈良県桜井市で， 5歳の長男に

十分な食事を与えずに死亡させたとして両親が逮

捕された。死亡した男児の体重は， 5歳児標準の

3分の 1しかなく，社会に衝撃を与えた。両親は，

市の乳幼児健診を長期間受けさせず，長男を外出

させていなかったことから，虐待の事実を周囲は

気づいていなかった。奈良局・奈良やまと路報道

室の記者は，事件の背景にあるこうした課題を伝

え，市は乳幼児健診を受けていない子どもがいる

家庭の訪問を始めるなど対応を強化した。

09年の大河ドラマ『天地人』で人気が出た石田

三成の生誕地，長浜市には全国から観光客が殺到

し地元の人を驚かせた。「ひこにゃん」人気は続

き，地元の彦根市では，10月23日に全国のご当地

キャラクター130体が集まる「ゆるキャラまつ



2 節　放送番組の制作

94NHK年鑑’10

り」が開かれた。11年の大河ドラマの主人公は，

滋賀県北部を治めた戦国武将，浅井長政と織田信

長の妹，お市の三女「江」に決まり，観光客を呼

び込もうと浅井 3姉妹が描かれたバスも長浜市に

登場。大津局・彦根報道室の記者は，全国的にも

インパクトのある地域活性化の取り組みを伝え

た。

〔中国〕 09年10月26日夜，島根県浜田市の島根

県立大学の 1年生・平岡都さんがアルバイト先を

出たあと行方不明になり，11月 6 日になって浜田

市に隣接する広島県北広島町の臥龍山で切断され

た遺体の一部が相次いで見つかった。松江局・浜

田報道室の記者 2人は，松江局や広島局と連携し

て最新の捜査情報を取材。独自情報を含めて連日

のように詳しく伝えたほか，報道室ならではの地

域密着の視点で市民の防犯対策や学生のメンタル

ケアなども丹念に取材し，県内をはじめ全国に向

けても情報発信を続けた。

広島県江田島市にある海上自衛隊特殊部隊の養

成課程の隊員が，通常は行われない大人数を相手

にした格闘訓練の後，死亡した問題で，自衛隊の

警務隊は09年 6 月10日，訓練を担当した教官や幹

部自衛官ら計 4人を業務上過失致死の疑いで広島

地方検察庁に書類送検した。広島局・呉報道室で

は，教官ら 4人が書類送検されるとの情報を事前

に入手して全国ニュースで報道。送検された当日

には死亡した隊員の父親の談話等も入れて詳しく

伝えた。検察庁は09年 8 月，この 4人のうち教官

1人を略式起訴し， 3人は不起訴処分とした。

アフリカ・ソマリア沖の海賊対策で，派遣部隊

の第一陣を務めた海上自衛隊呉基地の護衛艦 2隻

が09年 8 月16日，帰港した。呉報道室では，隊員

が現地で記録した日記を入手。帰国後のインタビ

ューとあわせてニュース番組で紹介し，緊張や不

安の連続だった現地での様子を浮き彫りにした。

歴史的な港の景観で知られる広島県福山市の

[鞆の浦」の一部を埋め立てて橋を架ける計画に

ついて，広島地裁は09年10月 1 日，「景観は国民

的財産だ」として埋め立て中止を広島県に命じた。

広島局・福山支局では，架橋計画の賛成・反対両

派の住民の声や計画推進を求める福山市長の会見

などを分厚く取材し，全国ニュースなどで詳しく

伝えた。福山支局では，この判決をきっかけに観

光客が増えたことや問題解決に向けて県が動き出

したことなどその後の動向もこまめに伝えた。

高速道路の割引制度が実施される中，09年10月

1 日，山口県と愛媛県を結ぶフェリーを運航する

防予汽船が民事再生法の適用を申請した。山口

局・周南報道室では利用者を呼び戻すために，あ

えて値下げに踏み切るなど苦悩するフェリー会社

を早い段階からていねいに取材してリポートを制

作した。

09年10月27日，海上交通の要路である関門海峡

の山口県下関市沿岸で，海上自衛隊の護衛艦「く

らま」と韓国船籍のコンテナ船が衝突する事故が

発生。山口局・下関支局では対岸の北九州局と協

力しながら取材を進め，事故の目撃者のインタビ

ューなどをいち早く全国ニュースで伝えた。

09年11月 4 日には，下関市の下関三井化学の工

場で爆発事故が発生。下関支局の記者とカメラマ

ンは，屋根が吹き飛ばされた住宅の住民や，爆発

直後のきのこ雲を撮影した住民のインタビューな

ど多角的に取材し，全国ニュースに展開した。

09年12月18日，山口県上関町で進められている

原子力発電所の建設計画で，中国電力が原子炉設

置許可申請を経済産業省に提出。山口局・岩国報

道室では住民の根強い反対運動が続く中で進めら

れている原発計画の取材を続け，番組にも展開し

た。

鳥取県米子市では，09年 6 月 3 日，会計事務所

社長ら男女 2人が遺体で見つかり，この会社の役

員の男が強盗殺人の疑いで逮捕された。鳥取局・

米子支局では，この事件を連日，詳しく伝えた。

この事件の裁判員裁判は翌10年 2 月下旬から鳥取

地裁で始まったが，この制度の下で全国初の死刑

求刑も予想され，注目を集めた。結局，男には無

期懲役が求刑され，判決も求刑どおりの無期懲役

だったが，鳥取局では，米子支局をはじめ全局体

制で取材体制を組み，報道局や中国管内各局から

応援を得ながら取材を進め，全国発信を含め詳し

く伝えた。

環境に優しい次世代の車として世界的に期待が

集まる電気自動車の生産が岡山県倉敷市の三菱自

動車水島製作所で始まり，岡山局・倉敷報道室で

はさまざまな角度から取材を続けた。 6月の本格

生産開始をリポートで伝えたのをはじめ，11月に

は電池の組み立て工場が新たに建設されることを

他社に先駆けて全国ニュースで伝えた。さらに地

域で進められる電気スタンドなどインフラ面での

課題についてもたびたびリポートで伝えた。これ

とは別に， 8 月には水島製作所が新たに1,000人

を採用する方針を固めたことを報じ，地方におけ

る景気回復の動きをいち早く伝えた。

岡山県美作市では09年，災害が相次いだ。 7月

には竜巻が発生，8月には集中豪雨で 1人が死亡，

およそ600棟が浸水の被害に見舞われた。岡山
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局・津山報道室はいずれの災害でも一報映像を迅

速に取材し，発生直後の様子を詳しく伝えた。特

に大きな被害が出た集中豪雨の取材では 1 か月

後， 3か月後，半年後にも復興に向けた住民の様

子をせき止めて詳しく伝えた。

〔四国〕 09年 6 月 3 日，香川県琴平町で，辞職

後に自殺した元副町長が町の印鑑を勝手に使って

農協からの借り入れを繰り返し，最終的な借入残

高が8,000万円に上っていることが発覚。真相を

究明する100条委員会が設置される事態に発展し

た。高松局・丸亀報道室は，問題の発覚を他社に

先んじて伝え，その後の経過も記者解説などで丹

念に伝えた。

09年 9 月28日，ウミガメが上陸する徳島県美波

町を舞台にした『連続テレビ小説～ウェルかめ』

の放送が始まった。 5月からは美波町を中心に番

組のロケが行われ，地元ではドラマを足がかりに

地域を元気づけようとさまざまな取り組みが進め

られた。徳島局では，阿南報道室を中心に，ドラ

マを通じて盛り上がった地元の様子をきめ細かく

取材し，放送した。

09年10月31日，愛媛県今治市で，恐喝事件で逮

捕された男が護送中の車から手錠や腰縄を外して

逃走した。男は13日後に京都市内で見つかり身柄

を確保されたが，手錠や腰縄が緩んでいたなど護

送のやり方に問題があったことが判明。愛媛県警

は，担当していた警察官 2 人を停職にするなど 5

人を処分した。松山局・今治報道室は，護送中の

容疑者が逃走した警察の失態について，背景や問

題点を指摘したリポートや記者解説を発信した。

10年 2 月28日，南米チリの沿岸で起きた巨大地

震で高知県の沿岸に津波警報が発令され，13の市

町村の約 4万世帯に避難勧告が出された。ところ

が，東部の東洋町では高知県の工事ミスで防災行

政無線のアンテナが誤って撤去され，津波警報や

避難勧告を放送できなかったことが 4 日後に判

明。高知局では，一報入手後直ちに東部地域を担

当する室戸報道室の記者に住民へのインタビュー

取材をさせるとともに，高知局からも取材クルー

を派遣して，問題点などについて伝えた。

〔九州・沖縄〕 鹿児島県阿久根市の竹原信一市

長は，独自の市政改革を掲げて08年 8 月に初当選

したが，自身のブログで“辞めてほしい議員”の

投票を行ったり，対立した議会の解散，それに職

員の降格人事や全職員の給与明細の公表などを

次々に行った。

09年 4 月，阿久根市議会で 2度目の不信任決議

案が可決されて失職したが， 5月の出直し市長選

挙で再選された。その後も，みずからの方針に反

発したとして職員を懲戒免職にしたり，10年 3 月

の議会への出席を拒否したりする事態が相次い

だ。

鹿児島局・薩摩川内報道室は，混乱が続く阿久

根市政に密着し，市長の市政運営を支持する人た

ちや反発する人たち，それに一般の市民への取材

を丹念に続けた。いま阿久根市で何が起きている

のか，地域放送でていねいに伝えるとともに，全

国への発信も行った。また正確な情報を入手し，

市長を刑事告発する動きなどを特ダネとして伝え

るなど，住民の不安や関心に応えるための報道を

続けた。

09年 7 月，水俣病に苦しむ被害者のうち，これ

まで救済の対象とされてこなかった人たちを救う

ことを盛り込んだ特別措置法が成立した。さらに

3 月29日には，未認定患者が作る団体が，国など

に損害賠償を求めていた裁判で，原告・被告双方

が和解案に合意し，水俣病患者の救済は大きな節

目を迎えた。

熊本局・水俣報道室は，国と被害者団体との協

議や，“埋もれている被害者”を掘り起こす民間

の活動などを丹念に追い，それぞれの節目で，被

害の実相や救済を求める被害者の声を伝え続け

た。

8月の衆議院選挙によって鳩山政権が誕生した

あと，沖縄は，アメリカ軍普天間基地の移設問題

で揺れ動いた。前政権下では，名護市辺野古にあ

るキャンプシュワブの沿岸を埋め立てて移設先と

することで合意ができていた。しかし新しい政権

は，県外等への移設も視野に現行案を見直す作業

を始めたことから，“基地の島”は再び混迷を深

めた。11月には，普天間基地の県内移設に反対す

る大規模な集会が開催されたのに続いて， 1月24

日に行われた名護市長選挙では，辺野古への移設

反対を訴える新人が，移設を容認する現職を破っ

て当選した。また 2月には，沖縄県議会が県外移

設を求める意見書を可決するなど，沖縄の民意は

県外移設に大きく舵
かじ

が切られる結果となった。

普天間基地の移設問題を巡っては，沖縄局・沖

縄報道室が取材の最前線となり，新政権誕生後は，

普天間基地のある宜野湾市，それに移設先となる

名護市での取材に走り回った。とくに名護市長選

挙では，その結果が政府の検討作業に影響を与え

るとして，地域を集落ごとに訪ねて回る丹念な取

材を行い，正確な当確判定に貢献したほか，積極

的に全国への発信を行った。

長崎県の諫早湾干拓事業について，有明海の漁
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業不振の原因は，諫早湾を堤防で閉め切ったため

だと訴える漁業者らは，むだな公共事業の見直し

を掲げた鳩山政権の誕生によって，堤防の排水門

を開くよう求める運動を活発化させた。これに対

して干拓地で営農する農家などは，排水門を開く

と塩害などの被害を受けるとして，反対の声を上

げた。

長崎局・諫早報道室は，開門するかどうか，再

び揺れる地域の動きを丹念に追いかけた。干拓地

での耕作がようやく軌道に乗り始めたばかりの農

家，深刻な漁業不振に苦しんでいるとして，裁判

に訴えている漁業者，国の巨大公共事業がもたら

した地域の中での対立と，その解決を模索する動

きを見つめる取材に取り組んだ。

3 ．海外総支局

09年度には，ドバイ（ 7 月 1 日付け），シンガ

ポール（12月 1 日付け），ウィーン（ 3 月 1 日付

け）の 3支局を開設。10年 3 月31日現在， 4総局

と25支局に計73人の特派員を配置している。

このほか，バグダッドとサハリンの事務所にも

出張ベースで取材陣を常駐させている。

各総局のカバー地域は，アジア総局がアジア・

オセアニア，中国総局が中国全域・モンゴル，ヨ

ーロッパ総局が欧州・中東・アフリカ，そしてア

メリカ総局が南北アメリカ大陸である。

アジア総局管内では， 9月のスマトラや南太平

洋の大地震・津波などの災害・緊急報道が相次い

だ。アフガニスタンでは，不安定な治安情勢をに

らみつつ，大統領選挙や岡田外相訪問などを生中

継を交えて伝えた。キム・ジョンイル総書記の後

継問題をはじめミサイル発射や核実験など北朝鮮

情勢も大きく動き，緻
ち

密な情報取材をもとに，正

確で内容の深い報道を続けている。

中国総局管内では，10月の建国60年に合わせて

番組やニュース企画を展開したほか，関心の高い

経済・社会問題をさまざまな切り口で伝えた。 7

月の新疆ウイグル自治区の大規模暴動では，映像

素材をネットで伝送し，現地の生々しい状況を迅

速に伝えた。

ヨーロッパ総局管内では，11月のベルリンの壁

崩壊20年に合わせ，大規模な現地オペレーション

を実施した。イラクやイラン，イスラエル・パレ

スチナ情勢について，いずれも現地に常駐する唯

一の日本の放送局として，安全管理を徹底しつつ，

深く継続的に伝えた。

アメリカ総局管内では，オバマ大統領の就任 1

年を克明に取材し，日本メディア初の単独インタ

ビューも実現させた。ハイチやチリの大地震では，

自前のフライ・アウェーを持ち込み，ユニの中

継・伝送に威力を発揮した。日米関係，GM破た

んやトヨタのリコールなどの経済問題，マイケ

ル・ジャクソン死亡といった社会問題，さらに大

リーグやバンクーバーオリンピックなどのスポー

ツと，幅広い分野のニュースを日々多角的に伝え

ている。

このほか，各海外総支局では，国際放送の拡充

に合わせて英語によるリポートにも力を入れ，

NHKの海外発信力の強化に大きく貢献している。

このように，日本のメディアの中でも最大規模

の海外ネットワークを生かし，グローバル化が進

む中，正確で深みのある情報を迅速に国内外に送

り続けている。

NHKの海外総支局（10年 3 月31日現在）
■アジア総局（バンコク）：マニラ，ジャカルタ，

ハノイ，クアラルンプール，ニューデリー，イス

ラマバード，シンガポール，シドニー，ソウル

■中国総局（北京）：上海，広州，台北

■ヨーロッパ総局（パリ）：ロンドン，ブリュッ

セル，ベルリン，ウィーン，カイロ，ドバイ，エ

ルサレム，テヘラン，モスクワ，ウラジオストク

■アメリカ総局（ニューヨーク）：ワシントン，

ロサンゼルス，サンパウロ

以上の計29総支局に，記者，制作記者，ディレ

クター，カメラマン，アナウンサー，技術，経理，

あわせて73人の特派員を配置。

総支局とは別に，バグダッドとサハリンに，計

3人が交代で出張している。

Ⅵ．気象情報

09年は，気象画面の作画システムを全面的に刷

新し，きめ細かい気象情報をより早く伝えるため

の整備を図った。台風や局地的な大雨への警戒を

呼びかけるための画面作画に力を入れ， 4月に導

入された台風進路の 5日先までの予報に対応した

画面の作成やアメダス降水画面の見直しを進め

た。

09年度の総合テレビの気象情報は，平日で， 1

日に33回，放送時間は，あわせて約 1時間20分と

なった。このうち，気象キャスターが出演する番

組は， 1日に23回に及んだ。土日を含めるとあわ

せて11人の気象予報士が気象情報の解説に当っ

た。生活に密着した気象情報はもとより，台風や

大雨の際，実感をもって注意や警戒を呼びかける
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ために，気象キャスターの役割が大きくなってい

る。09年には，より具体的に警戒事項を伝えるこ

とを念頭に気象キャスターによる解説の充実を図

った。

1 ．台風進路の 5日先予報への対応

気象庁は，09年 4 月末より台風の進路予報の期

間を 3日先から 5日先までに伸ばした。日本に近

づくおそれのある台風に対して，より早く注意を

呼びかけ，備えを万全にしてもらうのがねらいだ。

これを受けて，NHKの気象情報も進路予報を

5日先まで作画するようシステムを整えた。

ただ， 4日先， 5日先については，予報精度の

限界もあって，暴風警戒域など台風の強さは予報

されず，3日先までの進路予報とは相違点がある。

このため， 5日先までの予報を伝える際には，画

面に「進路予報（ 5日先まで）」と表示するなど，

3日先までの予報とは区別し，視聴者に「 4日先，

5 日先には暴風警戒域がなくなる」といった誤解

を与えないよう留意した。

2 ．局地的大雨に備えた気象画面の整備

山口県や福岡県を中心に大きな被害をもたらし

た「平成21年 7 月中国・九州北部豪雨」など，09

年も局地的な大雨や集中豪雨による被害が相次い

だ。

09年は，こうした局地的な大雨や集中豪雨に対

する警戒を効果的に呼びかけることを第一に，気

象情報の画面の作成やシステムの整備に力を入れ

た。具体的には，アメダスの時間降水画面を見直

した。

出水期の 6月より，時間雨量の表示を 4段階か

ら 5段階とし，新たに50ミリ以上の区分を設けた。

1 時間に50ミリ以上の「非常に激しい雨」は，滝

のように降る雨で，土砂崩れなど多くの災害を引

き起こすおそれがある。こうした大雨が降る件数

も増える傾向にあり，視聴者にいっそう強い警戒

を呼びかけるために「より濃い赤色」で表示する

ことにした。

また， 7月から気象庁は，全国各地のレーダー

による観測の間隔を10分から 5分に短縮した。大

きな目的は，局地的な大雨をもたらす積乱雲の急

激な発達をいち早くとらえることにある。これに

あわせて，NHKの気象画面もレーダーが示した

雨雲の動きを 5分間隔で描くようにした。

局地的な大雨は，いつどこで降るのかを予測す

るのは難しく，被害を防ぐには，最新の状況をい

ち早くとらえて警戒を呼びかけることが欠かせな

い。雨量や雨雲の情報を，よりきめ細かく伝える

ことで，防災・減災報道を強化することができた。

気象庁は，気象警報・注意報を10年 5 月末より

市町村単位で発表する。これに備えて，09年には

大量に配信される情報を視聴者にわかりやすく伝

えるためにはどうすればよいのかを具体的に検討

し，各地域にあった伝え方に対応できるようシス

テムの整備を進めた。

3 ．気象画面の充実

09年は，気象画面の作画システムを刷新し，よ

り機能的で効率的なものにした。アメダス10分値

の降水，気温，日照については，観測データをき

め細かくとらえる画面となった。また，24時間雨

量など積算雨量を棒グラフで示す画面では，新た

にズームや視点移動の機能を加え，各地の雨量の

状況を効果的に見せることが可能になった。

このほか，災害を引き起こすおそれのある気象

現象をわかりやすく伝えるために，新たな気象マ

ークを導入した。特に，竜巻や雪崩については，

動画を取り入れ，視覚的にも注意喚起を強化した。

一方，首都圏の気象情報では，毎週木曜に各地

の週末の天気を伝えるようにした。生活の変化を

念頭に，視聴者のニーズを取り入れようという取

り組みで，気象情報の充実を図った。

Ⅶ．スポーツ

09年度のスポーツ放送時間量（ニュース・情報

番組は含まず）は総計5324時間を超え，テレビ 5

波とR1を合計した総放送時間の10.5％に達した。

特にBS1では33.8％を占めている。

1 ．バンクーバーオリンピック

冬季大会としては史上最多の82の国と地域から

約2,600人の選手たちが参加して，日本時間の10

年 2 月13日～ 3 月 1 日までの17日間にわたり， 7

競技，86種目で熱戦が繰り広げられた。バンクー

バーは日本との時差が－17時間で，主要競技の決

勝は早朝から正午前後に集中した。NHKでは柔

軟な編成でGTV，BS1，R1の各波で注目の競技

を伝えるとともに，データ放送やインターネット

でもきめ細かくオリンピック情報を提供した。

テレビの放送時間は約531時間で，特に総合テ

レビの166時間59分は，前回トリノ大会を23時間

上回り冬のオリンピックでは最多の放送時間量と

なった。中でも女子フィギュアの浅田真央選手と

韓国，キム・ヨナ選手の金メダル争いは，日本中
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の関心を集め，NHKが生中継を行った 2 月26日

(金）のフリーは，昼の時間帯にもかからわず，

平均視聴率が36.3％，最高瞬間視聴率が46.2％を

記録するなど大変な盛り上がりをみせた。

また，総合テレビ夜のハイライト番組『ベスト

セレクション』は，10代・20代といった若い世代

によく見られ，視聴者層の拡大と接触者率の向上

につながったといえる。

さらに今大会は，冬季オリンピックとしては初

めて，国際信号の中継映像・音声が全競技・全種

目でハイビジョンと5.1サラウンドで制作された。

続くパラリンピックでは，期間中毎日，教育テ

レビと総合テレビでハイライト番組を放送し，ニ

ュースを含めた放送時間量は前回トリノを 5時間

上回る約28時間となった。日本が決勝に進んだア

イススレッジホッケーでは急きょ，パラリンピッ

ク競技の放送では初めてとなる生中継を総合テレ

ビで実施した。日曜早朝の放送であったが，視聴

者の反応はよく，選手や障害者スポーツ関係者か

らも高い評価を得た。

2 ．プロ野球

レギュラーシーズン121試合，セ・パ両リーグ

のプレーオフ10試合，日本シリーズ 4試合の合計

135試合放送した。

波別ではGTV14試合，BS1は103試合，HVが18

試合であった。

巨人と日本ハムの対戦となった日本シリーズは

第 1 ， 2 ， 3 ， 6 戦の 4 試合をBS1で放送し，巨

人の日本一の瞬間を放送することができた。

演出面では，野球の醍
だい

醐
ご

味
み

をストレートに伝え

る放送に徹する一方，セ・パ開幕60年という歴史

を振り返る企画VTRを放送した。

3 ．サッカー

〈Jリーグ〉

BS1での放送は，契約上毎節 1試合であったが，

08年の視聴率などの分析から，視聴者の習慣性な

どをかんがみ，極力「土曜19時」の試合を設定，

枠を固定化し，視聴者のニーズに応えた。また

BS番組として，中継番組と高視聴率の『Jリーグ

タイム』を積極的に連動させることで，Jリーグ

ファンへのサービス向上に努めた。

BS1では合計34試合を放送。総合テレビでは，

開幕や優勝争いを中心に 9試合を放送，鹿島アン

トラーズ 3 連覇を伝えた。なおNHK地方局によ

るローカル放送は，71試合を数えた。

〈天皇杯〉

天皇杯全日本サッカー選手権大会は，総選挙の

関係から，都道府県の代表決定戦を各地の地域放

送局でローカル放送を例年どおりには行うことは

できなかった。大会方式の変更により，Jチーム

が 2回戦より出場してくる方式の本大会では 2回

戦以降の16試合をBS1で，そのうち準決勝と決勝

の 3試合は，GTVとR1でも放送した。

〈アジア最終予選ほか〉

2010年W杯のアジア最終予選では，BS1でホー

ム，アウェーの日本戦 3試合を生中継，またその

他の試合も録画や生中継で 5試合ほど放送した。

日本代表戦 3 試合はいずれもBSとしては高い

視聴率を記録し，平均 4％の数字をあげた。アジ

アのクラブチームナンバーワンを決めるアジアチ

ャンピオンズリーグでは，ハイライト番組に重点

を置き，日本から出場した 4チーム（名古屋，ガ

ンバ大阪，鹿島，川崎）の戦いを振り返るととも

に，名古屋と川崎が進出した決勝トーナメントの

もようをBS1で録画放送した。

〈プレミアリーグ〉

世界最高峰のサッカーリーグといわれるイング

ランド・プレミアリーグの放送を08年度に引き続

き各節 3 試合放送した。中継以外にも 6 月には

08-09シーズンを振り返る「総集編」を， 3 月に

は09-10シーズンの優勝争いを占う特集番組を放

送した。

4 ．大相撲

年間 6場所90日にわたる大相撲。09年も熱戦を

余すことなく伝えた。GTV，BS2，R1で放送。

副音声には英語放送を実施。総合テレビでは生字

幕放送も行い，さまざまなニーズに応えた。

またハイライト番組の「大相撲幕内の全取組」

は生放送を視聴できない方々から好評を得てお

り，定着している。

09年の大相撲は朝青龍・白鵬の横綱の強さとそ

の横綱に果敢に挑む力士たちの姿が視聴者の関心

を呼んだ。特に横綱直接対決の千秋楽は毎場所大

きな注目を集めた。 5月の夏場所では大関・日馬

富士が初優勝。また日本人力士も優勝争いに加わ

るなど新たな力の台頭も印象づけた。そんな折，

10年 1 月の初場所後，朝青龍が不祥事により引退

する事態となり大相撲は再び「ひとり横綱時代」

になった。しかし，その大きな穴を埋めるかのよ

うに 3月の春場所で，この 1年で急速に力をつけ

てきたエストニア出身の関脇・把瑠都が14勝 1 敗

とみごとな成績を収め，大関に昇進。早くも，次

の横綱候補一番手として期待を集めている。

NHK年鑑’10
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5 ．大リーグ

09年シーズンは，レギュラーシーズン221試合，

ポストシーズン25試合を放送。レギュラーシーズ

ンでは松坂大輔，岡島秀樹両投手のレッドソック

ス，松井秀喜選手のヤンキース，イチロー，城島

健司選手のマリナーズのカードを中心に放送し

た。

またポストシーズンでは，松坂・岡島投手のレ

ッドソックス戦，松井秀喜選手のヤンキース戦な

どを独自の映像を加えて伝えた。松井秀喜選手が

MVP獲得の活躍でヤンキースが優勝したワール

ドシリーズでは，シリーズ全試合をBS1で生中継

したほか，総合テレビでも毎試合30分のハイライ

ト番組を放送した。

6 ．その他

ゴルフ中継は共催競技でもある「日本オープン

ゴルフ選手権大会」最終日，新しい中継方式（移

動クルー方式）を実施，放送開始と同時に優勝争

いを伝え 3時間30分に及ぶ長時間の中継にもかか

わらず，16.1％の高視聴率となった。

大学日本一を決める学生日本選手権の決勝，ア

メリカンフットボール「甲子園ボウル　関西大

vs.法政大」をBS1で25年ぶりに中継した。放送で

は，準々決勝と準決勝のもようも紹介した。

また「W杯サッカーの抽選会」やカーリングの

[バンクーバー五輪代表決定戦　チーム青森vs.

チーム長野」も中継し，視聴者のニーズに応えた。

NHK年鑑’10
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番組開発
番組開発の最大の目的は，新たな視聴者層の開

拓につながる番組のジャンル・方法論の開発にあ

る。そのために制作局各部の多様な専門性を結集

して横断的に“異種”の才能が刺激しあうことか

ら新鮮なコンテンツを生み出そうとしてきた。そ

の成果として08年度に開発番組として制作した

{ブラタモリ』と『笑・神・降・臨』の 2番組が

レギュラー化された。09年度は，開発要員を制作

局各部に再配置し，それぞれの部を中心に番組開

発を行う体制に移行。『ディープピープル』『渋谷

JK』『WALKING EYES アルクメデス』『カン

テツな女』『ガッテン深夜営業中』『告白TV』

{GLOCALジャポン』『新感覚ゲーム　クエス

タ』『もしも明日…』など，多彩な番組が開発さ

れた。番組開発グループとしては，難病と闘い続

ける元プロ野球投手の軌跡を追ったドキュメント

{不屈の者たちへ』，一流の教育者の指導哲学に

迫る『ザ・コーチ　人生ノ教科書』を制作した。

情報番組

Ⅰ．経済・社会情報番組
経済・社会情報番組部は，09年度も，時代と人

に向き合う番組を放送し続けてきた。

09年度は『クローズアップ現代』『プロフェッ

ショナル　仕事の流儀』『経済ワイドビジョンe』

{経済最前線』『出社が楽しい経済学』（以上，他

部局との共管番組含む）の計 5番組を定時番組と

して担当した。

また『NHKスペシャル』『追跡！AtoZ』『ハイ

ビジョン特集』をはじめとする特集番組も多数制

作した。

（1）定時番組
『クローズアップ現代』は，「“いま”を切り取

り“時代”を見つめる」を基本精神として17年目

を迎えた。政権交代による政策の転換とその影響，

正社員切りや高校生の就職難など深刻さを増す雇

用問題，ワシントン条約締結国会議で是非が問わ

れたクロマグロの国際商取引など，国内外で日本

が直面する課題を迅速・的確に伝えてきた。また，

“言語力”の低下や教師の理科離れ，共生型介護

など，教育や福祉の現場実態も掘り起こした。さ

らに，今なお若者の人気を集める太宰治や，再評

価熱が高まる“経営学の神様”ピーター・ドラッ

カーなども取り上げ，ブームの深層に迫った。

『プロフェッショナル　仕事の流儀』は，あら

ゆる分野で活躍する一流の“プロ”の仕事を徹底

的に掘り下げるドキュメンタリー番組である。09

年度は建築家，材料科学者，水中写真家，漫画家，

作業療法士，移植外科医など，さまざまなプロフ

ェッショナルを通して，“仕事”の奥深さと，働

くことの醍
だい

醐
ご

味を伝えてきた。

『経済ワイドビジョンe』は，ユニクロやコク

ヨなどヒットを記録する企業の戦略，非正規労働

者の処遇問題，エコタウンの可能性など，経済・

雇用・環境に関するニュースをテーマに，経営者

やエコノミスト，消費経済の専門家や作家など，

多彩なゲストが丁々発止の議論を繰り広げ，経済

ニュースを読み解くヒントを提供した。

『経済最前線』はビジネスマン向けのデイリー

経済情報番組として定着。注目の経営者に迫る

[トップインタビュー」や，企業で活躍する女性

にスポットを当てる「元気です！ワーキングウー

マン」などをシリーズで放送した。

『出社が楽しい経済学』は，サラリーマンや学

生をターゲットに，経済学の「基本の基
き

」を取り

あげた。一見難しそうな「ヴェブレン効果」「ス

クリーニング」といった経済用語を，スキットを

交えてわかりやすく解説した。

（2）特集番組
経済・社会情報番組部では，ジャーナリスティ

ックな切り口で，多彩な特集番組を制作してきた。

09年度は『NHKスペシャル』 4 本，『追跡！

AtoZ』5本，『ワンダー×ワンダー』 3 本のほか

{ハイビジョン特集』なども制作した。『NHKス

ペシャル』の「金融危機 1年　世界はどう変わっ

たか」は，超低金利政策であふれるマネーで息を

吹き返したファンド，新たな金融秩序を構築しよ

うとする中国，新興市場への傾斜を強める日本の

動きを通して，金融危機後の世界の変化を描いた。

[魔性の難問～リーマン予想・天才たちの闘い」

では，数学界最大の難問といわれる“素数”の謎

に挑む数学者たちの姿を追った。『追跡！AtoZ』

の「無届け老人ホームの闇」では生活保護受給者

など低所得者をねらう無届け老人ホームの実態を

伝えた。

定時番組からの特集展開としては，『追跡！A

toZ』で，飼い主によるペットの虐待，大量処分

の問題を描いた「なぜ繰り返される　ペットの悲

劇」，論理的に話す言語力の低下について問題提

起した「問われる日本人の“言語力”」（いずれも

{クローズアップ現代』からの展開）などを放送
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した。

Ⅱ．生活・食料番組

生活・食料番組部は，現代社会のさまざまなテ

ーマを「生活者の視点」から見つめ，視聴者の関

心や疑問に答える情報番組やドキュメンタリーを

制作している。

09年度は，朝のデイリー番組『生活ほっとモー

ニング』，金曜夜と日曜午後の『難問解決！ご近

所の底力』，月～木曜昼の『生中継　ふるさと一

番』，日曜朝の『産地発！たべもの一直線』の 4

番組を定時番組として放送した。

（1）定時番組
『生活ほっとモーニング』は，健康や衣食住な

ど暮らしに役立つ情報から定年後のさまざまな家

族の選択や奮闘の物語など人生の応援歌となるド

キュメンタリー，さらには災害・事件・事故のリ

ポートまで，確かな情報とさわやかな感動を，わ

かりやすく親しみやすい演出で伝える生活情報番

組として定着している。09年度も高齢化社会の中

で急増する独り暮らしをどう支えるかをリポート

した「シリーズ“おひとりさま”は楽しい」や健

康を支えるための「スロートレーニング」など，

人気のシリーズを開発した。また阪神・淡路大震

災から15年の節目を迎え，防災を考えるシリーズ

を制作した。

このほか，環境問題について考える特集番組編

成「SAVE THE FUTURE」に合わせた「エ

コシリーズ」や，「自殺防止キャンペーン」の一

環を担った「シリーズ命を守る」など，NHK全

体のキャンペーンと連動して存在感を示した。

『難問解決！ご近所の底力』は，身近な悩みか

ら切実な社会問題まで，日本の地域が抱える“難

問”を，その地域の人々といっしょになって解決

する視聴者参加番組。09年度は関東甲信越では金

曜夜に，全国放送では日曜午後に，年間15本放送

した。「棚田の復活」「消防団員の不足」「森林の

保全」「ひとり親の子育て」といったテーマに取

り組み反響を呼ぶなど，各地でキャンペーンを展

開，その成果を上げた。

『生中継　ふるさと一番！』は地域局と連携し，

生中継で全国各地のとっておきの暮らしを訪ねる

昼の番組。ほかにはない長時間の生中継番組とし

て定着している。人々の表情が一番輝く瞬間を，

生放送ならではの臨場感とともに伝え，地域に生

きる人たちの言葉から，元気に生きるヒントを見

つけた。

『産地発！たべもの一直線』は本物のおいしさ

を届けようと，誇りを持って農業・漁業を営む全

国の生産者を毎回紹介。食材の味の秘密を解き明

かし，生産者のこだわりを伝えることで，消費者

の“食”への理解を深めることを目指した。NH

Kの食料プロジェクトの柱として，各放送局のネ

ットワークを生かし，全国各地の生産現場を現地

のアナウンサーがリポート。各産地の現状も詳し

く伝えた。

（2）特集番組
『NHKスペシャル』は，古代エジプトの新発

見を基にした「エジプト発掘」，100歳を迎えた詩

人まどみちおを取材した「ふしぎがり」のほか

[MEGAQUAKE 巨大地震」を制作した。

『ハイビジョン特集』では富山県の旧家から見

つかった382枚の浮世絵の版木から美術界の常識

を覆す大発見を探った「幻の色　よみがえる浮世

絵」を，『追跡AtoZ』では何度も繰り返されるエ

レベーター事故の悲劇を取り上げた「エレベータ

ー事故はなぜ繰り返されるのか」を放送した。

このほか， 2 年目を迎えた「SAVE THE

FUTURE」に参加した『難問解決！ご近所の底

力スペシャル　SAVE THE FUTURE～あな

たの一歩が未来を創
つく

る』や，生活不安に応える

[本格ドラマ」と「生活情報番組」を融合した新

しいスタイルの『もしも明日…』など，キャンペ

ーン関連や開発番組も制作した。

食料プロジェクト関連の『ふるさとの食　にっ

ぽんの食～大集合！わたしの自慢のお弁当』では

お弁当に焦点を当て全国の豊かな食文化を紹介，

{未来の食を育てます～第39回日本農業賞』では

受賞者の取り組みから日本農業の進むべき道を探

った。

Ⅲ．科学・環境番組

科学・環境番組部は，「科学」「医学」「生活科

学」「自然・環境」の 4 つの分野を基本として，

09年も数多くの定時番組，特集番組を制作し，複

雑化，細分化していく各分野の最新情報をわかり

やすく伝えた。特に，『ITホワイトボックス』

{ワイルドライフ』と 2本の新番組を送りだすと

ともに，環境問題を地球レベルから身近な観点ま

での幅広い視点で番組を制作した。

（1）定時番組
総合テレビの『ためしてガッテン』は生活科学

番組として高い支持を受けている。『ダーウィン

が来た！生きもの新伝説』は親子で楽しめる自然
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番組として人気。教育テレビの『サイエンス

ZERO』は，タイムリーな科学テーマを掘り下げ，

新番組『ITホワイトボックス』は，身の回りに

あふれる情報技術のメカニズムをわかりやすく解

き明かした。

①総合テレビ
『ためしてガッテン』では，「腎臓病」「糖尿

病」「ぼうこう炎」「低体温」「ピロリ菌」など，

最新の医学情報をわかりやすく伝えるとともに

[スロージョギング」「ダイエット」「冬の美肌」

など健康情報を紹介し，視聴者のニーズに応えた。

また，つみれ，グリンピースなど，これまで取り

上げられなかった食材も積極的に紹介した。

『ダーウィンが来た！生きもの新伝説』では，

26年ぶりに日本の空に復活したトキや厳冬のライ

チョウ，キンカジュー，カエルアンコウなど世界

的にも貴重な動物の映像から，オオタカ，ニホン

ザリガニ，ミサゴなど身近な生きものの生態まで，

自然の知られざる物語を伝えた。

②教育テレビ
最先端の科学情報番組『サイエンスZERO』で

は，皆既日食に合わせて「太陽」の最新研究や

[新型インフルエンザ」など社会が注目する話題

を取り上げるとともに，ノーベル賞受賞の「リボ

ソーム」，「DNA解読技術」など最新の生命科学，

[宇宙農業」，「チリの世界最高所の天文台」など

の宇宙科学の話題や， 5回シリーズで「生と死」

についての最新の動きに迫るなど，幅広い分野の

科学情報を取り上げた。

新番組『ITホワイトボックス』では「なぜメ

ールアドレスに＠が付いているのか？」「ウェブ

検索があれほど速いのはなぜか？」などの素朴な

疑問を手がかりに，ITのメカニズムをわかりや

すく解明した。

（2）特集番組
『NHKスペシャル』やロボコン，大型生中継，

新番組『ワンダー×ワンダー』『追跡！AtoZ』な

どで存在感のある特集番組を制作した。

『NHKスペシャル』「MEGAQUAKE 巨大地

震（ 3）巨大都市を未知の揺れが襲う～長周期地

震動の脅威」では，巨大地震特有の「長くゆっく

りとした揺れ」によってもたらされる危機につい

て描いた。「人体“製造”～再生医療の衝撃」で

は，人々の欲望に後押しされて暴走気味に突き進

む再生医療の現場を世界各地に追った。

大型生中継である『立体生中継　地球LIVE』

では，国際宇宙ステーション，中南米バハマ，地

球深部掘削船“ちきゅう”を生中継で結び，膨大

な二酸化炭素を吸収する「森と海」の深刻な実態

を克明に描き出した。

また，『地球エコ2009 体感生中継！46年ぶり

の皆既日食』では，日本で起こった皆既日食を，

硫黄島や太平洋上の船の鮮烈な映像で，世紀の天

体ショーの全容を伝えた。

夏の特集『ちょっと変だぞ　日本の自然』では，

生態系のバランスが崩れようとしていることを明

らかにし，日本の環境に対する警告をわかりやす

く伝えた。

ABUアジア・太平洋ロボコンは， 8 月22日に，

7 年ぶりに東京で開催された。日本の伝統的な乗

り物「かご」にちなんだ競技で，中国・ハルビン

工業大学が優勝。大会のもようは 9月に放送した。

また，高専ロボコンは今回で22回目。11月22日，

両国国技館で全国大会が開催された。 2台のロボ

ットがさまざまな技を繰り出すパフォーマンス対

決を，年末特集で放送した。

『ヒューマンドキュメンタリー　あと数か月の

日々を～物理学者・戸塚洋二 がんを見つめる』

は，がんで亡くなった素粒子物理学者・戸塚洋二

さんが自らの死に向き合った最後の 1 年を追っ

た。

教育番組

Ⅰ．青少年・教育番組
青少年・こども番組は，青少年とそのファミリ

ー層の多様な要望に応えるため，楽しみながら豊

かな情操を育
はぐく

むことができるエンターテインメン

ト性の高い教育番組を制作している。またデジタ

ル時代の公共放送サービスとして，「 3 スクリー

ンズ（TV・PC・モバイル）」と連動した番組の

制作・開発を積極的に行っている。

ファミリー層に向けたイベントとしては夏休み

の恒例となった『天才てれびくんMAX』のNHK

ホール公開イベントや『ケータイ大喜利　夏祭り

スペシャル』を実施。また教育フェアのイベント

も担当し，多くの家族連れや若者から好評を得た。

（1）幼児向け番組
09年度は，午前 9時15分から 4～ 5歳児向けの

総合番組『みいつけた！』を新設した（再放送は

午後 4 時50分）。 0 ～ 2 歳児に向けた『いないい

ないばあっ！』と 2～ 4歳児に向けた『おかあさ

んといっしょ』に新たに『みいつけた！』が加わ

ることで，就学前の幼児や子どもたちに向けた番

組のラインナップがいっそう充実することになっ
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た。さらに小学生向けの朝の番組『シャキー

ン！』が夜の時間帯にも進出して『シャキーン！

ザ・ナイト』としてスタートするなど，さらに幼

児子ども向け番組の強化・充実を図った。

（2）こども番組
教育テレビ50周年の特集，連続人形活劇『新・

三銃士』。連続テレビ人形劇としては14年ぶり，

また，初のハイビジョン制作の人形劇である。ア

レクサンドル・デュマの原作を三谷幸喜が脚色。

主人公ダルタニアンがさまざまな試練を経て成長

する姿を三谷脚本ならではの笑いと温かみある手

法で描き，人形劇のスケールを超えたセット，豪

華なキャストが話題を呼んだ。

小学生をターゲットにした『天才てれびくんM

AX』では，「てれび戦士」が展開するドラマや

トーク・バラエティーに加え，一般応募者からオ

ーディションで選ばれた子どもたちがユニットを

結成し，歌やダンスに挑戦する「Dream5」など

の企画を立ち上げ，大きな反響を呼んだ。

金曜放送の『天才てれびくんMAX・ビットワ

ールド』は少年少女が楽しめる双方向番組の草分

けとしてさまざまな取り組みをしてきたが，09年

度は年間 4回，視聴者がパソコン上のゲームを通

して番組に参加できる生放送を実施。 2月放送分

では12万人以上の参加者があったほか，番組ホー

ムページの年間ページビューは単独番組としては

NHKサイト中 1 位を記録した。また，バンフテ

レビ祭ではインタラクティブ部門賞に加えロッキ

ー賞（グランプリ）を獲得，グッドデザイン賞な

ども受賞した。

『みんなのうた』では前年度に引き続き「NH

K全国音楽コンクール」と連動し，いきものがか

りが歌う「Yell」などのヒット作を生み出した。

（3）若者番組
10～20代のメンバーたちの番組ウェブサイト上

での語り合いをベースにした新番組『青春リア

ル』は，文字どおり今の若者のリアルな日常や気

持ちを吐露し，互いの悩みや疑問を語り合う新し

い形のドキユメントとして反響を呼んだ。

2 年目を迎えた動画投稿番組『パフォー！』

(『テレ遊び　パフォー！』改題）は，BS2を投

稿を集中的に紹介する発掘編，総合テレビを育成

編とし， 2波連動で展開。また，番組から生まれ

た企画映画「長髪大怪獣ゲハラ」は，ゆうばり国

際ファンタスティック映画祭やニューヨーク国際

インディペンデント映像祭などで公開され，受賞

もした。

13年目を迎えた『トップランナー』は，芸能・

アート・スポーツの世界で活躍する「トップラン

ナー」をスタジオに招き，彼らの魅力や本音を紹

介する番組として定着している。

（4）特集番組
深夜の開発番組として制作した『ディープピー

プル』は，ボクシング世界チャンピオン経験者の

3 人が集まり，戦いの場での体の感覚や駆け引き

など，当事者しか語りえない「本当のディープ」

な世界を語り，さらにそのもようを芸能界きって

のボクシング通，関根勤が独自の切り口で解説す

るという，新しい形のトーク番組として評価を得

た。

『ザ・コーチ　人生ノ教科書』は名門校として

知られる灘中・灘高で教鞭
べん

をとった元国語教師を

紹介。受験勉強とは程遠い，横道にそれる授業で

ありながら生徒たちの意欲を引き出し，多数の東

大合格者を生んだ彼の「コーチ術」に迫った。

『カンテツな女』は，完全に夜を徹して働き，

朝を迎える女性たちの本音に迫る新感覚のドキュ

メンタリー。テレビ通販会社でコールセンター長

を務める女性の「カンテツ」に密着。仕事・自己

像・結婚観など，深夜ならではの“裸の気持”に

迫った。この特集番組のあと10年 1 ～ 3 月の定時

番組としても放送した。

このほか，10月スタートの連続人形活劇『新・

三銃士』関連の特集として，総合『祝！「新・三

銃士」まもなくスタートスペシャル』，教育『カ

ウントダウン！　新・三銃士』などの特集も放送

した。

Ⅱ．学校教育番組

全国の公立小・中学校の教室をブロードバンド

回線につないでICT活用を図るなど，教育の情報

化が進められる中，学力の向上に資する学校放送

番組の刷新・充実に取り組んだ。また，11年の地

上デジタル放送完全実施に向け，番組のハイビジ

ョン化を進めた。01年度から着手したインターネ

ットによる「NHKデジタル教材」の開発・提供

を更に進め，25のテレビ番組（小学校向け15，中

学・高等学校向け10）と理科・社会科を中心とし

た約3,000本の動画クリップを提供した。

（1）定時番組
09年度は35番組（小学校向けテレビ22，同ラジ

オ 2 ，中学・高等学校向けテレビ10，同ラジオ

1 ）を放送した。新設したテレビ番組は，小学校

向けが 6，中学・高等学校向けが 1番組。

小学校向けでは，11年度に全面実施される新し
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い学習指導要領に対応した 3～ 4年生向けの社会

科番組『見えるぞ！ニッポン』，誰の心の中にも

ある迷う気持ちをドラマ形式で描く 3～ 4年生向

けの道徳番組『時
とき

々
どき

迷
まよ

々
まよ

』，子どもたちが豊かな

言葉の使い手となることを目指し，ことわざや慣

用句などの使い方や，その歴史的な背景を伝える

3 ～ 6 年生向けの国語番組『ひょうたんからコト

バ』， 5 ～ 6 年生が英語でコミュニケーションを

学ぶ『えいごルーキーGABBY』，そして発達障

害のある子どもたちにコミュニケーションや社会

参加の技術を学ぶヒントを与える『コミ☆トレ』。

さらに，学校だけでなく家庭でも視聴できる番組

として，10歳前後の子どもの姿を描くドキュメン

タリー番組『カラフル！～世界の子どもたち』を

新設した。

中学・高等学校向けには，『10min.ボックス』

シリーズに，新指導要領のポイントとなる“伝統

と文化”に力点を置いた「日本史」を新設した。

（2）特集番組
NHK全国学校音楽コンクール関連のドキュメ

ンタリー特集『いきものがかりの合唱部にエー

ル！』（ 5 月），『いきものがかり　15歳へのエー

ル』（10月），さらに， 6 ～ 9 月には毎月 1 本『N

コンマガジン　ハモリ倶楽部』を放送して，10月

に行われる全国大会との多面的な展開を図った。

コンクール全体の参加校は約2,500校と，約100校

増えた08年をさらに上回った。

NHK教育フェアの期間中には，特集番組を集

中的に放送した。イベントのもようのほか，開始

から50周年を迎えた教育テレビの魅力を 5時間半

にわたって紹介した『生放送！ETV学ぶ冒険

～NHK教育フェア2009』。日本賞関連では，受賞

番組を紹介した『第36回日本賞受賞作品』，そし

て放送教育研究会全国大会に関連した『デジタル

メディア時代の授業術』などを放送した。

そのほか，定時の新番組を大人向けとして展開

した『時々おとなも迷々』や『あしたをつかめス

ペシャル』などを放送した。

（3）教育イベント関連
①「NHK教育フェア2009」（10月22日～11月 3
日）では，教育番組の魅力を余すことなく紹介す

る展示や関連番組で，公共放送が「教育」に果た

す役割をわかりやすく紹介した。また，会期中，

[第37回「日本賞」教育コンテンツ国際コンクー

ル」の受賞作品の発表と授賞式も行われた。

②「第60回放送教育研究会全国大会」（10月27～
28日）は，愛知県の，豊橋市，岡崎市，豊田市で

開かれた。11年の地上デジタル完全実施や新指導

要領の全面実施に向け，学校放送現場でどのよう

に番組を視聴・活用していくかなどについて活発

な議論が展開された。

③「第76回NHK全国学校音楽コンクール」には，
小・中・高合わせて2,536校が参加。NHKホール

で行われた「全国コンクール」（10月10～12日）

は，小学校，中学校，高校の部を生放送した。ま

た，審査の時間を利用して，合唱指導者による公

開レッスン（小学校の部），課題曲を作詞・作曲

したいきものがかりと生徒との交流ステージ（中

学校の部），クラス合唱選手権（高等学校の部）

をスペシャルステージとして紹介した。

④「第56回NHK杯全国高校放送コンテスト」に
は地方予選を含め，全部門合わせて1,561校が参

加した。

⑤「第26回NHK杯全国中学放送コンテスト」に
は地方予選を含め，全部門合わせて619校が参加

した。

（4）学校放送関連委員会
①学校放送番組委員会
番組の企画・制作に当たって利用現場の意向や

要望を反映させ，より豊かな学校放送番組にする

ために開催している。番組を利用している教師，

文部科学省，大学の研究者や専門家などで構成さ

れ，年 2回程度開催する。

②教育放送企画検討会議（ブロック）
全国を 8つのブロックに分け，放送を利用して

いる教師，学識経験者などで構成されている。学

校放送番組の内容や編成，そして10年度に向けて

の要望などについて，意見を交換した。

③教育放送企画検討全体会議
各ブロックからの意見を集約し，具体的な番組

計画を立案し，10年度の学校放送の制作方針およ

び学校放送のあり方等を検討する会議。文部科学

省，学識経験者，全国放送教育研究会連盟（教師

による放送教育研究団体）の代表者などで構成さ

れ，例年12月に開催される。

Ⅲ．趣味・実用番組

（1）定時番組
平日を中心に暮らしのさまざまな知恵とノウハ

ウを紹介する番組を並べた。

月～木曜の午前11時台は，家庭料理のノウハウ

を伝える『きょうの料理』と，初心者や若い人に

向けた基本のツボをやさしくおさえる『きょうの

料理ビギナーズ』，手芸や工芸など手作りの楽し

さを伝える『おしゃれ工房』（月～水），さらに 5
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分間でワンポイントのお得情報を紹介する『まる

得マガジン』を放送。午後 0時台には住まいに関

する 5分間の情報番組『住まい自分流』を放送し

た。また，夜10時台には，主に中高年の趣味の世

界を広げてもらう『趣味悠々』を放送した。

日曜には，午前 6 時台に『住まい自分流』を 4

本まとめて再編集した『住まい自分流アルファ』

を放送した。また， 8時台には野菜作りの楽しさ

を伝える『趣味の園芸　やさいの時間』，園芸の

初心者向けに『趣味の園芸ビギナーズ』，本格的

な園芸ファンに向けての『趣味の園芸』の 3本を

連続して放送した。10～12月の土曜午後11時台に

は，20～30代女性に向けて第一線で活躍する女性

のライフスタイルを紹介する『グラン・ジュテ』

を放送した。囲碁・将棋ファン向けには，毎週日

曜の昼をはさんだ時間帯に教育『将棋の時間』

{囲碁の時間』を，BS2では土曜に『囲碁・将棋

ジャーナル』やタイトル戦の中継などさまざまな

形態で放送した。

（2）特集番組
囲碁・将棋ファンに向けて，『決定！こども囲

碁名人』『決定！こども将棋名人』『全日本アマチ

ュア将棋名人戦』『将棋界の一番長い日』『将棋の

日』『テレビ囲碁アジア選手権』『新春お好み将

棋・囲碁対局』などの特集番組を放送した。また，

8 月には趣味実用番組特集ウイークを実施。『き

ょうの料理』『おしゃれ工房』の特集を月～木曜

連続で組んだほか，視聴者からの手作りDIY作品

を募集するコンテスト番組『住まい自分流スペシ

ャル～発表！DIY大賞』を生放送した。11月には

教育フェア関連特集『きょうの料理～クッキング

コンテスト』を生放送。また，12月にはデンマー

ク人青年が神奈川県小田原市で地域の人と共に集

合体の農場を作ろうとする様子を 1年間取材した

{週末は僕らの庭へ～イェンスのデンマーク式菜

園生活』を放送した。

Ⅳ．外国語講座番組

（1）定時番組
教育テレビでは20番組，ラジオ第 2放送では26

番組，ワンセグ 2で 1番組の合計47の定時番組を

制作・放送した。

①教育テレビ
英会話番組では，『リトル・チャロ』に続くク

ロスメディア企画として『ニュースで英会話』を

立ち上げ，英語ニュースをコアコンテンツとして

とらえた時事性の高い英語番組を提供。30～40代

女性層に支持された『リトル・チャロ』に対し，

40～50代の男性層にアプローチした。国際放送番

組と連携した『トラッドジャパン』は日本の文化

を英語で紹介する新しい試み。 4月以降漸減傾向

になりがちなテキストの実売数が，放送を追うご

とにバックナンバーも含めて増加するという現象

が見られるなど，好評を博した。 5分間のミニ番

組『Jブンガク』は，井原西鶴から山田詠美まで

さまざまな日本文学を取り上げ，一つの作品の解

説を日本語版・英語版で制作し，違う角度からよ

り深く作品に触れてもらえるよう設計した。

独・仏・中・西・伊・露・ハングルの 7言語の

番組では，魅力的な講師陣と生徒役を配するとと

もに，それぞれの言語への理解を促す文化情報を

充実させた。万博開催を前に活気づく上海のリポ

ート（中国），日本でも人気のK-pop情報（ハン

グル）には特に問い合わせも多かった。また，イ

タリア語では前期の内容を 2 種類に分け，VTR

構成でイタリア旅行を疑似体験できるシリーズ，

クイズ形式でボキャブラリーを豊かにするシリー

ズなど，“講座番組”の枠組みを超えた演出に挑

戦した。ロシア語は後期から新講座を開講し，シ

ベリアの 4都市の今を現地の魅力的なリポーター

が伝えて旅心を誘うとともに，基本的な単語を印

象的に覚えるコーナーで実践力を養うことを目指

した。

②ラジオ第2
毎日 5分間，年中無休で放送する『英語 5分間

トレーニング』，クロスメディア企画の『ワンポ

イント・ニュースで英会話』など，短い時間にコ

ンパクトに学べる講座を充実させた。また英語の

8 番組，独・仏・中・西・伊・ハングルの 6 番組

で語学番組ホームページでのストリーミングを開

始し，月平均575万ページビューを記録し，利用

者の生活スタイルに合った聴取を可能にした。

{まいにちフランス語』の09年10月からの応用編

は文法事項を整理した内容でリピーターの聴取者

から多くの好評意見が届いた。『まいにちイタリ

ア語』の09年10月からの応用編では音楽をテーマ

に展開。最終回ではラジオスタジオのフロアにピ

アノを用意し，講師の演奏とおしゃべりでリスナ

ーと触れ合う公開収録を行った。『まいにちハン

グル講座』09年前期には美しい発音をマスターす

ることを目標に，KBSのアナウンサーをレギュ

ラーゲストに招いて放送するなど，各言語でさま

ざまにくふうしリスナーを引き付けた。

（2）特集番組
クロスメディア企画の一環として，『ニュース
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で英会話』を基にした英語実力テストに携帯電話

で視聴者に回答してもらう特別番組を実施。30代

女性を中心とした 1万人強が参加し，ふだん定時

の放送を見ていない層からの接触も多かった。人

気が定着した『リトル・チャロ』では，物語を盛

り上げた魅力的な挿入歌を書き下ろしのアニメー

ションや実写と組み合わせて構成した『リトル・

チャロ特集　Sing！Sing！Sing！』を放送。再放

送希望が多数寄せられた。11月の教育フェア期間

中にふれあいホールで公開収録を行った『基礎英

語創作スキット・コント大会』には08年度の 3倍

以上の応募が寄せられた。そのもようはラジオ第

2 放送で90分番組の年末特集番組として放送した

ほか，「基礎英語利用校リポート」「阿野先生とパ

ックン・マックンの出前授業」と並ぶ 3本柱の一

つとして『基礎英語』の枠内特集で放送した。そ

のほか10年度に欧州 4言語の番組に出演するナビ

ゲーターを一堂に集めた特集番組『ヨーロッパ極

上旅プラン』（HV），『女たちの，じぶん開国』

(総合・教育）を09年度内に企画・制作し，続く

新年度からの定時番組への視聴者誘導を図った。

Ⅴ．文化・福祉番組

文化・福祉番組部では，教養・生涯学習への多

様な要望に応える文化番組，子ども・障害者・高

齢者の課題に取り組む福祉番組など，多彩で高品

質な番組を制作した。

09年度は，総合テレビ夜10時台の 2つの新番組

{世界遺産への招待状』『ソクラテスの人事』が

スタート。教育テレビでは，ETV50周年を記念

して， 2 つの企画に取り組んだ。 1 つは『ETV

特集』のシリーズ「日本と朝鮮半島2000年」（年

間10回）。今までなかなか正面から取り上げられ

てこなかった日本と朝鮮半島の交流史を，スタジ

オで双方の学者が歴史認識を語り合う，両論併記

のスタイルで放送し，内外から高い評価を得た。

もう 1つは，「子どもサポートキャンペーン」。子

どもをめぐる貧困や虐待などの問題を『福祉ネッ

トワーク』と『ETVワイド』で年間を通して取

材。ホームページや携帯サイトも立ち上げ，広く

視聴者の声も集めた。不況下の子どもの貧困の実

態をいち早く取り上げた番組は大きな反響を呼

び，『NHKスペシャル』にも展開した。ほかにも，

{NHKスペシャル～介護保険が“使えない”』

{日本の，これから～自殺者 3万人』などさまざ

まな特集で，深刻化する自殺，社会の貧困や介護

の担い手不足など現代社会の矛盾に迫った。また，

戦時中のNHK，国際放送の内実を明らかにした

{ETV特集』シリーズ「戦争とラジオ」も大き

な反響を得た。

（1）定時番組
総合テレビ夜10時台の新番組『世界遺産への招

待状』『ソクラテスの人事』のほか『爆笑問題の

ニッポンの教養』『シリーズ世界遺産100』，教育

テレビでは『知
し

る
る

楽
らく

』『ETV特集』『こころの時

代』『福祉ネットワーク』『ハートをつなごう』

{ETVワイド』『NHKみんなの手話』『ろうを生

きる　難聴を生きる』，ラジオ第 2 では『宗教の

時間』『聞いて聞かせて～ブラインド・ロービジ

ョン・ネット』『社会福祉セミナー』といった多

岐にわたる定時番組を制作した。

『探検ロマン世界遺産』に代わってスタートし

たのが『世界遺産への招待状』。ユネスコに登録

された850件以上の世界遺産を地域ごとに複数訪

ね，世界遺産を守り伝える人々の歴史と今を紹介

した。09年度から新たにNHKエンタープライズ

との国内共同制作を組んだ。

もう 1つの夜10時台の新番組『ソクラテスの人

事』は， 4月から 9月までの半年間放送した。さ

まざまな会社のユニークな入社試験に芸能人，文

化人が挑み，内定・採用を競う。司会は，南原清

隆，高田純次，ほしのあきの 3人。斬
ざん

新な発想の

番組として評判になった。最終回は，劇団ひとり

のヤフー体験記なども入れ，75分の拡大スペシャ

ルを制作した。

3年目を迎えた『爆笑問題のニッポンの教養』

は，人気漫才師・爆笑問題が世界的レベルの学者

の研究室や実験室を訪ね，研究の本質や学者の思

想に迫る。09年度は，学者以外に，音楽家の坂本

龍一，漫画家の浦沢直樹も登場，特集として「ス

ペシャル～表現力！爆笑問題×東京芸術大学」

[100回スペシャル！“爆問学問”学」「爆笑問題

のもう 1つの龍馬伝」も制作した。

『知る楽』は月曜から木曜，日替わりで放送す

る大人の知的好奇心に応える番組。前身の『知る

を楽しむ』から 5年目を迎え， 2つの番組を刷新

した。「歴史は眠らない」は今話題になっている

事象の歴史を掘り下げる。県境，貧困，育児，裁

判などを取り上げ，その知られざる背景を明らか

にした。「仕事学のすすめ」は，勝間和代，藤巻

幸夫を聞き手に，現代の仕事人の原動力，思想に

迫る。ユニクロの柳井正，アートデザイナーの佐

藤可士和，日産の林文子などが話題を呼んだ。ほ

かに，「探求　この世界」「こだわり人物伝」を引

き続き制作した。
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『ETV特集』は，現代を文化，歴史，社会的

弱者の視点で深く読み解くETVならではのスペ

シャル番組。09年度は，前述した「日本と朝鮮半

島2000年」の10回シリーズのほか，戦時中の放送

を証言と資料で描いた「戦争とラジオ」のシリー

ズ，裁判員制度開始に合わせ，死刑，えん罪に正

面から向きあった「死刑囚　永山則夫」「裁判員

へ～元死刑囚・免田栄の旅」，公共事業の矛盾に

迫った「あるダムの履歴書」などを制作，大きな

反響と高い評価を得た。

『こころの時代』は82年から続く長寿番組。宗

教が示す指針や逆境を乗り越えた人々の言葉から

人間の心を見つめ直す。年間シリーズとして「法

然を語る」を放送した。

福祉番組では，前述したように「子どもサポー

トキャンペーン」に，年間を通じて取り組んだ。

虐待，貧困などのテーマ別と，幼児，小学生，中

学生，若者と年代別の二つの面から，『福祉ネッ

トワーク』でシリーズを編成し，『ETVワイド』

も連動して問題を洗い出した。HP，携帯サイト

には，多数の書き込みが寄せられた。ほかに10年

目を迎えた「介護保険」，年間 3 万人以上に上る

[自殺」についても取りあげ，『NHKスペシャ

ル』も制作。また『ハートをつなごう』では，摂

食障害，依存症，性暴力被害などに苦しむ当事者

がスタジオに出演。たくさんの反響がよせられた。

また，バンクーバー冬期パラリンピックの開催

に合わせ，関連の『福祉ネットワーク』や特集番

組を制作した。

（2）特集番組
歴史，教養，福祉など多岐にわたるジャンルで，

特集番組を制作した。『NHKスペシャル』では

[介護保険が使えない」「セーフティーネットク

ライシス～しのびよる貧困　子どもを救えるか」

[真珠湾の謎」「チャイナパワー～膨張する中国

マネー」「権力の懐にとびこんだ男」。ほかに総合

テレビの特集として『日本の，これから～自殺者

3 万人』『渡辺謙　アメリカを行く～星条旗の下

に生きたヒバクシャたち』『倒産～中小企業・再

起までの150日』『 7 サミット　極限への挑戦』

{バンクーバーパラリンピック　世界に挑む日本

代表』，そのほか開発番組として『告白TV』

{旧友再会』『TOKYO ニュース　REMIX』

(EYESゾーン 8 回シリーズ）など多くの特集番

組を制作した。

芸能番組

Ⅰ．ドラマ番組
地上波デジタル放送が本格化し，家庭用受像機

の高品位化，大画面化，高音質化時代を迎え，テ

レビソフトにおけるドラマへの期待がますます高

まっている。また，08年12月から本格運用が始ま

ったNHKオンデマンドにおいても，ドラマの重

要性が改めて認識されている。

2000年大河ドラマ『葵　徳川三代』の全編ハイ

ビジョン化以降，10年大河ドラマ『龍馬伝』まで

大河ドラマにおけるデジタル・ハイビジョン化を

推進し，その特長を生かしたソフトを視聴者に提

供してデジタル普及に努めている。また，『連続

テレビ小説』においても02年前期「さくら」以降

すべてハイビジョン制作を行っており，11年の完

全地上デジタル放送化に向けた準備を進めてい

る。

内容的にも，ドラマ番組は，連続ドラマ，単

発・シリーズドラマとも，それぞれ放送内容を多

様化し，より特長を生かし，ターゲットを明確に

した，クオリティーの高い番組群を構成している。

『土曜ドラマ』は，骨太な作品を創出すること

を目指し06年 1 月からスタートしたが，「ハゲタ

カ」「フルスイング」「監査法人」「チャレンジ

ド」「外事警察」など現代社会を鋭く描いた意欲

的な作品を発表し，サラリーマンを中心とした視

聴者から，大きな評価を得ている。また，08年度

から木曜 8時に，ティーンと30，40代の親子をタ

ーゲットにした『ドラマ 8 』を放送し，NHKの

喫緊の課題である，視聴者層の拡大に向けた努力

を続けている。

司馬骰太郎原作の『スペシャルドラマ～坂の上

の雲』（全13回）は，09年12月に，第 1 部（ 5

回）が放送され，大きな反響を得た。今後さらに

11年まで 2年間かけて，第 2部と第 3部が放送さ

れる予定で，現在，10年11月のクランクアップに

向け，順調に撮影が続けられている。

（1）連続ドラマは以下の3番組
国民的支持を得，受信料体制を支える良質な連

続ドラマ。

①「大河ドラマ」
63年の『花の生涯』から始まった「大河ドラ

マ」は，09年の『天地人』で第48作目となり，日

曜夜 8 時の時代劇として視聴者に定着している。

{天地人』は，原作・火坂雅志，脚本・小松江里
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子，主演・妻夫木聡。越後の上杉景勝の家臣であ

りながら，秀吉，家康らを魅了し，また，最も恐

れられた男，直江兼続の人生を，失われつつある

[日本人の義と愛」に重ね合わせて描き出した歴

史ドラマ。

②『連続テレビ小説』
こちらも「朝ドラ」として定着し，09年前期の

[つばさ」で80作目となる（「朝ドラ」の舞台は，

この作品で全国47都道府県を一巡した）。作・戸

田山雅司。主演・多部未華子。舞台は，埼玉県川

越市にある老舗和菓子屋とコミュニティ放送局。

家出した母に代わって一家の主婦となった，ヒロ

インのつばさ。しっかり者の娘と自由奔放な母と

いう，一見するとあべこべな娘と母が，いがみ合

いながらも壊れた家族の絆
きずな

を取り戻すため懸命に

努力する姿を描く，家族再生の物語。

09年度後期は大阪局制作「ウェルかめ」。作・

相良敦子。主演・倉科カナ。ウミガメが産卵に来

る徳島県美波町に生まれ育った波美の夢は，「世

界につながる」雑誌編集者になること。徳島で地

元情報誌を発行する出版社に入社した波美は，次

第に雑誌作りの面白さに目覚めていく。大海原を

回遊するウミガメのように，広い世界を目指して

旅立ったヒロインが，さまざまな人との出会いを

重ね成長し，再び故郷を見つめる物語。

③『土曜時代劇』
日本人の心の原点を描き，時代劇ファンから長

く愛されている人気シリーズを，08年度から，30

分の『土曜時代劇』としてリニューアル。フレッ

シュな若手俳優を主役として起用し，青春活劇の

要素を取り込んでいる。09年度は， 3シリーズす

べてをNEPで制作した。

09年度，第 1シリーズは「陽炎の辻 3～居眠り

磐音　江戸双紙」（全14回）。原作・佐伯泰英，主

演・山本耕史。

第 2 シリーズは「オトコマエ！ 2 」（全14回）。

原作・井川香四郎，主演・福士誠治。

第 3 シリーズは「咲くやこの花」（全10回）。

作・藤本有紀，主演・成海璃子。

（2）単発・ミニシリーズ・オーディオドラマ
個性的で，現代性に富んだドラマを『土曜ドラ

マ』『ドラマ 8 』の枠内ほか，特集ドラマとして

随時放送した。オーディオドラマも定時番組

{FMシアター』『青春アドベンチャー』のほか，

特集オーディオドラマを放送。

Ⅱ．エンターテインメント番組

09年度は，総合・教育・衛星・FMで新たに立

ち上げた番組の定着を図るとともに，09年度以降

を見据えた新番組開発にも積極的に取り組んだ。

また，60回のメモリアルとなる『NHK紅白歌合

戦』の制作を核に据え，年間を通じてさまざまな

取り組みを行った。

（1）公開・派遣番組
視聴者とNHKを結び付ける役割を担う公開・

派遣番組の制作は，当部の業務の中核をなしてい

る。

09年度は，『NHKのど自慢』『NHK歌謡コンサ

ート』（ 5 本を地方派遣），『BS日本のうた』『ご

きげん歌謡笑劇団』『三枝一座がやってきた！』

{ザ少年倶楽部』『爆笑オンエアバトル』『真打ち

競演』のほか，有料のチャリティーイベント『歌

謡チャリティーコンサート』（ 2 回）など，数多

くの番組を通して視聴者と向き合う番組制作を行

ってきた。

（2）定時番組
09年度は，新たに『笑・神・降・臨』『ブラタ

モリ』『祝女』『佐野元春のザ・ソングライター

ズ』『ごきげん歌謡笑劇団』『どれみふぁワンダー

ランド』『SONGSプレミアム』『元春レイディ

オ・ショー』『大貫妙子　懐かしい未来』を立ち

上げ，幅広い視聴者に向けた多様なジャンルの番

組ソフトの提供を行った。特に『佐野元春のザ・

ソングライターズ』は，新しい形の教育エンター

テインメントとして，ETV50周年にあたり掲げ

られた“「キッズ向けチャンネル」から「大人に

も見応えがあり，役立つカルチャーチャンネル」

へ”というコンセプトを具現化した。

（3）特集番組
特集番組では，大型歌謡イベントや定時番組を

発展させた特集番組を制作し，視聴者の期待に応

えた。

60回の記念大会となった『第60回NHK紅白歌

合戦』は，「歌の力　無限大」をテーマに史上最

長の 4時間25分で放送。このほか，大型歌謡イベ

ントとしては，『第41回思い出のメロディー』を

制作した。

衛星放送では，『BSエンターテインメント』

{BSまるごと大全集』『BS永遠の音楽大全集』

{BSサタデーライブ』など，数多くの衛星放送

ならではのソフト制作を行ってきた。

また，09年度以降の定時化を見据えた開発番組
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{クエスタ～目指せ！質問王』『WALKING EY

ES アルクメデス』を特集番組として制作・放送

した。

09年度は，総合・教育・衛星・ラジオで160本

あまりの特集番組を制作・放送した。

Ⅲ．音楽・伝統芸能番組

音楽・伝統芸能番組部は，クラシック音楽から

日本の伝統芸能，民謡，演劇，ダンスなど幅広い

ジャンルを中心に良質な場番組コンテンツを制作

放送している。これは，視聴者の期待に応える一

級のコンテンツとして個別の放送波にマルチ展開

している。公共放送として日本の放送文化におけ

る芸術・芸能の分野で重要な役割を担っている。

（1）テレビ定時番組
09年度は，教育テレビ週末夜間の『N響アワ

ー』『芸術劇場』のクラシック音楽ゾーン，水曜

午後の『日本の伝統芸能』と木曜午後の『芸能花

舞台』という伝統芸能ゾーンで，愛好家の視聴習

慣に配慮した編成をとった。

『N響アワー』では，13年間出演した池辺晋一

郎さん（作曲家）から西村朗さん（作曲家）に司

会が交代。クラシック音楽のすばらしさを楽しく，

わかりやすくというこれまでの番組コンセプトを

継承し，新しい音楽ファンの獲得を目指した。第

5 日曜は，『オーケストラの森』として，N響以

外の日本全国のプロ・オーケストラを紹介し，そ

のコンサートのもようを放送した。『芸術劇場』

は， 2 時間15分を「情報コーナー」「公演コーナ

ー」の 2つのブロックにより構成。クラシック音

楽，古典芸能，演劇と 3つの分野をカバーし，国

内外の優れたステージ芸術を紹介した。

『スーパーレッスン』は，世界第一級のアーテ

ィストが若い学生たちに特別なレッスンを授ける

テキスト番組。09年度は，「スーパーバレエレッ

スン」として，吉田都の「ロイヤル・バレエの精

華 吉田都」と，「スーパーピアノレッスン」とし

てフセイン・セルメットの「トルコ 情熱の巨匠

フセイン・セルメット」の 2シリーズを新たに制

作し，放送した。

『芸能花舞台』は古典芸能各分野の演目を取り

上げるだけでなく，若手に注目する回を設けたり，

琉球舞踊で沖縄に出かけたり，“描く”シリーズ

では関東近辺に出かけるなど，積極的に外に出て

行った。『日本の伝統芸能』は「歌舞伎」「能狂

言」「文楽」の 3 シリーズを放送。わかりやすさ

を最大のポイントとした演出を心がけた。

（2）公開派遣番組
総合テレビでは，『それいけ！民謡うた祭り』

を，全国 9か所で公開録画。地元の民謡歌手を積

極的に登用し，地域に残るふるさとの民謡にこだ

わる演出で，ふるさとの香りあふれる番組作りを

行った。ラジオ第 1 の『民謡をたずねて』，FM

の『ベストオブクラシック』も，引き続き実施し

た。

また，BS2『あなたの街で夢コンサート』を10

本放送し，プロのオーケストラとの共演を夢見る

アマチュア音楽家のほほえましい演奏風景を紹介

した。

（3）ミニ番組
四半世紀の歴史を持つシリーズ『名曲アルバ

ム』は，ハイビジョン一体化制作を推進し，地上

波とハイビジョンとのマルチユース蓄積ソフトと

して放送した。また09年からは日本国内編の制作

に地域放送局の参加を求めた。

『みんなの童謡』は，日本人の琴線に触れる懐

かしい歌を 1か月単位で紹介した。

（4）テレビ特集番組
開発特番として「超古典」シリーズを放送。オ

ペラを扱った『愛の劇場』 2本と古典芸能を扱っ

た『熱血体育会系！歌舞伎部』『真夏の夜のガー

ルズトーク　めっちゃ文楽』の計 4 本を制作し，

オペラと古典芸能の新しい楽しみ方を提示し，10

年度の定時番組化につなげた。

毎年秋の恒例となった『NHK音楽祭』は 7 回

目を迎え，「オーケストラが奏でる故郷の名曲」

をテーマに開催された。NHKホールで行われる

このイベントに今回はダニエル・バレンボイム指

揮／ミラノ・スカラ座管弦楽団，パーヴォ・ヤル

ヴィ指揮／シンシナティ交響楽団，リッカルド・

シャイー指揮／ライプチヒ・ゲヴァントハウス管

弦楽団，ワレリー・ゲルギエフ指揮／NHK交響

楽団が参加。それぞれ国や地域をテーマに各地で

育
はぐく

まれた名曲を個性豊かに演奏した。それぞれ

のプログラムはFM生放送をはじめ，衛星ハイビ

ジョン，衛星第 2，教育の各波で紹介し，高い評

価を得た。

『NHK古典芸能鑑賞会』は，NHKならではの

豪華な顔合わせと，類を見ないバリエーション豊

かな演目が見どころ。一夜でさまざまなジャンル

の芸能の至芸を紹介する，充実した内容が売り物

である。36回目となる09年は，宮内庁楽部15年ぶ

りの出演となる舞楽，人間国宝揃
そろ

い踏みの地唄，

ホールの空間を生かした舞踊，芸術院会員の中村

吉右衛門ほかによる歌舞伎を，豪華な配役で放送
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した。なお，音声は歌舞伎特有の花道など劇場の

機構にふさわしく，効果的な，臨場感あふれる

5．1サラウンドを用いた。

正月 2日に恒例となった『こいつぁ春から～初

芝居生中継』は東京・歌舞伎座から「寿初春大歌

舞伎」の初日のもようを生中継。建て替え前の現

存の建物では最後となる正月興行を放送した。演

目は「京鹿子娘道成寺」「車引」「源氏店」など。

あわせて歌舞伎座をはじめとする新橋演舞場や大

阪松竹座など東西各座の初日のもようをダイジェ

ストで紹介した。

正月 3 日恒例の『NHKニューイヤーオペラコ

ンサート2010』は，第53回を迎えた。「歌の起源，

オペラを超える劇空間」と題して構成し，国内外

で活躍する一級の日本人歌手たちの歌とともに，

幕間では国際的バレリーナ・吉田都が名作「ロメ

オとジュリエット」のバルコニー・シーンを踊る

など，盛りだくさんの 2時間生放送となった。ま

た前年度に引き続きNOD見逃しサービスも行っ

た。

元日恒例の『ウィーン・フィル　ニューイヤ

ー・コンサート2010』では，今回は指揮者にジョ

ルジュ・プレートルが 2年ぶり 2度目の登場。ハ

イビジョン・5．1サラウンドの高画質・高音質で，

オーストリア・ウィーンからの生中継を行った。

ニューイヤーコンサートに登場した唯一のフラン

ス人であるプレートルはおなじみのポルカやワル

ツに加えフランスゆかりの作品を演奏し，喝采
かっさい

を

得た。

10年 1 月30日～ 2月28日，みんなの広場・ふれ

あいホールで第 3 回「NHKシアターコレクショ

ン」を開催した。最近上演された演劇作品の中か

ら評価の高い秀作を再演してもらい，テレビ収録

し，多くの方々に紹介した。3回目となる今回は，

華のん企画「チェーホフ短編集」，マレビトの会

[血の婚礼」，KAKUTA「目を見て嘘をつけ」

の 3劇団 3演目を上演。放送とイベントが連携し

た「NHKシアターコレクション2010」は，いず

れの公演も熱心な演劇ファンが会場に詰めかけ，

好評のうちに幕を閉じた。

（5）FM番組特集番組
音楽波NHK-FMの特性を生かしたオール・ジ

ャンルの超長時間特集番組『今日は一日“○○”

三昧
ざんまい

』は，ある一つの音楽ジャンルに絞って一日

中たっぷり堪能
たんのう

してもらうことを目的に，クラシ

ックからカントリー，ソウル，民謡までを網羅し

たFMの目玉企画となった。09年度のテーマは，

[ラ・フォル・ジュルネ」「タカラヅカ」など。

特集番組では，前述の『今日は一日“○○”三
ざん

昧
まい

』に加え，夏の『ベストオブクラシック～特集

ヨーロッパ音楽祭』や，年末の『バイロイト音楽

祭2009』なども例年どおり放送し，クラシックフ

ァンの期待に応えた。

（6）国際共同制作の推進
世界各地の音楽祭やオペラハウスでの公演を，

各国の放送局・プロダクションとの共同制作によ

り水準の高いソフトを低コストで効率的に収録し

放送した。09年度はミラノ・スカラ座，ロイヤ

ル・オペラハウス，マッシモ劇場など世界の一流

歌劇場でのオペラ・バレエ公演，ベートーベン音

楽祭，グラインドボーン音楽祭，ルツェルン音楽

祭，ヘンデル音楽祭などのフェスティバル，そし

てパリ・オペラ座バレエ団のバレエダンサー，マ

ニュエル・ルグリの引退を追ったドキュメンタリ

ー『芸術劇場～エトワール最後の60日』など，合

計15本の国際共同制作を行った。また，国際共同

制作のほか，外来オーケストラの日本ツアーなど，

NHK独自によるコンサートの収録，海外の著名

プロダクションによる秀作ソフトの番組購入など

も積極的に推進し，マルチユースを展開した。大

型のクラシックソフトを安価で安定的に入手し，

効果的に編成・放送した。

NHK年鑑’10
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その他の多様な番組

Ⅰ．番組制作の委託

1 ．関連団体への番組制作委託

NHKは，質の高い放送番組の安定的確保を図

るとともに，外部の専門的能力を効果的に活用す

ることで，番組のいっそうの多様化を推進する視

点から，関連団体へ番組制作委託を行っている。

09年度も，NHKエンタープライズ，NHKエデ

ュケーショナル，NHKグローバルメディアサー

ビスに，大型企画をはじめ各分野の番組制作を委

託，総合ビジョンにアニメ番組制作業務を委託，

NHKサービスセンターに広報番組の制作を委託

した。また，NHKプラネットに全国および地方

番組を，日本国際放送に国際番組の制作業務を委

託した。

NHKでは，多様な番組を送り続けるべく，関

連団体を通じて番組制作会社への放送番組制作委

託（演出業務）を行っており，外部のさまざまな

制作パワーを効率的に活用している。

09年度の主な番組制作会社への制作委託
○地上波（総合・教育）

総合では，『土曜ドラマ』「外事警察」，『土曜時

代劇』「咲くやこの花」，『東京カワイイ★TV』，

教育では『ETV特集』などを制作・放送した。

○衛星波（BS1・BS2・HV）

BS1では『BS世界のドキュメンタリー』，BS2

では『BSエンターテインメント』などを制作・

放送した。HVでは，『ハイビジョン特集』『プレ

ミアム 8』などを制作・放送した。

2 ．外部プロダクションへの直接委託（外
部制作委託・本体）

外部制作プロダクションが，関連団体を経由す

ることなく，直接編成部門に提案する窓口として，

06年 6 月に編成局内にソフト開発センターが設立

された。特集番組や新番組の提案について，NH

K，NHKの関連団体，そして番組制作プロダク

ションの 3者が，番組の企画提案や制作・演出手

法を競い合うことで，より高品質，効率的，多様

な放送番組を創造することを目的としている。

09年 7 月には，公正で透明性の高い「企画競

争」としてHP上に募集手続きのプロセスを公開，

1 年間で23回の募集を行った。寄せられた企画は

延べ712社1,515提案に上っている。09年度は『あ

なたが主役　50ボイス』（総合：木，23:00），『金

曜ドラマ』「コンカツ・リカツ」「ツレがうつにな

りまして」「シスター」「行列48時間」（総合：金，

22:00），『タイムスクープハンター』（総合：水，

0:10），『○○の国の王子様』（教育：土，23:25）

などを外部プロダクション制作の定時番組として

放送した。また，特集番組として放送したものの

中から，『総合診療医　ドクターG』（HV）が新

たに10年度の定時番組として採択された。

外部プロダクションとの委託契約などにあたっ

ては，下請法に準拠した手続きをとっている。ま

た，「番組制作委託取引に関する自主基準」に基

づき，公共性・透明性を高めるとともに，「新放

送ガイドライン」を周知し，公共放送としての質

の確保に努めている。

Ⅱ．購入番組

1 ．総合テレビ

（1）ドラマ
定時ドラマでは，米国ドラマ『ER12 緊急救

命室』（年度前期　日，0:50），『アグリー・ベテ

ィ 2 』（年度後期　日，0:50）を放送した。また，

{金曜ドラマ』「スポットライト」（ 6～ 8月に第

1 ～ 7 話， 1 ～ 3 月に第 8 ～16話　金，22:00），

英国ドラマ『恐竜SFドラマ　プライミーバル

第 1 章』全 6 話を 8 月に集中再放送，『恐竜SFド

ラマ　プライミーバル　第 2章』全 7話を（ 8～

10月　木，22:00）放送した。

（2）ドキュメンタリー
ドキュメンタリーでは，『BS世界のドキュメン

タリー～よみがえる第 2 次世界大戦』（12.22～

24）のシリーズを放送した。

（3）その他
アニメでは，シリーズアニメとして『アニメ

タイタニア』『グイン・サーガ』（金，0:45）を放

送した。

2 ．教育テレビ

（1）ドラマ
定時ドラマでは，『アルフ』（月，19:00），『フ

ルハウス』（前期　火，19:00）と『突然！サバイ

バル』（後期　火，19:00）の米国ドラマを放送し

た。

夏期特集ドラマとして英国ドラマ『海外ドラマ

アンネの日記』全 5 話（8.3～7，19:00）を放送し



2 節　放送番組の制作

NHK年鑑’10 112

た。

（2）ドキュメンタリー
ドキュメンタリーでは，定時番組の『地球ドラ

マチック』（木，19:00）の放送で，「プラネット

ツアーズ～太陽系の果てまで 8 兆キロの旅」「恐

竜“エックス”を探せ！～ゴビ砂漠　発掘大作

戦」「ヒトの“視覚”はこんなにスゴイ！」「町中

みんなで合唱団！」などが好評を博した。

（3）その他
アニメでは，シリーズアニメとして『スポン

ジ・ボブ』（水，19:00），『おさるのジョージ』

(土，8 : 0 0），『エレメントハンター』（土，

18:00）を放送した。

また，ライフスタイル番組として，おもに女性

をターゲットに『スタイルアップ』（木，11:30）

で，「ティム・ガンのファッションチェック」「毎

日がイタリアン」などを放送した。

3 ．ハイビジョン

ドキュメンタリーでは，世界のユニークなハイ

ビジョン番組を紹介する『ハイビジョン特集　フ

ロンティア』で，「ムーン・パニック」（4 .4），

[アンネの日記」（8.11），「アフリカの魂～闘う

歌手　ユッスー・ンドゥール」（11.28），「リュー

バ・ 4 万年の目覚め～ベビーマンモス解析大作

戦」（2.7）などを放送した。

映画では，日曜午後に新設された『ハイビジョ

ン時代劇（西部劇）シネマ』で，「宮本武蔵 5 部

作」（4.5，12，19，26），「大菩薩峠 3部作」（6.7，

14，21），「ワーロック」（7.5），「ヴェラクルス」

(1.24），「眠狂四郎シリーズ」（2.14，21，28，

3.7）などを放送，10年 2 月に亡くなった藤田ま

ことさんをしのび「必殺！Ⅲ 裏か表か」（3.14）

を放送した。随時金曜夜間放送の『ハイビジョン

プレミアムシネマ』では「シービスケット」（5.1），

[マスター・アンド・コマンダー」（7.3），「ベ

ン・ハー」（9.25），「ラストエンペラー　ディレ

クターズカット版」（12.25）などを放送。月～木

曜夜間11時に随時編成した『ハイビジョンシネ

マ』では「四月の雪　ディレクターズ・カット完

全版」（6.16），「博士の愛した数式」（7.13），「プ

ライドと偏見」（11.23），「ゴッドファーザー 3 部

作」（1.4～ 6 ），「硫黄島からの手紙」（2.11），「キ

ング・コング」（3.15）などを放送した。また，

10月開催のNHKアジア・フィルム・フェスティ

バルに向けて， 9 月に『僕たちのキックオフ』

(9.8），{パンドラの箱』（9.10）などアジア映画

を 5本編成した。

ドラマでは，08年度から引き続き米国ドラマ

{刑事コロンボ』（土，18:55）を放送した。また，

英国の『恐竜SF ドラマ　プライミーバル』の

第 1 章と第 2 章を放送（第 1 章は8.8集中放送，

第 2 章は総合と同じく 8 ～ 9 月　木，18:00）し

た。

このほか『金曜ドラマ』「スポットライト」を

総合テレビでの放送にあわせて（ 6 ～ 8 月に第 1

～ 7 話， 1 ～ 3 月に第 8 ～16話　月，18:00）放

送した。

また，夏期特集ドラマとして，『ハイビジョン

特集　フロンティア』「アンネの日記」（8.11）を

放送した。

アニメでは，アニメシリーズ『精霊の守り人』

(火，19:00），『電脳コイル』（木，19:25）のほか，

{アニメ映画劇場』（月 1 回，日，23:30）では

[河童のクゥと夏休み」「マインド・ゲーム」「風

が吹くとき」「アズールとアスマール」「EX MA

CHINA」「皇帝とわ・た・し」「時をかける少

女」などを放送した。

4 ．BS1

『BS世界のドキュメンタリー』は国内外のプ

ロダクションが制作した主に海外の時事問題を取

り上げたドキュメンタリーを放送している。10年

度は週ごとにテーマを設定し，「世界の10代」

( 5 月），「四川大地震」（ 6 月），「世界の原発事

情」（ 7月），「あなたの知らない食の話」（ 9月），

[宇宙に挑む」（10月）などのシリーズを組んだ。

11月には 3週間にわたってベルリンの壁崩壊20周

年関連の番組を，12月には番組ウェブサイト上で

視聴者に投票を呼びかけて「もう一度見たい番

組」を約20本放送した。また，国際共同制作の番

組（20本程度）も好評で，特に「よみがえる第二

次世界大戦」は高視聴率をあげた。NOD（NHK

オンデマンド）の見逃しサービスでも，BS1の番

組の中では常に上位を占めている。

5 ．BS2

映画，ドラマ，アニメーション，音楽など幅広

い購入番組を放送した。『衛星映画劇場』夜間枠

(月～木，年度後半は月～水）では，大作映画特

集として「十戒」（3.31），「ガンジー」（4.1）など，

西部劇特集では「シェーン」（6.30），「荒野の用

心棒」（7.2）など，夏には『名カメラマン宮川一

夫の没後10年特集』として「雨月物語」（8.25），

[瀬戸内少年野球団」（8.27）などを放送した。

秋には『映画の魔術師スピルバーグ大特集』とし
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て「E．T．20周年アニバーサリー特別版」（9.22），

[宇宙戦争」（9.23），「マイノリティ・リポー

ト」（9.30），「ターミナル」（10.6）など，『NHK

アジア・フィルム・フェスティバル特集』として

[My Son～あふれる想い」（10.19），「追憶の切

符」（10.20）などを放送した。このほか，「レッ

ド・サン」（6.10），「M：I－ 2 」（11.16），「ロー

マの休日」（11.18），「黒い画集　あるサラリーマ

ンの証言」（12.9）などを放送した。

2月からは『アカデミー受賞作品特集』を実施，

[グッド・ウィル・ハンティング　旅立ち」

(2.9），「アパートの鍵貸します」（2.23），「わが

谷は緑なりき」（3.2），「ベン・ハー」（3.4），「史

上最大の作戦」（3.9）などを編成，あわせて『第

82回アカデミー賞授賞式のすべて』（3.20）を放

送した。

午後枠（月～金，13：00）は，洋画では「ヴァ

イキング」「昼下りの情事」「ミニヴァー夫人」

[真昼の死闘」「荒鷲の要塞」「ナイアガラ」「パ

リは燃えているか」など，邦画では「あらくれ大

名」「次郎長三国志シリーズ全 9作」「雨あがる」

[晩春」「おとうと（ニュープリント銀残し版）」

などを放送した。11月は『生誕100年山中貞雄特

集』として「丹下左膳余話　百萬両の壺」（11.10），

[人情紙風船」（11.11）などを放送した。

深夜枠は，洋画は「タクシードライバー」「努

力しないで出世する方法」「チャンス」「プラトー

ン」「HELP！四人はアイドル」「ビフォア・サン

セット」「世界」など，邦画は「人間の約束」「萌

の朱雀」「黒い雨」「埋もれ木」「わたしのグラン

パ」「ゆれる」「ハチミツとクローバー」などを放

送した。

『アクターズ・スタジオ・インタビュー』では，

ダニエル・ラドクリフ，サラ・ジェシカ・パーカ

ー，ハル・ベリーなどを紹介した。

ドラマでは，定時番組として米国ドラマ『名探

偵モンク 6 』（年度前期　月，20:00），英国ドラ

マ『魔術師　MERLIN（マーリン）』（10～12月

月，20:00），英国ドラマ『華麗なるペテン師たち

3』（ 1 月～ 2 月　月，20:00），米国ドラマ『デス

パレートな妻たち 4 』（年度前期　水，23:00），

{アグリー・ベティ 3 』（年度後期　水，23:00），

米国ドラマ『ER14 緊急救命室』（年度後期　木，

23:00），『刑事コロンボ』（年度後期　木，21:00），

韓国ドラマ『スポットライト』（ 4 ～ 7 月　日，

21:00），韓国ドラマ『イ・サン』（ 8 月～　日，

21:00）を放送した。さらに米国ドラマ『ダメー

ジ 2』（23:00）を 9月に集中放送した。

また，『懐かしドラマ』として米国ドラマ『ス

ター・トレック　宇宙大作戦』（土，17:00），米

国ドラマ『奥さまは魔女』（金，18:25）を放送し

た。

長編ドラマは英国ドラマ『第一容疑者』の第 7

シーズン「希望のかけら」前後編を放送（10.13

～14）。英国ドラマ『アガサ・クリスティー　ミ

ス・マープル 3』全 4話を放送した（3.23～26）。

そのほか，アンコール放送として台湾ドラマ

{ザ・ホスピタル』（ 4 ～10月　木，9:00），米国

ドラマ『ER12 緊急救命室』（年度前期　火，

9:00），米国ドラマ『ER13 緊急救命室』（年度

前期　木，23:00，後期　火，9:00），米国ドラマ

{名探偵モンク 4 セレクション（10）～（15）』

( 7 ～ 9 月　月，20:00），米国ドラマ『アグリ

ー・ベティ 2 』（8.10～20），米国ドラマ『ダメー

ジ』（8.11～27），英国ドラマ『ホテル・バビロ

ン』（10～12月　水，9:00），英国ドラマ『ステー

ト・オブ・プレイ～陰謀の構図』（10～12月　木，

9:00），英国ドラマ『ステート・ウイズイン～テ

ロリストの幻影』（12～ 2 月　水，9:00），米国ド

ラマ『名探偵モンク 5 』（12～ 3 月　木，9:00），

{華麗なるペテン師たち 2』（ 1月集中），米国ド

ラマ『デスパレートな妻たち 4 』（ 3 月集中）を

放送した。

アニメーションでは『衛星アニメ劇場』（日，

23:00）で「グイン・サーガ」「蟲師」「プラネテ

ス」「テニスの王子様　全国大会編」を放送，

{BS名作アニメ劇場』（月～木，10:20，12:35）

では「小公女セーラ」「海のトリトン」「トラップ

一家物語」「私のあしながおじさん」」を放送した。

夏・冬・春休みに特集『BSアニメ特選』を編成，

[チェブラーシカ」「あらしのよるに」「おさるの

ジョージ劇場版」「銀河鉄道の夜」「セロ弾きのゴ

ーシュ」「象のいない動物園」「ムーミン谷の彗
すい

星」「西遊記」「雲のように風のように」「きみの

おうちへ」「ユンカース・カム・ヒア」「アンデル

セン物語」「劇場版　カードキャプターさくら」

[劇場版　ペリーヌ物語」などを放送した。

Ⅲ．国際共同制作

NHKは80年から，継続的に海外の放送局や制

作会社，配給会社と国際共同制作を行っている。

事務局は編成局ソフト開発センターに置いてい

る。

国際共同制作は大型番組を制作するうえで今や

世界的に常識となっている。この背景には，テレ
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ビ番組市場を巡る環境が厳しさを増していること

が要因としてあげられる。インターネットとの競

合や多チャンネル化で良質なソフトへの需要が高

まる中，国際間で制作費を分担して高品質の番組

を確保する動きが活発化しているといえる。

2009年度に放送した国際共同制作番組は54タイ

トル，165本であった。

2010年 1 月から 3 月にかけて放送した，『NHK

スペシャル』「MEGAQUAKE 巨大地震」には，

ナショナルジオグラフィックチャンネル・インタ

ーナショナルが共同制作者として参加，阪神大震

災以来蓄積した地震関連のハイビジョン映像や，

最先端科学など日本ならではの情報を世界に発信

することができた。

『発掘アジアドキュメンタリー』は，NHKが

主体となり，シンガポールの公共放送局とともに

アジアの制作者に提案を公募し，ユニークな視点

の番組を制作する，国際共同制作ならではの試み

で，09年度は第 2シリーズを放送した。共同制作

者との合意で，今後少なくとも 3年間は継続する

ことが決まった。

09年度に放送された主な国際共同制作番組
○ドキュメンタリー

『NHKスペシャル』「MEGAQUAKE 巨大地

震」：ナショナルジオグラフィックチャンネル・

インターナショナル（米）。『ハイビジョン特集

フロンティア』「セミパラチンスク　18年後の現

実～カザフスタン核実験場跡」：フォースクエ

ア・プロダクション（カナダ）。シリーズ『発掘

アジアドキュメンタリー』：メディア・コープ

(シンガポール）ほか。

○音楽ほか

『ウィークエンドシアター～ベツレヘムとエル

サレムのクリスマスコンサート』：チューリヒ歌

劇場（スイス）。英国ロイヤル・バレエ『水の

精』：ロイヤル・オペラ・ハウス／オーパス・ア

ルテ（英）。『東京カワイイ★TV』：香港TVB。

アナウンス

1．公共放送の顔として多彩な業務を展開

09年度，アナウンサーは，「第45回衆議院選

挙」「政権交代，鳩山内閣の発足」などの国政の

転機を『ニュース 7』をはじめとする定時ニュー

ス番組や特集番組で伝えたほか，「静岡で震度 6

弱の地震」「山口県の集中豪雨被害」などの災

害・緊急報道で迅速な現場中継を行った。バンク

ーバー五輪では，日本人選手の活躍を中心に現地

からの実況で伝えた。また， 7月の「皆既日食」

では各地に中継リポーターを配置するなど，視聴

者に最も身近な顔として的確かつ親しみやすく情

報を送り届ける役目を担った。アナウンス室制作

番組では，『100年インタビュー』など，アナウン

サーの専門性を生かした番組を制作して放送し

た。このほか，社会貢献の取り組みとして 2年目

を迎えた「朗読ひろば」も大きな反響を呼んでい

る。09年 3 月末現在，アナウンサーは総勢514人

で，内訳はアナウンス室138人，ラジオセンタ

ー・日本語センター・グローバルメディア・アメ

リカ総局・地域放送局376人。女性アナウンサー

は全国で79人。

（1）一般番組
BS20周年にあたる09年度は，さまざまな特集

展開にアナウンサーが対応した。若手の青井実ア

ナが『最終発表！あなたが選ぶBS20歳の名作

集』（5.4）を担当したほか，ベテランの石澤典夫

アナが，年度前半の金曜に放送した『週刊　手韶

治虫』の司会，住吉美紀アナが『地球アゴラで世

界一周』（6.7）の司会を，歌謡バラエティーショ

ー{あべ一座旗揚げ公演「あべ上がりの夜空に」』

(8.7）では，阿部渉アナが司会を務めた。

環境キャンペーンでは，引き続き松本和也アナ

が『SAVE THE FUTURE（6 . 2 0～21，

12.19）』の司会を担当した。『地球エコ2009 体

感生中継！46年ぶりの皆既日食』（7.22）では，

三宅民夫アナと小林千恵アナがスタジオで司会を

務め，山田賢治アナが種子島から，神田愛花アナ

が太平洋上の船の上からそれぞれ中継で伝えた。

3-screens展開の一環として，ワンセグ 2 の独

自番組『ワンセグで見る！NOD100』（11.21）や

ドラマ『ママさんバレーでつかまえて』最終回直

前のホームページ上での独自中継（12.28）の司

会に稲塚貴一アナを配置した。

09年度新設の定時番組では，『歴史秘話ヒスト

リア』に表現力に優れたベテラン女性アナウンサ

ーを配置する一方，『ワンダー×ワンダー』や

{経済ワイドビジョンe』などには若手女性を起

用した。また，ベテラン男性アナウンサーを『E

TV特集　日本と朝鮮半島2000年』に，中堅男性

を『おしゃれ工房』に配置。若い世代の聴取者の

拡大を目指すR1の新番組『渋マガZ』の司会には，

最若手の男性アナウンサーを起用するなど，各世

代の持つ特性を生かしつつ新鮮な配置を行った。

夏の特集編成では，32番組に延べ42人のアナウ



2 節　放送番組の制作

115 NHK年鑑’10

ンサーが対応した。平和関連番組では，『忘れな

いで，わたしたちの戦争～中居正広が聞く戦場の

声』（8.14）の司会や『証言記録　市民たちの戦

争』（8.9～13）のナレーションを担当した。年末

年始の特集編成には，57番組に延べ78人のアナウ

ンサーが対応。60回を迎えた『NHK紅白歌合

戦』（12.31）については，『紅白歌合戦　AtoZ』

(12 . 30）や『紅白60回　名歌手たち・夢の対

決』（12.29）など事前特番にもアナウンサーを数

多く配置し，節目の年の放送への関心を高めた。

{NHKスペシャル　攻防　マニフェスト予算～

政治主導は実現できたか』（12.26），『NHKスペシ

ャル　生激論2010にっぽん大転換！？』（1.1）で

は，入局 4年目と 6年目の女性アナウンサーが司

会を務め，番組への親しみを増すとともに，若手

の大型番組担当の機会を広げた。

番組のテーマや演出に最も適したアナウンサー

を担当させるため，アナウンス室では，デスクが

全国500人のアナウンサーのスキルや個性，興味

などを把握し，全国運用を図っている。『NHKス

ペシャル　エジプト発掘』（7.5，26，8.2）などの

大型番組のナレーションを地域局のベテランが担

当して高い見識やスキルを発揮したほか，『NHK

古典芸能鑑賞会』（12.25），『今日は一日“タカラ

ヅカ”三昧』（12.23）をはじめとするFMの“三

昧”シリーズなど，個別のテーマについて広い知

識を持つアナウンサーを起用，また『Nコンマガ

ジン　ハモリ倶楽部』（6.27，7.25，8.29，9.19）

など若い視聴者層を対象とした番組に，地域の若

手を起用して親しみを醸成する取り組みを行っ

た。

（2）報　道
«政治・経済・国際〕
7 月，衆議院選挙の前哨戦として全国的な注目

を集めた東京都議会議員選挙が行われ，アナウン

サー約30人がかかわり，開票状況を速報した。事

前に，総合テレビ，ラジオ第一，選挙事務所中継

の各メンバーで研修会を実施，衆院選の検証材料

とした。 8月，有権者に政権選択を迫る注目の第

45回衆議院選挙が行われ，民主党が圧勝。社民党，

国民新党との連立による鳩山内閣が発足した。ア

ナウンス室では，選挙制度や用語を学ぶ研究会を

全国の拠点局で実施し，万全の態勢で本番を迎え

た。その結果，総合テレビ，衛星波，ラジオ第 1

とも，NHKの選挙報道に対する視聴者の期待と

信頼に応えた。

«事件事故・災害・緊急報道〕
8 月，自然災害が多発し，各現場へアナウンサ

ーを迅速に派遣し，緊急報道に当たった。特に山

口県を襲った集中豪雨や，震度 6弱を観測した静

岡の地震では，速やかに中継対応を行った。

10月，台風18号が愛知県の知多半島付近に上陸

し，本州を縦断した。茨城県土浦市では竜巻が発

生した。大洗港に中継に出ていた水戸局アナウン

サーが各現場を回り， 6回に及ぶ中継リポートを

行った。

2 月，沖縄近海で発生したM6・9の地震で本島

地方に津波警報。翌日には南米チリ沖でM8・6の

地震が発生し，日本でも東北の一部に大津波警報，

北海道から沖縄にかけて津波警報が発表された。

全国27放送局の総勢37人のアナウンサーが中継態

勢を組み，最大で 1 m20cmを観測した津波の到

達を伝えた。

«社会〕
5 月，新型インフルエンザの警戒レベルが引き

上げられる中，首都圏で国内初の感染が疑われる

事例が多発。成田，横浜，千葉，川崎等に次々に

アナウンサーを派遣し，速報に備えた。成田市内

で初の感染者が確認された際は，アナウンサーが

迅速に中継放送に対応した。

（3）スポーツ中継
09年度最大のスポーツイベントのバンクーバー

五輪では，今回もNHKと民放合同のジャパンコ

ンソーシアム（JC）が中継を担当した。NHKか

らは 6人が派遣され，フィギュアスケート女子シ

ングルで浅田真央選手とキム・ヨナ選手（韓国）

との対決の末の銀メダルを刈屋富士雄アナが，ス

ピードスケート男子500の長島圭一郎選手の銀メ

ダルと加藤条治選手の銅メダルと女子団体パシュ

ート銀メダルを石川洋アナが実況したほか，開会

式，閉会式のもようを伝えた。

大リーグ（MLB）は，松井秀喜選手がMVPを

獲得したワールドシリーズのもようを現地から生

中継で伝えたのをはじめ，オールスターゲームも

現地から実況で伝えた。イチロー選手の 9年連続

200本安打達成の瞬間なども生放送した。

プロ野球は日本シリーズやクライマックスシリ

ーズを含めて135試合を放送。楽天の躍進や巨人

の日本一の瞬間を伝えた。

サッカーは，10年 6 月に開幕するワールドカッ

プの日本代表チーム出場決定の瞬間をウズベキス

タンから野地俊二アナの実況で伝えた。同大会の

組み合わせ抽選のもようや岡田武史監督へのロン

グインタビューなども伝えた。

大相撲は，横綱・朝青龍が初場所で優勝後に引

退するなど耳目を集めたが，把
ば

瑠
る

都
と

の大関昇進な
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ど，優勝争いや相撲界の動静について客観性を持

って伝え，視聴者の関心に応えるよう努めた。

BS1と総合テレビの『スポーツ大陸』「己に克

て～剣道　高鍋進」を，太田雅英アナがディレク

ターと共同で提案。甲子園や全国高校総体の中継

と平行して，取材交渉，撮影，インタビューにか

かわり，ブラジルのロケも担当。高鍋選手の心の

軌跡を追った。

『スポーツ大陸～イチロー　大記録への闘い』

をはじめ，総合テレビの祝日特集やBSの年末特

番などで，大リーグのイチロー選手へのインタビ

ューを一貫して黒氏康博アナが担当。初めてメデ

ィアに語った真実など，素のことばを引き出した。

2 ．アナウンス室番組制作

3 年目を迎えたHV『100年インタビュー』は，

9 本を制作。より「大物」の出演者，貴重な時代

の証言者を開拓すべく力を注いだ。指揮者・小澤

征爾では初の海外ロケを行い音楽監督を務めるウ

イーン国立歌劇場でインタビューを行ったほか，

人物によってはスタジオから出て「現場」での収

録を行った。また，作曲家・船村徹の北海道での

活動を追ったり，俳人・金子兜太のふるさとを訪

ねたりとくふうを凝らし，話を深く聞き出すため

の演出に力を注いだ。その結果，毎回再放送希望

が100件以上寄せられたほか，年間を通しての反

響は549件。そのうち，好評が506件と92パーセン

トを占めている。09年度は，立川談志，岸惠子，

小澤征爾，柳田邦男，蜷川幸雄，金子兜太，船村

徹，蓮池薫，大江健三郎の各氏をゲストに迎え，

三宅民夫，石澤典夫，渡邉あゆみ，有働由美子の

4 人のアナウンサーが聞いた。12月には，ゲスト

の残した「珠玉のことば」を振り返る『100年イ

ンタビュースペシャル』（HV）を放送。 3 人の

アナウンサーがスタジオの観客とともに，残して

くれたことばを味わい未来へのメッセージを考え

た。

総合『お元気ですか　日本列島』の「気になる

ことば」は， 7 年目を迎え，“ことばおじさん”

の梅津正樹アナが，視聴者からのことばの疑問に

答える形で，ことばが変化していく背景や各地域

のことばの魅力を届けた。09年度は視聴者から

1,500通を超える質問が寄せられた。

教育テレビ『ことばおじさんのナットク日本語

塾』は，バーチャルスタジオやイラストCGを駆

使して，日本語に関する疑問をわかりやすく解説

し，09年度は30本制作した。

また，「ナットク日本語塾　アナウンサーの方

言ファイル」をまとめて教育テレビ『アナウンサ

ーの方言スペシャル』を 3本制作し，アナウンサ

ーの個性とふるさとのことばの魅力を届けた。

著名人の原点となった場所でふるさとへの思い

を聞く総合テレビ『ホリデーインタビュー』は，

09年度，アナウンス室主管で14本を制作した。

R1『ラジオ文芸館』は，アナウンサーの朗読

で幅広く文学作品の魅力を届け，09年度は29本の

新作，17本のアンコールを放送した。

R2『ことば力アップ』は，テキストと連動し

ながら，アナウンサーが朗読，スピーチ，敬語な

ど，表現に関する実践的なノウハウをわかりやす

く紹介。09年度は51本制作した。

『ラジオ深夜便』「戦争インタビュー」「人権イ

ンタビュー」は，各 5本を制作。若手アナウンサ

ーが，足利事件元受刑者や秋田藤里町児童連続殺

害事件の遺族などタイムリーなテーマに挑戦，聞

き応えのあるインタビューを届けた。

アナウンサーが取り組む「朗読ひろば」をBS2

{朗読者の挑戦』として番組化。アナウンサーが

声の力だけで，どこまで作品世界を届けられるか

を追う25分のドキュメントとして 4 本を制作し

た。

3 ．社会貢献への取り組み～朗読ひろば

アナウンサーだからできる社会貢献として，小

学校に出向いて絵本を朗読し，子どもたちに「こ

とば」の魅力を伝える取り組み「NHK朗読ひろ

ば～アナウンサーが広げることばの世界」を，事

業センターと共同で以下の 9校で実施した。

・滋賀県日野町立桜谷小学校（ 5月27日）

・徳島県徳島市立新町小学校（ 6月 5日）

・神奈川県横浜市立白幡小学校（ 6月16日）

・北海道札幌市立白石小学校（ 9月 9日）

・石川県白山市立広陽小学校（10月30日）

・宮城県仙台市立若林小学校（11月18日）

・高知県四万十町立田野々小学校（11月26日）

・富山市立芝園小学校（ 1月19日）

・東京都目黒区立宮前小学校（ 2月12日）

対象は小学校 4～ 6学年の児童，教師，保護者。

1 校につき 3 ～ 5 人のアナウンサーが教室や体育

館で，絵本や教科書の作品を朗読した。プロジェ

クターに映像を映し出すなど演出もくふうしたほ

か，子どもたちに「朗読のコツ」を教える時間も

設けた。09年度は 9 校合わせて1,310人の児童が

参加し，催しの様子は，地元局のニュースやFM

番組でも紹介された。
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映像デザイン

1．組織体制と重点業務

（1）2009年度組織体制
09年度の組織改正により「放送総局　デザイン

センター（映像デザイン）」から「放送総局　デ

ザインセンター映像デザイン部」となった。

映像デザイン部の業務は，番組，ニュース，イ

ベント等問わず，高い専門性を要する演出表現の

一部として公共放送を支え，「番組ガイドライ

ン」を遵
じゅん

守しながら，美術予算をいかに効率よ

く，視聴者に説明責任が果たせる形で執行してい

くのか，大きな役割と責務を担っている。

（2）専門性発揮による貢献
【第60回NHK紅白歌合戦】

テーマは「歌の力∞無限大」。50組を超える出

演者，ポップスから歌謡曲までさまざまな楽曲の

魅力を最大限に伝えるため，機能性を徹底的に追

究した舞台設計を図った。時間の限られる生放送

で，いかに変化に富んだシーンチェンジを速やか

に行うかが課題。今回のステージでは高さが柔軟

に変化する 4層のステージを中心に，出場歌手が

ダンサーやオーケストラなどと共に楽曲に合わせ

た立体的なパフォーマンスを繰り広げた。LED

スクリーンによる映像や，さまざまな幕などを用

い美術的演出に彩りを添えた。ホール常設機構の

活用，複数導線の敷設により出演者やセットが迅

速かつ安全に転換できるよう配慮した。

【デザイン特賞】

09年度で 4 年目になる「デザイン特賞」では，

全国の放送局で制作された番組において，優れた

専門性と表現力で「NHKならではの放送」に大

きく貢献した映像・音響デザイナーの功績を，放

送総局長から表彰している。選考ポイントは「安

定感十分な，良質なデザイン」「斬
ざん

新で独創性豊

かで完成度が高く優れたデザイン」「時代をリー

ドし新しい視聴者層の獲得に向け，親しみあるN

HKイメージを作り上げたデザイン」等。

【CS活動への参加】

NHKの大型イベントである「渋谷DEどー

も！」「教育フェア」などに積極的に参加し，企

画展示体験コーナーなどで好評を得，視聴者サー

ビスに大きく貢献した。また，09年で 3回目とな

る「デザイン講座」を美術大学の学生を中心に開

催し，好評を得た。

（3）経営資源の効率的運用
【デザイン計画の取り組み】

デザイン計画班は，番組の総合窓口機能と部の

企画総務機能の両方を持ち合わせている。質の高

い番組制作に資するための業務割当を計画する一

方で，美術規模の策定検討や美術業務契約の仕様

検討などを行い，映像デザイン部の業務全体に責

任を持つ。美術用品の保管・管理や環境経営につ

いてはデータの蓄積・分析などを実施し，それを

基に業務の見直しを図り，経営資源の効率的な運

用に努めた。

2 ．番組制作における映像デザイン

（1）報道・情報番組
09年度は主に『NHKニュース 7 』の改修を行

い，よりいっそうNHKらしい，品格のあるセッ

トを心掛けてデザインを行った。

『クローズアップ現代』と『経済ワイドビジョ

ンe』，また，『ゆうどきネットワーク』と『スタ

ジオパークからこんにちは』と『土曜スタジオパ

ーク』など，セット更新番組についても，従来か

らのセット・パーツ共有化を行って，汎用性を保

ちつつも番組特性をも十分に発揮出来るセットの

デザインに努めている。国際放送局では，チャン

ネルイメージ発信の具体例である「新国際放送の

トータルデザイン」で09年度の「グッドデザイン

賞」を「パブリックコミュニケーション」の部門

で受賞した。

（2）NHKスペシャル・大型企画
『NHKスペシャル』「証言ドキュメント　永田

町・権力の興亡」は政権交代に至るまでの国政の

権力闘争の実相を数々の証言を通じて印象深く描

いた。オープニングCGには，歴史的政権交代を

象徴するため，赤絨
じゅう

緞
たん

階段ドリーインをベース

映像に，政治の歴史の流れと，代々の首相の変貌
ぼう

を歴史絵巻風にコラージュしデザインした。スタ

ジオでは，重厚なインタビューの積み重ねで展開

される番組構成に対し，ホワイトアウトした後の

ような，スッキリとシンプルなデザインにして，

番組全体にメリハリを付けた。

（3）教育・文化福祉番組
08年に引き続き，特集番組等でイメージ戦略を

行った。デザイナーは制作企画段階より参加して，

番組ロゴやキャラクターなど統一イメージ作りに

積極的に取り組み，番組の質の向上に努めた。

人形劇『新・三銃士』では，今までの人形劇に

はない重厚感，奥行きや立体感を意識し，壮大な

スケール感と質の高い空間演出を実現した。
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（4）音楽・芸能番組
『歌謡コンサート』『SONGS』『MUS I C

JAPAN』『どれみふぁワンダーランド』『ごきげ

ん歌謡笑劇団』などの定時番組は安定したクオリ

ティーでエンターテインメント色豊かな音楽番組

のステージを提供し，視聴者から多くの支持を得

ている。また，『第41回思い出のメロディー』は

番組の意図にあった質の高い空間設計をするとと

もに緻
ち

密なコスト計画により効率的な予算運用を

した。『第53回NHKニューイヤーオペラコンサー

ト2010』では，基本概念のキャッチコピー「始ま

りの歌声，終わらない世界」が，デザイナーから

提案された。原始の混沌
とん

からロマンスの誕生，文

明の成熟と脱・構築，そして新たな時代の訪れま

でを，今一度，伝統的な舞台美術手法を駆使して

バラエティー豊かに展開した。その一方で，舞台

上のみならず，タイトルから宣伝美術・公演パン

フレットまで，全ての視覚要素をひとつの世界観

で貫いたトータルデザインに挑戦し，デザイナー

の表現領域や取り組み方のひとつの形を提案し

た。

（5）ドラマ番組
映像化不可能と言われた司馬骰太郎原作『スペ

シャルドラマ～坂の上の雲』第 1部が放送された。

綿密な時代考証を基に計画された美術は海外ロケ

やスケールの大きなオープンセット，CGを有効

に使いテレビドラマの常識を超えた高いレベルの

表現がなされた。

大河ドラマ『龍馬伝』では新しい視点で描かれ

た“坂本龍馬”を斬
ざん

新な映像で表現し“今までと

違う大河ドラマ”という旗印のもと，幕末の日本

の雰囲気とエネルギーが感じられるリアル感のあ

る印象に残る美術表現がされている。また，ドラ

マデザインだけでなく，タイトルバック制作や広

報イメージ計画にも積極的にかかわり，番組パッ

ケージのデザインのクオリティー管理にも取り組

んでいる。

『連続テレビ小説～つばさ』では埼玉県川越市

を舞台に，成長するヒロインの姿を描いた。美術

的には老舗
し に せ

和菓子屋と手作りのローカルラジオ局

というユニークな設定を，仕掛けたっぷりのセッ

トで表現し，今までのテレビ小説にないコメディ

ータッチの演出を盛り上げる美術表現をした。

地方局制作のドラマが高く評価されたのも09年

度の特徴であった。広島局制作の『火の魚』や福

岡局制作の『母
かか

さんへ』など各局デザイナーの業

績も高く評価された。

09年度は，ドラマのワンセグ独自放送の制作が

増加したほか，ドラマのトータルデザインへの取

り組みなど，デザイン業務に新たな広がりが求め

られている。

（6）データ放送への取り組み
地上デジタル，BSデジタル，ワンセグ放送の

データ放送では，ニュースや天気，番組情報に加

え各地域の身近な情報などをわかりやすく視聴者

に伝えている。

09年度はワンセグ独自放送開始に伴い，ワンセ

グETVも大幅改修を行った。番組情報の充実を

図るとともに，アクセスのたびに色が変化する機

能や，頻度の高いコンテンツを優先的に表示する

など，実験的なデザインも取り入れた。

スポーツではバンクーバーオリンピックやプロ

野球，高校野球，全国高校駅伝，MLB，Jリーグ

など試合経過・結果情報など，『紅白歌合戦』で

は双方向を生かした投票や曲目情報や歌手からの

メッセージなど，幅広いさまざまな番組でデータ

放送の制作に取り組んでいる。

3 ．環境経営への取り組み

NHKの環境経営に則した取り組みとして，番

組での業務対応において以下のような番組美術セ

ットの 3 R（リデュース・リユース・リサイク

ル）計画を推進した。

① リデュース：各番組の美術セットの総量を規

制し，排出物の発生を抑制した。

② リユース：廃止番組の美術セットの全国リユ

ース（再利用）を行った。これまで，この取り

組みは全国のデザイナー間で行われていたが，

09年度から，環境経営推進委員会「エコ宣言タ

スクフォース」の協力を得て，全局の番組担当

者に周知し，推進することとなった。

③ リサイクル：排出した美術セットの再資源化

を行った。美術セットの排出処理において，

NHKが「排出事業者」として，09年度から産

業廃棄物収集・運搬および処分業者と年間契約

を締結することとなった。排出する美術セット

の分別処理体制を強化し，木屑
くず

，スチロール，

金属屑
くず

，廃プラスチック等に分別し，それぞれ

マテリアルリサイクル処理を行った。そのほか

は，サーマルリサイクル処理とした。また，木

屑
くず

を「炭化」し再利用する試みを検討中で，品

質については専門機関で検査を行い安全性の確

認を行った。さらに新素材として「リサイクル

率100％」の和紙畳を一部，試行後，現代ドラ

マに本格導入した。和紙畳は経費と排出物の抑

制に効果があった。
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4 ．美術業務委託管理

03年度に美術業務改革を行い，美術業務は「も

のの取引」から「創造性の取引」に業務委託の契

約を転換した。関連団体であるNHKアートとは，

6 つの検討部会（一般番組検討部会，ドラマ番組

検討部会，危機管理検討部会，保管・管理検討部

会，セット構造検討部会，グラフィック制作業務

改革検討作業部会）があり，危機管理を含めた委

託業務全般に関する課題の洗い出し，改善・改革

などを定期的に行っている。

また，5年目を迎える「美術業務審査会」では，

美術業務委託における契約内容，契約手続きなど

の適正性や透明性を確保するため，デザイナーが

事前に美術コストなどを計画し作成する「デザイ

ン計画書」をはじめ，契約内容，納品に至るまで

その妥当性を審査。09年度は対象を絞り込み，美

術業務の透明性・説明性を担保している。

音響デザイン
音響デザイン部はドラマ，ドキュメンタリー，

報道，教養などあらゆる番組の音響演出を担い，

高い専門知識とスキルで番組表現や作品性の向上

に貢献できるプロフェッショナル集団を目指して

いる。

09年は，世界同時不況から抜け出せず厳しい経

済状況のなか政権交代がなされ，予測のできない

事故災害も発生した。国内的にも国際的にも，大

きなうねりが押し寄せる中，NHKに対しては正

確な情報源としての期待が視聴者から寄せられ

た。『ニュース』『NHKスペシャル』や報道番組

においては，常にNHK音響デザイナーとしての

立場を堅持し，冷静で適正な報道情報を伝える音

響を実施してきた。また，『スペシャルドラマ～

坂の上の雲』から地方局制作の開局記念ドラマま

で，音響監督として責任を果たすべく，表現の技

量に磨きをかけ良質な番組制作に取り組んでい

る。

1 ．番組制作関連

（1）情報・教養・開発番組
『探検ロマン世界遺産』が30代，40代女性層を

ターゲットにした『世界遺産への招待状』にリニ

ューアルされ，ファッショナブルで洗練されたテ

ーマ音楽で番組のイメージをリードした。若手P

Dが自由な手法で制作する開発番組『ドキュメン

ト20min.』がEYES枠に登場し，若手デザイナー

を中心に意欲的な音響表現に取り組んだ。

4 年目を迎えた『サラリーマンNEO』は09年

度も独特の音響スタイルが好評を博し，視聴者層

の拡大に貢献した。

（2）報道・スポーツ番組
夏に行われた衆議院議員選挙により，16年ぶり

の政権交代が実現した。激動の政局を伝える緊急

特番に対し，的確で迅速な対応を行った。

また，10年 2 月にはバンクーバーオリンピック

が開催され，特番はもちろんのこと，音によるス

タジオ演出に至るまでトータルな音響デザイン設

計を行い， 4年に一度の冬季オリンピックを盛り

上げる上で大きな役割を果たした。

（3）NHKスペシャル・大型企画
“Nスペ細胞分裂”というキャッチフレーズの

もと，週 2 本放送されていた『NHKスペシャ

ル』が週 1 本となり，『ワンダー×ワンダー』と

{追跡！A to Z』という 2本のウイークリー番組

が加わった。両番組の立ち上げについては，当初

からテーマ音楽を含めた音のコンセプト作りを行

い，番組を軌道に乗せることに尽力した。

大型シリーズでは「JAPANデビュー」「マネー

資本主義」「日本海軍400時間の証言」「永田町権

力の興亡」「MEGAQUAKE 巨大地震」など力

作が数多く制作されたが，作曲コーディネートを

含め音響面からの積極的なアプローチで番組に大

きく貢献した。

（4）ドラマ
『スペシャルドラマ～坂の上の雲』の放送が始

まり，明治という激動の時代にふさわしいスケー

ル感のある音楽と，VFX映像に負けない臨場感

あふれる効果音を駆使した結果，視聴者から極め

て高い評価を得た。

大河ドラマ『天地人』では戦国時代の“動”と

“静”を表現する音響設計で，迫力ある効果音と

心理描写を繊細に表現する音楽を絶妙に組み合わ

せ，大河ファンの共感を呼んだ。『連続テレビ小

説～つばさ』では笑いとペーソスあふれるストー

リーに多彩な音楽を織り交ぜ，効果音も挑戦的に

扱いながら，主人公のとまどい成長していく姿を

繊細に描いた。

単発ドラマでは，『ドラマスペシャル～白洲次

郎』『松本清張ドラマスペシャル～顔』『懸賞ドラ

マ～まいど238号』などでNHKらしさと娯楽性を

共存させる高品位なドラマ制作を目指した。

『土曜ドラマ』では「風に舞い上がるビニール

シート」「外事警察」「君たちに明日はない」など

社会性の高いドラマストーリーに，劇画性を持ち
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込んだ高密度で質の高い音響デザインで挑んだ。

『土曜時代劇』では，大衆性の高い人情時代劇

として定着させ，『ドラマ 8』では若年層，『金曜

ドラマ』では女性層を主なターゲットに絞るなど，

各年代層を意識した音響設計を目指した。

また，地域ドラマへの応援参加も継続して行い，

{山形局ドラマ～スキップ！』『広島局ドラマ～

火の魚』などで音響デザイナーとして力を示した。

オーディオドラマでは各シリーズで音を極める

デザインにこだわり音表現の可能性に挑戦した。

連続人形活劇『新・三銃士』では，ドラマ制作

で培った音響表現と，臨場感あふれる効果音で人

形劇の域を越えた音作りを行い，年齢層を問わず

好評を得た。

（5）BS・ハイビジョン
本格派自然番組『プレミアム 8～ワイルドライ

フ』が始まり，これまで蓄積されてきた自然音作

成のスキルを存分に発揮して，動物の生態にじっ

くり迫るNHKならではの自然番組に仕上げた。

また，『ワンダー×ワンダー』と連動したハイ

ビジョン特集が数多く制作され，長尺ならではの

スケール感を生かした多様な音響スタイルでエン

ターテインメント性を高めた。

（6）スーパーハイビジョンソフト開発
NHK放送技術研究所が開発しているスーパー

ハイビジョンの22.2chサラウンドによる立体音響

制作に参画。今回制作したソフト「gift～未来の

君へ」では，ひと・自然を導く音響デザインに取

り組むために「音から映像」をアプローチするこ

とを重点項目に据え，制作史上最長の 9分50秒の

作品を音響表現の可能性を探求して仕上げた。一

般公開は，「愛・地球博」（05年）に続き 4年ぶり，

NAB（全米放送事業者連盟）並びに横浜港開港

150周年記念博覧会で上映された。NAB会場ラス

ベガスでは，世界の立体音響と最新の技術動向調

査も実施した。

2 ．番組企画

『音の風景』は大沼ひろみアナウンサーを案内

役に日本各地，時には海外の街角から，多彩な音

の風景を紹介した。09年度は38本の新作を制作。

このうち，俳優の松重豊さんを朗読に起用し，文

芸作品や歌の歌詞を題材にした「音の風景～朗読

シリーズ」を 5本制作した。長寿番組をさらに進

化させる企画として続けていく。

また，09年度から深夜の人気番組『ラジオ深夜

便』の午前 2時台で過去の放送をリメイクし，毎

日違う内容を365本提供した。

特集番組ではFM40周年特集の『音の風景スペ

シャル～耳をすませば未来が聞こえる』を 4分割

して 5 月にR1で再放送，12月には120分に再編集

してFMで再放送した。

3 ．ライブラリー・設備関連業務

（1）ライブラリー
効果音の拡充として，09年度は日本各地の多彩

な情景音を春夏秋冬の季節ごとに定点収録すると

いう方針のもと，冬の北海道知床半島で収録を実

施した。引き続き，日本各地で四季折々の定点録

音を行っていく。また，「消えゆく音」をテーマ

に，国内での運用を終了した霧笛を記録し，NH

Kの貴重な音財産として管理している。ほかに，

病院，図書館，美術館，築地市場，飲食店（焼き

肉店，中華料理店，寿司店等），スポーツクラブ，

馬（日本古来種），カーフェリー，手漕
こ

ぎボート，

カヤック，遊園地の音を収録。要望の多かったガ

ヤ（群衆の発声）については，声優50人をスタジ

オに集めての大がかりな収録も実施した。

（2）設　備
MAスタジオの設備更新に伴い，音響デザイン

部の準備設備のPC－DAWを更新した。準備で使

用する機材とスタジオ機材の互換性を確保し，M

A迄の一連の作業の統一を図った。併せて，今後

のテープレスシステム時代も見据えた簡便かつ高

機能な環境を目指し，準備室・コーナーの大規模

整備を行った。これにより，準備室間の互換性と，

多種多様な番組・作業形態に対応可能な仕様を構

築，放送局に求められる機器運用の安定性の確保

と保守整備の画一化による迅速な対処が可能とな

った。また，準備コーナーのレイアウト変更で生

まれたスペースを活用し，環境・利便性・生産性

の向上を実現。音響デザイン部に持ち込まれる音

声メディアが多種多様になったため，各メディア

に対応できる変換機能を備えた設備を設置した。

4 ．サウンドステーション

「 渋 谷 D E ど ー も 」「 S A V E T H E

FUTURE」「教育フェア」等イベント型CS活動

に対するコンテンツ提供の体制を強化し，関連団

体など外部からの協力要請にも即応できる効果音

を確保しながら，事業展開のルート・ノウハウを

蓄積した。音響デザイン部が過去数十年にわたっ

て蓄積してきたライブラリーと編纂
さん

してきた考証

資料を合体し，地方局の番組制作の支援ツールと

して充実させるべく，ネットワークを介して参

照・閲覧できるシステムの構築に着手した。



放送番組の国際交流

Ⅰ．番組交換
NHKは，海外の放送事業者との番組交換を，

文化交流の促進や放送を充実させる目的で，協力

協定や覚書に基づいて積極的に行っている。09年

度も，ラジオ番組の提供と受け入れが行われた。

（1）ラジオ番組の提供
09年度は，楽壇への登竜門として開催された

[第78回日本音楽コンクール」（ 6 部門）とポッ

プス系番組の 3番組，クラシック系番組の 2番組

をインターネット経由で配信した。総数17番組を，

EBUの会員・準会員に配信した。

09年度の提供総数は10か国11放送機関に対して

31件，52時間56分であった。

（2）ラジオ番組の受け入れ
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団，ベルリ

ン・フィルハーモニー管弦楽団等の世界の主要オ

ーケストラの演奏会，ザルツブルク音楽祭，シュ

ヴェチンゲン音楽祭，バイロイト音楽祭等の第一

級の音楽祭，さらにメトロポリタン歌劇場のオペ

ラなどをFMで放送した。

09年度の受け入れ総数は，26か国39放送機関か

ら192件，287時間37分であった。

海外放送機関への取材制作協力はNHKの業務

であり，協力協定，ニュース取材への協力，海外

総支局との関係等を考慮し，依頼に応じて編集・

方式変換・衛星伝送や，カメラ，スタジオ，中継

車など設備・機材の貸し出し，要員の協力・あっ

せんを行っている。

（1）外国要人の訪日
外国要人の訪日に際しては，同行取材チームへ

の放送機材の貸与，編集および技術要員の確保，

衛星伝送などのほか，PAL方式のカメラ・編集

機などからNTSC方式への変換などのほか，放送

センターやNHKインターナショナルのスタジオ

と海外放送局のスタジオとを結んでの掛け合い生

中継にも協力している。

NHKは，外国放送機関との相互協力の一環と

して，取材制作協力を積極的に行っている。09年

は，13か国・15放送機関，およそ300件であった。

09年 7 月の衆議院解散から 8月の総選挙にいた

る過程では，中国CCTVによる生中継と素材伝送

に，施設提供など合わせて14回の協力を行った。

09年10月の五輪（16年）開催地決定では，スペ

インTVE，デンマークDR，中国CCTVに対して

屋外伝送設備の斡旋を行った。

10年 3 月，和歌山県白浜町の動物公園で生まれ

て以来飼育されていたジャイアントパンダが花嫁

を探すため中国四川省に渡るときには，見送りの

セレモニーや空港での様子などを取材したCCTV

の映像について，南紀田辺報道室や大阪放送局か

ら北京へ伝送するための協力を行った。

（2）スポーツ
スポーツ関係では，11月末に長野で開催された

NHK杯国際フィギュアスケート競技大会に際し，

ホストブロードキャスターとして競技映像を提供

したほか，カナダCBCに対して競技終了後の選

手インタビューを衛星伝送で協力した。

「日本賞」教育コンテンツ国際コンクール
「日本賞」は1965（昭和40）年の創設から2007

(平成19）年まで，教育番組の国際コンクールと

して世界の教育番組の向上および国際理解と協力

の増進に貢献してきた。隔年開催の時期を経なが

らも着実に歩みを進め，世界各地の制作者が交流

し議論する場や，教育番組に関する最新の情報を

交換する機会として大きな役割を果たしてきた。

その結果，先進国ばかりでなく，発展途上国・地

域からも多くの参加を得ている。

08年の第35回からは名称を「日本賞」教育コン

テンツ国際コンクールと改め，新たなスタートを

切った。これは，インターネットをはじめとする

情報通信技術の急速な進展やデジタル放送の開始

など，著しい変化を遂げる教育メディアのデジタ

ル化に対応し，コンクールの質をさらに高めるこ

とを狙いとする。

内容面では，08年同様，募集の対象を「音と映

像を用いた教育コンテンツ」とし，作品部門とし

ては 5 つのカテゴリーからなる「コンテンツ部

門」と，シリーズ放送の努力を続けるテレビ教育

番組を顕彰する「シリーズ番組部門」の 2つの部

門で募集した。また，教育番組の制作が困難な国

や地域の機関を支援する「企画部門」については，

そのまま継続とした。

通算で第36回，「教育コンテンツ国際コンクー

ル」としては2年目となる09年の「日本賞」は，

[教育フェア2009」の一環として10月22日（木）

から28日（水）の 7 日間，東京・渋谷のNHK放
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Ⅱ．外国放送事業者への取材
協力
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送センターで開催された。

コンクールへの応募は，世界65の国と地域の

196機関から，コンテンツ部門に250，シリーズ番

組部門に44，企画部門に30，合計で324本という，

史上最多のエントリー数となった。

審査は，日本賞事務局が委嘱した世界12か国14

人の審査委員によって厳正かつ公平に行われた。

また，会期中には「クロスメディア・フォーラ

ム」と題して，予備審査を通過した作品のプレゼ

ンテーションやシリーズ番組の上映会，世界の第

一線で活躍するクリエイターや研究者が登壇する

トーク・セッションなどを開催した。これらの催

しには31の国と地域から，延べ1,844人のビジタ

ーが参加した。

最終日を飾る「授賞式」は，皇太子殿下ご臨席

のもと，NHK放送センター101スタジオで行われ

た。会場には，審査委員，受賞者，コンクール参

加者や大使館関係者など313人が出席，NHKの住

吉美紀アナウンサーと俳優クリス・ぺプラーさん

の司会進行で，津軽三味線の吉田兄弟による華麗

な演奏を交えながら，華やいだ雰囲気の中で各賞

が授与された。（表 1）

関連番組は，『第36回日本賞授賞式～輝け！教

育コンテンツ』（教育，11.1），『第36回日本賞受

賞作品』（教育，11.2）などを放送した。

詳細は，http://www.nhk.or.jp/jp-prize/

放送番組コンクール

Ⅰ．国際コンクール
09年度は，31のコンクールで延べ54の番組等が

受賞した。（⇒p.731）

モンテカルロテレビ祭では，『NHKスペシャ

ル』「激流中国　病人大行列～13億人の医療」が

ニュース番組（ドキュメンタリー）部門の最優秀

賞に当たるゴールドニンフ賞を受賞した。自由な

撮影取材が困難と思われていた中国の本当の姿を

余すところなく，最高レベルのカメラワークで撮

影しているとして高く評価された。

この番組は，イタリア賞のテレビドキュメンタ

リー（時事問題）部門でも最優秀賞のイタリア賞

を受賞した。また，ドイツ・ハンブルグで行われ

たワールド・メディア・フェスティバルでもニュ

ース番組部門最優秀賞に選ばれた。

バンフテレビ祭では，『天才てれびくんMA

X～ビットワールド～緊急生放送！閉じ込められ

たトーヤを救え！』が，インタラクティブ（双方

向）番組部門で大賞とロッキー賞を受賞した。

モンゴル・ウランバートルで開催されたABU

賞では，テレビ・ドラマ番組部門の『天地人（第

2 回）泣き虫　与六』とテレビ・スポーツ番組部

門の『第88回天皇杯全日本サッカー選手権大会決

表1 第36回「日本賞」受賞作品
賞　　　　　　名 タ　イ　ト　ル 機　関　名 国・地域名 種別・対象

グランプリ日本賞 きみのニュースはなーに？ TT アニメーション（TTA） イ ギ リ ス リニア
コンテンツ

リニア
コンテンツ

リニア
コンテンツ

リニア
コンテンツ

ウェブサイト

リニア
コンテンツ

イ ギ リ ス

オ ラ ン ダ

イ ギ リ ス

オ ラ ン ダ

デンマーク

ギ リ シ ャ リニア
コンテンツ
リニア
コンテンツモ ン ゴ ル

ア メ リ カ 幼児向け

スワジランド

エチオピア

総務大臣賞 きみのニュースはなーに？ TT アニメーション（TTA）

小さな彫刻家 キリスト教放送（KRO）

『種の起源』を実験する イギリス公開大学ワールドワイド

シャークワールド ランジ・シリアス・ゲームズ

絆よ、再び デンマーク放送協会（DR）

アフガン難民の苦悩　祖国は今 シネグラム（CINEGRAM）

ひばり NTV

ワンダーペッツ！ リトル・エアープレイン・プ
ロダクションズ（LAP）

ねぇ、知ってる？ スワジランド・テレビ

ツェハイ　文字を学ぶ ウィズ・キッズ・ワークショップ

文部科学大臣賞

外務大臣賞

国際交流基金理事長賞

ユニセフ賞

前田賞

放送文化基金賞

日本ユネスコ協会連盟賞

東京都知事賞

NHK会長賞

シリーズ
番組部門

幼児向け
カテゴリー

児童向け
カテゴリー

青少年向け
カテゴリー

生涯教育
カテゴリー

福祉教育
カテゴリー

特別賞

最優秀賞

最優秀賞

特別賞

コ
　
ン
　
テ
　
ン
　
ツ
　
部
　
門

企画部門
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勝』がそれぞれABU賞を受賞した。

国際エミー賞では，特集『星新一　ショートシ

ョート』がコメディー部門で部門最優秀賞に当た

る国際エミー賞を受賞した。NHKの番組の受賞

は10年ぶりであった。

また，アジア・テレビ賞では，『NHKスペシャ

ル』「ヤノマミ 奥アマゾン 原初の森に生きる」，

{解体新ショー』「なぜムセてしまうの？」「なぜ

年をとると筋肉痛が遅くなるの？」，国際共同制

作の特集『HIP KOREA』がそれぞれ部門最優

秀賞を受賞した。

このほか，上海テレビ祭と地球環境映像祭で，

{NHKスペシャル』「雨の物語～大台ケ原　日本

一の大雨を撮る」が，部門最優秀賞を受賞した。

ソウルドラマ賞の単発ドラマ部門では，『特集ド

ラマ～お買い物』が優秀賞を受賞した。

Ⅱ．国内コンクール

09年度は，18のコンクールで延べ70の番組等が

受賞した。（⇒p.733）

放送文化基金賞では，テレビドキュメンタリー

番組部門で，『NHKスペシャル』「解かれた封印

～米軍カメラマンが見たNAGASAKI」が最優秀

賞に当たる本賞を受賞した。原爆投下をアメリカ

側から問う番組内容に新しい視点がある，と評価

された。テレビエンターテインメント番組部門の

本賞には，『ハイビジョン特集』「築地市場　大百

科　A to Z」が選ばれた。さまざまな映像や音を

駆使して，築地市場という特徴ある場所をわかり

やすく，かつ楽しく紹介しようというくふうが凝

らされている，と評価された。

「地方の視点」から優れたドキュメンタリー番

組を選ぶ「地方の時代」映像祭では，沖縄・慰霊

の日特集『“集団自決”戦後64年の告白～沖縄・

渡嘉敷島』が優秀賞を受賞した。

文化庁芸術祭では，『広島発ドラマ～火の魚』

がテレビ部門の大賞を受賞した。美しい映像に加

えて空気感もあり，老いと若さ，生と死，“命の

秘密”に迫る秀作であると評価された。また，

{FMシアター～風に刻む』がラジオ部門の大賞

を受賞した。未曽有の震災現場と平時の終末病棟

という，人の命のぎりぎりの場でドラマを展開さ

せ，余韻を残す秀作であると評価された。

また，テレビ部門では『ドラマスペシャル～白

洲次郎』の第 1回「カントリージェントルマンへ

の道」と『NHKスペシャル』「日本海軍　400時

間の証言（第 2 回）特攻“やましき沈黙”」が，

ラジオ部門では『FMシアター～鳥』が優秀賞を

受賞した。

全日本テレビ番組製作社連盟によるATP賞で

は，外部制作会社とともに制作された番組の中で，

{BS世界のドキュメンタリー』「シリーズ四川大

地震　被災地は今（第 2回）李先生と30人の子ど

もたち～紅白中心学校」がドキュメンタリー部門

で，『笑劇開演～小林賢太郎テレビ』が情報バラ

エティ部門で，それぞれ最優秀賞を受賞した。

ギャラクシー賞では，『ハイビジョン特集』

[“認罪”～中国　撫順戦犯管理所の 6 年」がテ

レビ部門の大賞を，『特集ドラマ～お買い物』が

優秀賞を受賞した。

このほか，科学技術映像祭では，『NHKスペシ

ャル～MEGAQUAKE 巨大地震（第 2 回）KO

BE 15秒の真実　そのとき地下で何が』が内閣

総理大臣賞を，『復活した“脳の力”～テイラー

博士からのメッセージ』が優秀賞を受賞した。

日本ジャーナリスト会議（JCJ）賞では，『NH

Kスペシャル』「こうして“核”は持ち込まれた

～空母オリスカニの秘密」がJCJ賞を受賞した。


